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母親の職業別にみた出産の「質」分析（1） : 

死産に注目して1

仙　　田　　幸　　子

1.　はじめに

日本の死産率2は，2014年で 22.9‰である （厚生労働省 2015）。この値は，2010年の

24.2‰よりも低くなっており，長期的にみても低下傾向にある。しかし，今日でも，一定

の割合で死産は発生する。

一方，近年，子どもを持つタイミングを見計らう女性やカップルが多い。子どもは「さず

かりもの」から「計画的に作るもの」となりつつある。すると，死産は，妊娠企図 （Senda 

2015） をもつ女性やカップルにとって，避けたい不本意な結果である。そこで，本研究では，

死産リスク要因を明らかにすることを目的とする。

死産の場合，女性やカップルの意図がどこにあるのかが分からないというのが，分析の際

の難しさのひとつである。人口動態統計はかなり正確に死産の量を把握しているといえるだ

ろう3。しかし，その死産が，女性やカップルのどのような意図によって起きたのかは分から

ない。つまり，ある人工妊娠中絶による死産が，女性やカップルにとって望まない妊娠の帰

結なのか，望んだ妊娠だったが母体や胎児の状態によるやむを得ない選択だったのかを区別

できる統計はない。母体保護法第 14条第 1項には，「妊娠の継続又は分娩が身体的又は経済

的理由により母体の健康を著しく害するおそれのある」と指定医師が認定する場合，本人及

び配偶者の同意を得て，指定医師は人工妊娠中絶を行うことができるとある。この経済的理

由と母体の健康という 2つの理由が，統計では区別されていないからだ4。日本では，2014

年においても，自然死産率 10.6‰に対し人工死産率 12.3‰と，人工死産は死産の過半数を

  1 本研究は，厚生労働科学研究「保健医療福祉計画策定のためのデータウェアハウス構築に関する研究」
（研究代表者　岡本悦司） の一部としておこなわれている。

  2 死産率は死産数を出産数 （出生数＋死産数） で除して 1,000を掛けたものである （厚生労働省 a）。
  3 臨床の現場で，ある出産の結果が死産と新生児死亡のどちらに分類されるのかに，立ち会った医師の
恣意性が入る余地があるという問題はある （西田ら 1998）。

  4 「経済的理由」によって「現実には法律の規定する範囲を越えて多数の人工妊娠中絶が行われ」（本川
2009） ているという指摘がある。

【論　　文】
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占めている。しかし，前述のとおり，ある人工死産が女性やカップルにとって本意だったの

か不本意だったのかが分からないのが現状である。

一方，自然死産の場合，もちろん，不本意な妊娠の結果が自然死産となるケースもあるだ

ろうが，人工死産とくらべると，はるかに女性やカップルが出生を望んでいたケースが多い

と考えられる。そこで，本研究では，死産の一部しか扱えないというデメリットをあえて選

択し，自然死産に的を絞って分析をおこなう。

本研究で分析に用いるデータは，1995年度以降の人口動態職業・産業別調査 （1995年，

2000年，2005年，2010年） の出生票と死産票データである。人口動態職業・産業別調査の

出生票データでは，出生子の父母の職業と年齢が分かる。したがって，人口動態職業・産業

別調査の出生票データと死産票データをリンケージ分析することで，母親がどのような特徴

を持っているときに自然死産のリスクが高くなるのかを，晩産化の効果と就業状況の効果を

分離した分析が可能になる。母親の年齢と就業状況を同時に独立変数として用いて自然死産

のリスクを分析することが，本研究の特長である。

2.　データ

本研究で用いるデータは，人口動態職業・産業別調査の出生票データ5と死産票データで

ある。

人口動態職業・産業別調査は，人口動態調査の一部として，5年に一度，国勢調査実施年

に実施される。「出生・死亡・死産・婚姻及び離婚の人口動態事象と職業及び産業との関連

を明らかにし，人口及び厚生労働行政施策などの基礎資料を得ることを目的」とした調査で，

厚生労働省大臣官房統計情報部によって集計されている （厚生労働省 b）。2016年 9月時点

で公開されている最新の調査は，平成 22年度調査である。調査期間の単位は年度 （国勢調

査実施年の 4月 1日から翌年の 3月 31日まで） である。本研究は厚生労働科学研究の一部

であるため，公的統計である人口動態職業・産業別調査について，二次的利用として，匿名

データの提供を受けることができた6。

提供された匿名データの概要は以下のとおりである。

  5 実際に分析に用いるのは，人口動態職業・産業別調査・出生票に人口動態調査死亡票 （乳児死亡に限
る） をリンケージしたデータである。このリンケージ・データについては，仙田 （印刷中） を参照さ
れたい。今後，妊娠が 1歳児生存につながらないリスクを総合的に検討していくために，現段階から，
乳児死亡に関するデータも含めて分析データとする。

  6 公的統計の二次利用については，仙田 （印刷中） を参照されたい。本研究では，国立保健医療科学院
の研究員である吉田穂波先生を代表者として，厚生労働科学研究の一部として，国立保健医療科学
院から二次利用申請をおこなったため，統計法第 32条による匿名データの提供を受けた。この点で，
本研究は吉田先生との協同研究である。



母親の職業別にみた出産の「質」分析（1） : 死産に注目して

3

（1）　人口動態職業・産業別調査・出生票

・ 年度 : 平成 7年 （1995年） 度，平成 12年 （2000年） 度，平成 17年 （2005年） 度，平成

22年 （2010年） 度

・住所都道府県市区町村

・出生年月日

・母親の出生年月日

・出生時体重

・妊娠週数

・母親の妊娠・出産歴

・父母の職業

など

（2）　人口動態職業・産業別調査・死産票

・年度 : 平成 7年度，平成 12年度，平成 17年度，平成 22年度

・住所都道府県市区町村

・死産年月日

・母親の年齢

・死産児体重

・自然・人工死産の別

・妊娠週数

・母親の妊娠・出産歴

・父母の職業

など

先に述べたように，本研究では，「子どもをもちたいという意図があり妊娠したのに死産

という不本意な結果になる」リスクの分析をおこなうため，死産のうち自然死産だけを分析

対象とする。1995年，2000年，2005年，2010年を合わせると，計 135,111ケースの死産が

あったが，そのうち自然死産は 59,964ケースであった （表 1）。この 59,964ケースが本研究

の死産に関する分析データとなる。一方，出生に関するデータは 4,215,834ケース7からなる

  7 出生に関する 4,215,834ケースからなるデータの特徴については，仙田 （印刷中） を参照されたい。本
研究の分析結果は，出生票データと死亡票データをリンケージする際に発生する傾向の影響を受け
ていることに留意されたい。
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が，このうち 1,790ケースは出生年が 1995年，2000年，2005年，2010年でないため，本

研究の分析からは除外されるので，分析データとしては 4,214,044ケースを扱うことになる。

つまり，自然死産データと出生データ （乳児死亡，1歳時点で生存別） をリンケージすると，

計 4,274,008 （＝ 59,964＋ 4,214,044） ケースになる。この死産，乳児死亡，1歳時点で生存

という 3つのパターンからなる計 4,274,008ケースのデータを以下で分析する8。

3.　分析

以下では，母親の職業別に，各指標の年次別の推移をみる。まずは，「無職」と「有職」

の 2分で，大まかな傾向を確認する。ついで，職業別の傾向に踏み込んで分析する。母親の

職業分類は，調査票に準拠している。具体的には，「無職」，「専門技術」，「管理」，「事務」，「販

売」，「サービス」，「保安」，「農林水産」，「運輸・通信・採掘・技能・建設・生産・労務・運

輸」（以下，「運輸他」と称する），「分類不能・不詳」（以下，分析から除外する） の 10種類

である。これらは日本標準職業分類の大分類に準拠している。このうち，「専門技術」，「管理」，

「保安」，「農林水産」，「運輸他」は，それぞれケース数が少なく，それぞれを独立したカテ

ゴリーとして分析すると，結果が不安定になる懸念があったため，「専門技術」，「管理」を「専

  8 厚生労働省から提供されたデータは，いったんアクセスファイルに変換したうえで，SPSS Ver. 20を
用いて分析データに変換した。アクセスファイルに変換する作業は，岡本悦司先生が担当してくだ
さった。ここに記して感謝申し上げる。

表 1.　年次別自然死産・人工死産内訳

自然死産
人工死産

不詳 合計
法による 法によらない

1995
度数 18,319 20,643 321 66 39,349

% 46.6% 52.5% .8% .2% 100.0%

2000
度数 15,915 21,789 179 63 37,946

% 41.9% 57.4% .5% .2% 100.0%

2005
度数 13,399 17,867 126 12 31,404

% 42.7% 56.9% .4% .0% 100.0%

2010
度数 12,331 13,969 90 22 26,412

% 46.7% 52.9% .3% .1% 100.0%

合計
度数 59,964 74,268 716 163 135,111

% 44.4% 55.0% .5% .1% 100.0%
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門技術管理」，「保安」，「農林水産」，「運輸他」を「保安・農林・運輸」としてまとめて分析

することにした。つまり，分析に用いる母親の職業分類は，「無職」，「専門技術管理」，「事務」，

「販売」，「サービス」，「保安・農林・運輸」の 6種類である9。

3.1.　基礎統計表

表 2からは，最近になるにつれて自然死産と乳児死亡の割合が低下し，妊娠が出生につな

がる確率も，出生が 1歳時生存につながる確率も上昇していることが分かる。

表 3からは，母親の出産時年齢が 25歳から 29歳である時，ほかの年齢階級にくらべて妊

娠が出生につながる確率も，出生が 1歳時生存につながる確率も上昇していることが分かる。

自然死産については母親の年齢が 15歳から 19歳である時に自然死産率がもっとも高く，

その後，低下し，25歳から 29歳である時が底となり，再び上昇する。形としては，Jの反

転型である。

乳児死亡率については母親の年齢が 15歳から 19歳である時にやや高く，その後，20代

から 30代前半までは安定して低く，30代後半から再び上昇し，40代以上では，15歳から

19歳である時よりも高い。

表 4から，初産のほうが自然死産のリスクは小さい一方，大まかにみた場合には乳児死亡

のリスクは妊娠回数と関係がないことが分かる。

  9 より詳しくは，仙田 （印刷中） を参照されたい。

表 2.　年次別妊娠の結果

妊娠の結果
合計

自然死産 生存 乳児死亡

1995
度数 18,319 1,145,223 3,396 1,166,938

% 1.6% 98.1% .3% 100.0%

2000
度数 15,915 1,100,155 2,707 1,118,777

% 1.4% 98.3% .2% 100.0%

2005
度数 13,399 977,329 2,028 992,756

% 1.3% 98.4% .2% 100.0%

2010
度数 12,331 981,539 1,667 995,537

% 1.2% 98.6% .2% 100.0%

合計
度数 59,964 4,204,246 9,798 4,274,008

% 1.4% 98.4% .2% 100.0%
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表 5からは，母親が有職である時，無職の場合にくらべて自然死産のリスクは大きいが，

大まかにみた場合には乳児死亡のリスクは就業状況と関係がないことが分かる。

自然死産率について，母親の就業形態別に年次別の傾向を示す （図 1）。どの年次でも，無

職のほうが有職よりも死産率は低い。しかし，2005年から 2010年にかけて，有職の死産率

は低下しているのに対し，無職の死産率は上昇しており，就業形態別の死産率の差は小さく

表 3.　母親の年齢階級別妊娠の結果

妊娠の結果
合計

自然死産 生存 乳児死亡

母
親
の
年
齢
階
級

15-19
度数 2,195 30,703 115 33,013

% 6.6% 93.0% .3% 100.0%

20-24
度数 8,037 404,081 988 33,013

% 1.9% 97.8% .2% 100.0%

25-29
度数 17,466 1,198,701 2,507 1,218,674

% 1.4% 98.4% .2% 100.0%

30-34
度数 19,222 1,245,351 2,756 1,267,329

% 1.5% 98.3% .2% 100.0%

35-39
度数 10,184 501,907 1,328 513,419

% 2.0% 97.8% .3% 100.0%

40-59
度数 2,854 79,360 382 82,596

% 3.5% 96.1% .5% 100.0%

合計
度数 59,958 3,460,103 8,076 3,528,137

% 1.7% 98.1% .2% 100.0%

　　欠損値 745,871

表 4.　初産・経産別妊娠の結果

妊娠の結果
合計

自然死産 生存 乳児死亡

初産
度数 17,562 2,022,940 4,311 2,044,813

% .9% 98.9% .2% 100.0%

経産
度数 42,402 2,181,306 5,487 2,229,195

% 1.9% 97.9% .2% 100.0%

合計
度数 59,964 4,204,246 9,798 4,274,008

% 1.4% 98.4% .2% 100.0%
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なっている。

表 6からは，母親の職業が無職と専門技術管理職である場合，自然死産のリスクも乳児死

亡のリスクも低いことが分かる。また，自然死産は，母親の職業により差があり，母親がサー

ビス職に就いている場合が最もリスクが高い。乳児死亡は，大まかにみた場合には母親の職

業が保安農林運輸職である場合にリスクが高くなる。

自然死産率について，母親の職業別の傾向を年次別に示す （図 2）。職業によって傾向に差

がみられる。サービス職は，どの年次を通じても，自然死産率が最も高いが，一貫して低下

傾向にあり，1995年と比べると 2010年では，ほかの職業との差は小さくなっている。販売

表 5.　就業状況別妊娠の結果

妊娠結果
合計

自然死産 生存 乳児死亡

母親の就業状態

無職
度数 37,098 3,090,933 7,160 3,135,191

% 1.2% 98.6% .2% 100.0%

有職
度数 16,890 981,846 2,246 1,000,982

% 1.7% 98.1% .2% 100.0%

合　　計
度数 53,988 4,072,779 9,406 4,136,173

% 1.3% 98.5% .2% 100.0%

欠損値 137,835

図 1.　年次別・母親の就業形態別死産率
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職は，サービス職についで自然死産率が高いが，2005年から 2010年の間に急激に死産率が

低下している。保安農林運輸職と事務職は，1995年と 2000年は，ほぼ同じ水準で，6職業中，

中位に位置するが，2000年以降，保安農林運輸職では自然死産率が横ばいになるのに対し，

表 6.　母親の職業別妊娠の結果

妊娠の結果
合計

自然死産 生存 乳児死亡

母親の職業

無職
度数 37,098 3,090,933 7,160 3,135,191

% 1.2% 98.6% .2% 100.0%

専門技術管理
度数 4,530 362,602 773 367,905

% 1.2% 98.6% .2% 100.0%

事務
度数 5,718 331,299 781 337,798

% 1.7% 98.1% .2% 100.0%

販売
度数 1,771 79,714 190 81,675

% 2.2% 97.6% .2% 100.0%

サービス
度数 3,008 109,913 248 113,169

% 2.7% 97.1% .2% 100.0%

保安農林運輸
度数 1,863 98,318 254 100,435

% 1.9% 97.9% .3% 100.0%

合計
度数 53,988 4,072,779 9,406 4,136,173

% 1.3% 98.5% .2% 100.0%

　　欠損値　137,835

図 2.　年次別・母親の職業別死産率
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事務職では低下していく。専門技術管理職と無職は，一貫して自然死産率が低い。この 2つ

の間では，2005年までは無職のほうがさらに低いが，2010年になると，無職の自然死産率

が上昇し，専門技術管理職は低下することで，ごくわずかな差ではあるが，専門技術管理職

の自然死産率が 6職業の中でもっとも低くなる。

3.2.　自然死産と母親の就業状態

基礎統計表で確認すると，（1） 母親の年齢は 25-29歳の時にもっとも自然死産率が低く，

全体としては Jの反転型である，（2） 初産のほうが自然死産リスクは低い，（3） 母親が無業

のほうが自然死産リスクは低い，（4） 母親の職業により自然リスクは異なる，という傾向が

みられた。

次に，これらの傾向が，ほかの要因をコントロールしても見られるものなのかどうかをロ

ジスティック回帰分析で検討する。分析に用いた統計パッケージは，R.3.3.1 である。

（1）　1995年

初産より経産のほうが自然死産リスクが高い。母親の年齢が 25-29歳の時にくらべて，

30-34歳では自然死産リスクが低く，ほかの年齢階級では自然死産リスクが高い。母親の年

齢が 15-19歳の時の自然死産リスクは特に高い。母親が無業の場合より有業の場合のほうが

自然死産リスクが高い （表 7）。

表 7.　自然死産に関するロジスティック回帰分析・母親の就業形態別・1995年

Estimate Std. Error 有意性

（Intercept） －5.00211 0.01976 ＊＊＊

初産・経産 （基準 : 初産） 　1.11762 0.01914 ＊＊＊

母の年齢階級
（基準 : 25-29）

15-19 　2.52303 0.04373 ＊＊＊

20-24 　0.68975 0.02365 ＊＊＊

30-34 －0.21782 0.02026 ＊＊＊

35-39 　0.08441 0.02655 ＊＊

40以上 　0.93883 0.04220 ＊＊＊

母の就業状態 （基準 : 無職） 　0.55812 0.01765 ＊＊＊

Signif. codes : 0　‘＊＊＊’ 0.001　‘＊＊’ 0.01　‘＊’ 0.05
Null deviance : 167591 on 956808  degrees of freedom
Residual deviance : 160721  on 956801  degrees of freedom （210129 observations deleted due to 
missingness）
AIC : 160737
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（2）　2000年

初産より経産のほうが自然死産リスクが高い。母親の年齢が 25-29歳の時にくらべて，

30-34歳では自然死産リスクが低く，35-59歳ではリスクに差はなく，ほかの年齢階級では

自然死産リスクが高い。母親の年齢が 15-19歳の時の自然死産リスクは特に高い。母親が無

業の場合より有業の場合のほうが自然死産リスクが高い （表 8）。

（3）　2005年

初産より経産のほうが自然死産リスクが高い。母親の年齢が 25-29歳の時にくらべて，

30-34歳では自然死産リスクが低く，ほかの年齢階級では自然死産リスクが高い。母親の年

齢が 15-19歳の時の自然死産リスクは特に高い。母親が無業の場合より有業の場合のほうが

自然死産リスクが高い （表 9）。

（4）　2010年

初産より経産のほうが自然死産リスクが高い。母親の年齢が 25-29歳の時と 30-34歳では

自然死産リスクに差はなく，ほかの年齢階級では 25-29歳の時より自然死産リスクが高い。

母親の年齢が 15-19歳の時の自然死産リスクは特に高い。母親が無業の場合より有業の場合

のほうが自然死産リスクが高い （表 10）。

3.3.　自然死産と母の職業

次に母親の就業状態を職業別に検討する。

表 8.　自然死産に関するロジスティック回帰分析・母親の就業形態別・2000年

Estimate Std. Error 有意性

（Intercept） －5.01487 0.02099 ＊＊＊

初産・経産 （基準 : 初産） 　1.06235 0.02029 ＊＊＊

母の年齢階級
（基準 : 25-29）

15-19 　2.24945 0.04351 ＊＊＊

20-24 　0.53986 0.02756 ＊＊＊

30-34 －0.21826 0.02173 ＊＊＊

35-39 　0.00254 0.02730 

40以上 　0.62118 0.04711 ＊＊＊

母の就業状態 （基準 : 無職） 　0.56724 0.01903 ＊＊＊

Signif. codes :  0　‘＊＊＊’ 0.001　‘＊＊’ 0.01　‘＊’ 0.05
Null deviance : 145824 on 907451 degrees of freedom
Residual deviance : 140600  on 907444 degrees of freedom
（211325 observations deleted due to missingness）
AIC : 140616
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（1）　1995年

初産より経産のほうが自然死産リスクが高い。母親の年齢が 25-29歳の時に比べ，30-34

歳では自然死産リスクは低く，ほかの年齢階級では自然死産リスクが高い。母親の年齢が

15-19歳の時の自然死産リスクは特に高い。母親が無業の場合よりどの職業でも自然死産リ

スクは高く，具体的には，サービス，販売，事務，保安運輸農林，専門技術管理の順で自然

死産リスクが高い （表 11）。

表 9.　自然死産に関するロジスティック回帰分析・母親の就業形態別・2005年

Estimate Std. Error 有意性

（Intercept） －4.98127 0.02416 ＊＊＊

初産・経産 （基準 : 初産） 　0.87070 0.02170 ＊＊＊

母の年齢階級
（基準 : 25-29）

15-19 　1.80892 0.05929 ＊＊＊

20-24 　0.41625 0.03309 ＊＊＊

30-34 －0.07997 0.02469 ＊＊

35-39 　0.07643 0.02937 ＊＊

40以上 　0.51931 0.04922 ＊＊＊

母の就業状態 （基準 : 無職） 　0.55221 0.02053 ＊＊＊

Signif. codes : 0　‘＊＊＊’ 0.001　‘＊＊’ 0.01　‘＊’ 0.05
Null deviance : 117932 on 771944 degrees of freedom
Residual deviance : 114995  on 771937 degrees of freedom
（220811 observations deleted due to missingness）
AIC : 115011

表 10.　自然死産に関するロジスティック回帰分析・母親の就業形態別・2010年

Estimate Std. Error 有意性

（Intercept） －4.92856 0.02482 ＊＊＊

初産・経産  （基準 : 初産） 　0.91729 0.02156 ＊＊＊

母の年齢階級
（基準 : 25-29）

15-19 　1.64209 0.06784 ＊＊＊

20-24 　0.31500 0.03632 ＊＊＊

30-34 －0.02983 0.02515 

35-39 　0.13866 0.02700 ＊＊＊

40以上 　0.58640 0.03995 ＊＊＊

母の就業状態  （基準 : 無職） 　0.25107 0.01974 ＊＊＊

Signif. codes :  0　‘＊＊＊’　0.001　‘＊＊’ 0.01　‘＊’ 0.05
Null deviance : 123273  on 777753  degrees of freedom
Residual deviance : 120557  on 777746  degrees of freedom
（217783 observations deleted due to missingness）
AIC : 120573
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（2）　2000年

初産より経産のほうが自然死産リスクが高い。母親の年齢が 25-29歳の時に比べ，30-34

歳では自然死産リスクは低く，35-39歳では差はなく，ほかの年齢階級では自然死産リスク

が高い。母親の年齢が 15-19歳の時の自然死産リスクは特に高い。母親が無業の場合よりど

の職業でも自然死産リスクは高く，具体的には，サービス，販売，事務，保安運輸農林，専

門技術管理の順で自然死産リスクが高い （表 12）。

（3）　2005年

初産より経産のほうが自然死産リスクが高い。母親の年齢が 25-29歳の時に比べ，30-34

歳では自然死産リスクは低く，ほかの年齢階級では自然死産リスクが高い。母親の年齢が

15-19歳の時の自然死産リスクは特に高い。母親が無業の場合よりどの職業でも自然死産リ

スクは高く，具体的には，サービス，販売，事務，保安運輸農林，専門技術管理の順で自然

死産リスクが高い （表 13）。

（4）　2010年

初産より経産のほうが自然死産リスクが高い。母親の年齢が 25-29歳の時と 30-34歳では

自然死産リスクに差はなく，ほかの年齢階級では自然死産リスクが高い。母親の年齢が

表 11.　自然死産に関するロジスティック回帰分析・母親の職業別・1995年

Estimate Std. Error 有意性

（Intercept） －4.99957 0.01979 ＊＊＊

初産・経産 （基準 : 初産） 　1.11164 0.01917 ＊＊＊

母の年齢階級 
（基準 : 25-29）

15-19 　2.50869 0.04378 ＊＊＊

20-24 　0.67592 0.02367 ＊＊＊

30-34 －0.20560 0.02028 ＊＊＊

35-39 　0.10147 0.02657 ＊＊＊

40以上 　0.93520 0.04227 ＊＊＊

母の職業
 （基準 : 無職）

専門技術管理 　0.21125 0.03183 ＊＊＊

事務 　0.64319 0.02634 ＊＊＊

販売 　0.74849 0.04428 ＊＊＊

サービス 　1.04021 0.03949 ＊＊＊

保安運輸農林 　0.47004 0.04090 ＊＊＊

Signif. codes : 0　‘＊＊＊’ 0.001　‘＊＊’ 0.01　‘＊’ 0.05
Null deviance : 167591  on 956808  degrees of freedom
Residual deviance : 160401  on 956797  degrees of freedom
（210129 observations deleted due to missingness）
AIC : 160425
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表 12.　自然死産に関するロジスティック回帰分析・母親の職業別・2000年

Estimate Std. Error 有意性

（Intercept） －5.01213 0.02101 ＊＊＊

初産・経産  （基準 : 初産） 　1.05469 0.02031 ＊＊＊

母の年齢階級
（基準 : 25-29）

15-19 　2.23582 0.04355 ＊＊＊

20-24 　0.52793 0.02759 ＊＊＊

30-34 －0.20815 0.02174 ＊＊＊

35-39 　0.01854 0.02732 

40以上 　0.63170 0.04715 ＊＊＊

母の職業
（基準 : 無職）

専門技術管理 　0.24684 0.03226 ＊＊＊

事務 　0.62165 0.02874 ＊＊＊

販売 　0.81984 0.04796 ＊＊＊

サービス 　1.04960 0.04096 ＊＊＊

保安運輸農林 　0.50012 0.04903 ＊＊＊

Signif. codes : 0　‘＊＊＊’ 0.001　‘＊＊’ 0.01　‘＊’ 0.05
Null deviance : 145824  on 907451  degrees of freedom
Residual deviance : 140315  on 907440  degrees of freedom
（211325 observations deleted due to missingness）
AIC : 140339

表 13.　自然死産に関するロジスティック回帰分析・母親の職業別・2005年

Estimate Std. Error 有意性

（Intercept） －4.97901 0.02417 ＊＊＊

初産・経産  （基準 : 初産） 　0.86176 0.02172 ＊＊＊

母の年齢階級
（基準 : 25-29）

15-19 　1.79699 0.05932 ＊＊＊

20-24 　0.39908 0.03311 ＊＊＊

30-34 －0.06891 0.02472 ＊＊

35-39 　0.09328 0.02940 ＊＊

40以上 　0.53040 0.04925 ＊＊＊

母の職業
（基準 : 無職）

専門技術管理 　0.23752 0.03406 ＊＊＊

事務 　0.55746 0.03134 ＊＊＊

販売 　0.80278 0.05253 ＊＊＊

サービス 　0.99905 0.03892 ＊＊＊

保安運輸農林 　0.53941 0.05468 ＊＊＊

Signif. codes : 0　‘＊＊＊’ 0.001　‘＊＊’ 0.01　‘＊’ 0.05
Null deviance : 117932  on 771944  degrees of freedom
Residual deviance : 114738  on 771933  degrees of freedom
（220811 observations deleted due to missingness）
AIC : 114762
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15-19歳の時の自然死産リスクは特に高い。母親が無業の場合と専門技術管理の場合では，

自然死産リスクに差はない。ほかの職業の場合は無職より自然死産リスクは高く，具体的に

は，サービス，保安運輸農林，販売，事務の順で自然死産リスクが高い （表 14）。

4.　おわりに : まとめと今後の課題

本研究では，母親がどのような特徴を持っているときに自然死産のリスクが高くなるのか

を，晩産化の効果と就業状況の効果を分離して，1995年から 2010年まで，5年ごとの時系

列でロジスティック回帰分析により検討した。

初産の効果は安定的で，どの時点でも初産のほうが自然死産リスクが低い。

就業状況の効果も安定的で，どの時点でも無職のほうが自然死産リスクが低い。

職業の効果は，1995年から 2005年までは安定的で，無職でもっとも自然死産リスクが低

く，ついで専門技術管理，保安農林運輸，事務，販売，サービスとなり，サービス職でもっ

とも自然死産リスクが高い。しかし，2010年には職業の効果に 2つの変化がみられる。ひ

とつめの変化は，無職と専門技術管理職の間には自然死産リスクの差がなくなることである。

表 14.　自然死産に関するロジスティック回帰分析・母親の職業別・2010年

Estimate Std. Error 有意性

（Intercept） －4.92927 0.02485 ＊＊＊

初産・経産 （基準 : 初産） 　0.90971 0.02158 ＊＊＊

母の年齢階級
（基準 : 25-29）

15-19 　1.63460 0.06785 ＊＊＊

20-24 　0.30266 0.03633 ＊＊＊

30-34 －0.01816 0.02518 

35-39 　0.15288 0.02706 ＊＊＊

40以上 　0.60019 0.03998 ＊＊＊

母の職業
（基準 : 無職）

専門技術管理 　0.04622 0.03080 

事務 　0.23271 0.03072 ＊＊＊

販売 　0.28086 0.05600 ＊＊＊

サービス 　0.58731 0.03662 ＊＊＊

保安運輸農林 　0.37697 0.05182 ＊＊＊

Signif. codes : 0　‘＊＊＊’ 0.001　‘＊＊’ 0.01　‘＊’ 0.05
Null deviance : 123273  on 777753  degrees of freedom
Residual deviance : 120411  on 777742  degrees of freedom
（217783 observations deleted due to missingness）
AIC : 120435
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ふたつめの変化は保安農林運輸職の自然死産リスクの高さが販売職を抜き，サービス職につ

いで高くなることである。

職業についてのこれらの 2つの変化は，図 2とほぼ同じである。図 2によれば，無職の自

然死産率は，2005年から 2010年の間にやや上昇がみられる。一方，専門技術管理職の自然

死産率は，ごくわずかずつながら低下を続ける。その結果，2010年には，ごくわずかなが

ら専門技術管理職のほうが無職より，みかけ （図 2） の自然死産率が低い。また，同じく図 2

によれば，2005年から 2010年の間に，販売職の自然死産率は大きく低下する。一方，保安

農林運輸職の自然死産率は横ばいである。その結果，2010年には保安農林運輸職の自然死

産率は販売職より高くなる。

以上をまとめると，職業ごとに自然死産率をみると，保安農林運輸職は死産率が低下傾向

をみせず横ばい傾向にある。無職は近年，自然死産率が上昇している。また，サービス職の

自然死産率は，つねにもっとも高い。これらが，自然死産リスクの推移を，職業をてがかり

にみた場合に特徴的な傾向である。これらの傾向がなぜみられるのかについて，今後検討が

必要である。

母親の年齢による自然死産リスクについても，今後，さらなる検討が必要な傾向がみいだ

された。表 3においては，母親が 25-29歳の時に，自然死産率はもっとも低い。しかし，年

次別にロジスティック回帰分析をおこなうと，異なる傾向になる。1995年から 2005年まで

は，25-29歳の場合より 30-34歳の場合のほうが，自然死産リスクは低い。2010年において

は，25-29歳の場合と 30-34歳の場合では，自然死産リスクに差はない。いずれにせよ，表

3でしめされた，母親が 25-29歳の時に自然死産率はもっとも低いという傾向は，みかけの

ものである。妊娠経験 （初産・経産），就業状態・職業をコントロールすると，むしろ 30-34

歳の場合のほうが，自然死産リスクは低い。コントロール要因のうち何が年齢と交互作用を

持っているのかについて，今後検討が必要である。
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【Article】

Linear Perturbation on Axially Symmetric  

Vortices under A Uniform Gravity

TAKAHASHI Koichi

Abstract : The previous perturbative method to investigate the stability of vortex is extended so 
as to incorporate gravity in a uniformly rotating frame.  The viscosity expansion method is 
employed, in which the radial and the z-components of the velocity field are proportional to vis-
cosity and are therefore infinitesimally small, while the azimuthal component is independent of 
the viscosity.  The rotation of the frame is incorporated by the Coriolis force.  The algebraic 
eigenfrequency equation (EFE) of the sixth order is derived.  There exist three physical eigen-
frequencies that are generally coordinate dependent.  The perturbations are found to be possible 
for the azimuthal wavenumber being equal to or greater than two.  Since the real parts of the 
eigenfrequencies are dominantly positive and decreasing functions of the radial coordinate, the 
patterns of perturbations mainly form trailing spirals.  Amplitudes of perturbations are also cal-
culated.  Their phases are shifted by the gravity. 

1.  Introduction

Vortices of macroscopic scales can be observed everywhere where viscous fluid exists.  Whirl-

wind, tornado, typhoon (or cyclone) and eddying tide are the examples.  Interacting with other vorti-

ces or with the environments, vortices evolve, stay steady and decay, thereby exhibiting generally 

quite complicated temporal behaviour. 

From the meteorological point of view, typhoon, for example, is a very complex swirl of atmo-

sphere that requires, together with input data, large amount of numerical calculations based on physi-

cal principles for describing and understanding its structure and behaviour.  Although atmosphere is 

a fluid whose dynamics must be described in terms of a differential equation called the Navier-Stokes 

(N-S) equation, the evolution of typhoon is believed to be mainly derived by formation of cumuli 

resulting from the first order phase transition that is discontinuous in time and inaccessible to by the 

differential equations (Ooyama 1966).  The interactions of typhoon with other numerous components 

of geophysical elements are also the cause of difficulty in analyzing and predicting the capricious phe-

nomena.  For a practical purpose of weather-forecasting, therefore, it is inevitable to rely not only on 
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statistical method but also to models parametrized for wind, pressure and so on (Holland 1980 ; Wil-

loughby and Rahn 2004 ; Willoughby et al. 2005).  Phenomenological modelings of this kind make 

it possible to construct numerically detailed view of evolving typhoons. 

Nevertheless, we also know that the time-independent simple vortex model of typhoon is success-

ful to capture such very fundamental characteristics of matured typhoon as the direction of swirling, 

the wind speed distribution, the eye formation, the correlation of the wind speed and the size of the 

eye and the existence of the warm core (Takahashi 2015a).  Here, (frequently axisymmetric) solu-

tions to the N-S equation that are transformed to a set of ordinary differential equations are referred to 

as simple vortices.  The simple vortices are formed by laminar flow and are free from complexity 

due to turbulences.  Irrespective of such over-simplification, they can be handy models of typhoons 

in large scales.   

The dynamical evolution of a vortex is governed initially by its instability.  Studies on this point 

exploiting numerical calculation method have required several simplifications because of the intrinsic 

complexity of atmospheric dynamics.  Eady (1949) treated adiabatic perturbations on uniform flows 

in a rotating frame to study the vertical structure of the flow.  Walko and Gall (1984) numerically 

studied the stability of two-dimensional vortices and found both of stable and unstable modes.  Smith 

and Rosenbluth (1990) gave an exact solution of perturbation for n = 1 mode and showed that it is not 

exponentially but algebraically unstable.  Nolan and Montgomery (2002) adopted a phenomenologi-

cal background flow of incompressible fluid with low Reynolds numbers to model a 

typhoon.  McWilliams et al. (2003) incorporated the Coriolis force for the inviscid vortices and cal-

culated the eigenfrequency by taking account of the azimuthally averaged higher order perturba-

tions.  All works indicate that the steady and axisymmetric vortex is essentially unstable.  However, 

analytic relations between eigenfrequencies of perturbations and the resultant unstable motions have 

yet been obtained for realistic three dimensional vortices.

Fortunately, some simple vortices have been known to exist as the exact solutions to the N-S equa-

tion.  The simplest ones among the simple vortices are the steady and axially symmetric vortices 

with no boundaries constructed by Burgers (1948), Sullivan (1959) and Takahashi (2014).  Taka-

hashi’s solutions are classified to three types in accordance with the number of cells and play the role 

of the missing links in the sense that, by changing one of the parameters, metamorphoses take place 

from one types to another by connecting the Burgers’ and Sullivan’s vortices.  Incorporation of 

boundaries is straightforward (Takahashi 2015a).

One may wonder how the simple vortices can be a model of typhoon if we recall that the real 
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typhoons are maintained by means of heat supply triggered by the conditional instability on air with 

moisture (Charney and Eliassen 1963 ; Ooyama 1966).  Interestingly enough, the maintenance by 

heat has already been implicitly assumed in the simple vortices (Rott 1959 ; Takahashi 2015a, 

2016).  Furthermore, under appropriate boundary conditions, the temperature distribution within 

simple vortex has been shown to be quite similar to the ones observed in real typhoon (Takahashi 

2015a, 2016).  Exploiting simple vortices for understanding typhoon thus seems plausible.  Of 

course, generation of heat from moisture and ensuing precipitation are essential ingredients of 

typhoon, as is supported partly by observations that typhoons frequently weaken after landing.  How-

ever, elaborating their mechanism is another issue. 

The linear perturbation on a simple vortex will be treated in more transparent way than the tradi-

tional numerical method (Takahashi 2013).  In fact, the coordinate dependent eigenfrequencies sat-

isfy a fourth-order algebraic equation, once the axisymmetric background velocity field was 

given.  All of the four solutions do not diverge at infinity and can bear physical meanings, among 

which an unstable mode always exists. 

Thus, one may address a question of whether the stability analysis of simple vortices can clarify the 

nature of unstable modes through mathematically tractable solutions of the eigenvalue problem in 

more general circumstances than the ones considered in Takahashi (2013).  If the answer is affirma-

tive, then it may help gain an insight into understanding the matured or evolving typhoon.  External 

or internal disturbances like geographical irregularities or gas-liquid phase transition will serve as the 

seeds of perturbations (Charney and Eliassen 1963 ; Ooyama 1966), although we do not argue here 

the problems associated to these factors.   

In this paper, the perturbative model employed by Takahashi (2013) is extended so as to incorporate 

gravity in a uniformly rotating frame that produces the Coriolis force.  Gravity and frame rotation are 

ubiquitous conditions that are imposed on large scale swirling of fluid on heavenly bodies (Takahashi 

2015b, 2015c, 2016 and references cited therein).  Taking advantage of the Cheshire cat effect that 

the effect of viscosity is preserved after the zero limit of viscosity (Takahashi 2015a), the radial and 

the z-components of the velocity field are treated to be proportional to viscosity ν and are therefore 

infinitesimally small, while the azimuthal component is independent of ν. 

This paper is organized as follows.  In the next section, the EFE is derived for the rotating system 

under a uniform gravity.  In sec. 3, the EFE is solved and the conditions for physical eigenfrequen-

cies are sought analytically.  In sec. 4, the EFE is numerically solved for some lower modes and for 

small Coriolis parameters.  In sec. 5, large Coriolis parameters are taken into account in solving the 
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EFE with finite gravity.  In sec. 6, the relative amplitudes of stable and unstable modes are numeri-

cally found.  A summary is presented in sec. 7.  Derivation of the EFE is elaborated in the appendix. 

2.  Linear perturbation and the EFE

The gravity is assumed to be uniform and acts along the z-direction in the cylindrical coordinate 

system (r, θ, z).  The perturbations around a steady and axisymmetric background flow (vr=vz=0, 

vθ>0) with a uniform density ρ under the presence of gravity g and the frame rotation obey in cylin-

drical coordinate the following equations 

  2t+ r
vi2iS Xdvr- r

2vidvi = fdvi- t
12rdp+ r

vi2 +fvi+ 2
f2rT Y

t
dt ,   (2.1)

  2t+ r
vi2iS Xdvi+2rvi+ r

viS Xdvr=-fdvr- tr1 2idp,   (2.2)

  2t+ r
vi2iS Xdvz=- t12zdp-g t

dt ,   (2.3)

  2t+ r
vi2iS Xdt+t r

1
dvr+2rdvrS X+ r

t
2idvi+t2zdvz= 0.    (2.4)

The perturbations are denoted by the symbol δ.  f is the Coriolis parameter.  (2.4) is the continuity 

equation.  The meanings of the other symbols may be obvious.  In the above equations, the deriva-

tives of the background velocity fields, the density and the pressure with respect to θ have been 

dropped.  Such axisymmetric velocity fields are constructed by the ν-expansion method, which is 

reviewed in Appendix.

As usual, we assume that the components of the perturbations have a ‘Fourier factor’ and write

  dvr=R exp i ni+kz-~tR W" %,   (2.5a)

  dvi=H exp i ni+kz-~tR W" %,  (2.5b)

  dvz=Z exp i ni+kz-~tR W" %,   (2.5c)

  dp=tP exp i ni+kz-~tR W" %,  (2.5d)

  dt=tD exp i ni+kz-~tR W" %,   (2.5e)

where n is an integer.  (The definitions of amplitudes are changed from those in Takahashi 2013.) 

Now, we assume that the angular velocity ω and the amplitudes are r-dependent.  Substituting (2.5) 

to (2.1) ~ (2.4), we have 

  i -~+nXR WR-2XH= fH- lP -i l~ tPR W+rX2pD,   (2.6)
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  i -~+XnR WH+ r lX +2XR WR=-fR- r
in P,   (2.7)

  2iZ+i -~+XnR WZ=-ikP-gD,   (2.8)

  2iD+i -~+nXR WD= r
1 R+ lR -i l~ tRS X+ r

in
H+ikZ= 0,   (2.9)

where X/ vi/r  and p= 1+f/X+f2/2X2.  The prime stands for a derivative by r.  We assume that 

X continuously approaches zero for r"3 .  In the above, D and Z are exceptionally assumed to be 

t-dependent in order to cancel the terms linear in t in (2.6) and (2.9).  In order for such cancellations 

to occur, D and Z must be linear in t, too :  

  D=D 0R W+D 1R Wt,   (2.10a)

  Z=Z 0R W+Z 1R Wt.  (2.10b)

Collecting the terms linear in t, we have

  i l~ P+rX2pD 1R W= 0,  (2.11a)

  u~iZ 1R W= gD 1R W,  (2.11b)

  D 1R W=- u~
l~ R+ u~

k Z 1R W,  (2.11c)

where u~/~-nX .  From these equations, P, D(1) and Z(1) are solved in terms of R :

  iZ 1R W=- u~2ikg
g l~ R,  (2.12a)

  D 1R W=- u~2+ikg
l~ u~ R,  (2.12b)

  iP= rX2p u~2+ikg
u~ R.  (2.12c)

Similarly, the t0 terms yield

  -i u~R- 2X+fR WH=- lP +rX2pD 0R W,   (2.13a)

  u~iH- r lX +2X+fR WR= r
n iP,   (2.13b)

  u~Z 0R W=-iZ 1R W+kP-giD 0R W,  (2.13c)

  D 1R W-i u~D 0R W+ r
1 R+ lR + r

n iH+ikZ 0R W= 0.  (2.13d)

For seven unknown amplitudes, we have two differential equations (2.13a) and (2.13d), or

  lP = i u~R+ 2X+fR WH+rX2pD 0R W,  (2.14a)
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  lR =- r
1 R-D 1R W+i u~D 0R W- r

n iH-ikZ 0R W,  (2.14b)

with five constraints, i.e., (2.12) and

  iH= u~
r lX +2X+f

+ u~2+ikg
nX2pU ZR,  (2.15a)

  Z 0R W= u~
1

u~2+ikg
g l~ -ikrX2p u~

R-giD 0R W# &,  (2.15b)

obtained from (2.13b) and (2.13c), respectively.  Note that u~ and u~2+igk have been assumed to be 

non-zero.  (It is easy to see that neither u~= 0  nor u~2+igk= 0 yields physically meaningful solu-

tions.) The solutions exist for particular eigenfrequencies.  We proceed the way similar to the one 

expounded in Takahashi (2013). 

First, differentiate (2.12c) by r :

  i lP = u~2+ikg
rX2p u~

lR + u~2+ikg
rX2p u~U ZlR.  (2.16)

Substitute (2.14b) to (2.16) to eliminate lR

  i lP = r u~2+ikg
X2p u~U ZlR+ u~2+ikg

rX2p u~
-D 1R W+ u~iD 0R W- r

n iH-ikZ 0R WS X.   (2.17)

lP  is eliminated from (2.14a) and (2.17) to obtain

u~+r u~2+ikg
X2p u~U Zl# &R- u~2+ikg

rX2p u~
+2X+fU ZiH- u~2+ikg

rX2p
-kgD 0R W+ u~D 1R W+ik u~Z 0R WR W= 0.

  (2.18)

Θ, D(0), D(1) and Z(0) in (2.18) are eliminated with helps of (2.12b), (2.15a) and (2.15b) to obtain the 

equation involving R only :

u~+r u~2+ikg
X2p u~U Zl# &R- u~2+ikg

rX2p u~
+2X+fU Z

u~2+ikg
nX2p

+ u~
r lX +2X+fU ZR

-
u~2+ikgR W2
rX2p

- u~2 l~ +ikg u~+k2rX2p u~R WR= 0.

Then, recalling ~= u~+nX  and requiring R to be nonzero lead to the following equation :  

 

u~- u~2+ikg
nr lX X2p

+
u~2+ikgR W2

2nr lX X2p u~2

+ u~2+igk
r X2pR Wlu~

　　　- u~2+igk
nX2p u~

+2X+fU Z
u~2+igk
nX2p

+ u~
r lX +2X+fU Z

u~2+ikgR W2
krX2pR W2 u~

= 0.

  (2.19)
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Note that l~  has also been entirely eliminated from (2.19).  Multiplying u~ u~+igkR W2  to both sides 

of (2.19) and rearranging the terms, we have

 

u~6+ 2igk- 2X+fR W r lX +2X+fR WR W u~4-2nX2p 2X+fR W u~3

　　- n2+k2r2R W X2pR W2+2igk 2X+fR W r lX +2X+fR W+g2k2R W u~2

　　　　-2ingkX2p r lX +2X+fR W u~+g2k2 2X+fR W r lX +2X+fR W= 0.

  (2.20a)

This expression is simplified by noting that 

X= vi/r= ui/r-f/2/X0-f/2

as

 

u~6+ 2igk-2X0 rX0
l　+2X0R WR W u~4-4n X0

2+f2/4R WX0 u~3

　　- n2+k2r2R W X0
2+f2/4R W2+4igkX0 rX0

l　+2X0R W+g2k2R W u~2

　　　　-2ingk X0
2+f2/4R W rX0

l　+2X0R W u~+2g2k2X0 rX0
l　+2X0R W= 0.

  (2.20b)

This is the exact result within the linear theory of inviscid fluid.  We have started with the equations 

involving l~ .  However, l~  has finally disappeared, which renders the EFE (2.20) a pure algebraic 

equation.  This is contrasted with that of McWilliams et al. (2003) where azimuthally averaged per-

turbations were considered and a differential equation for ω was derived.  Fritts and Alexander (2003) 

studied the effects of gravity and Coriolis force within linear perturbation and found the fourth-order 

algebraic equation for the eigenfrequency.  Their analysis relied on the WKB approximation (rapid 

oscillations of the phase and slow variations of the amplitudes) and thereby casts a doubt on the valid-

ity region.

The Coriolis parameter f appears in (2.20) with its quadratic powers.  When f is far smaller than X, 

therefore, neglecting f in (2.20) will be a good approximation for finding u~.  In this case, the effect of 

the Coriolis force emerges in the background flow via. vi= ui-fr/2, where uθ is the well-known vor-

tex flow in a static frame of reference.  See Appendix for details. 

3.  Finding physical eigenfrequencies

The EFE (2.20) is a sixth order algebraic equation and generally has six roots, whose precise ana-

lytical properties are hardly known.  However, some limiting cases are rather tractable.  Below, we 

shall take a look at them before performing numerical calculations.
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3.1  n=0

In this case, (2.20) is rewritten as

  u~2+igkR W2 u~2-2X0 rX0
l　+2X0R WR W= kr X0

2+f2/4R WR W2 u~2.   (3.1)

Let us remember that X0~ constant +r2 near r=0 and ~r-2 at infinity.  Then, if f=0, the r.h.s. may 

be neglected in the whole region of r because the r.h.s. behaves as r2 near r=0 and r-6 at infin-

ity.  Thus, we have four approximate roots

  ~=! -igk ,! 2X0 rX0
l　+2X0R W , f= 0R W.   (3.2)

The last two solutions rapidly vanish at infinity because rX0
l　+2X0" r-4 for r"3 . 

Next consider the case f! 0 Near r = 0, neglecting the r.h.s., we have 

  u~=! -igk ,!2X0, r. 0R W.  (3.3)

As a matter of course, the effect of the frame rotation has disappeared.  At long distances, 

2X0 rX0
l　+2X0R W is again neglected but f2/4 on the r.h.s. must be retained.  Then, we have

  ~= 0,! -igk! f2/4R Wkr , r"3R W.  (3.4)

3.2  n$1

We consider the two limiting cases, i.e., r=0 and r"3 .

i)  r=0

k2r2and rX0
l　 vanish.  The remaining equation is factorizable and reduces to

  u~ 0R W3!2X0 0R W u~ 0R W2+ igk!n X0 0R W2+f2/4R WR W u~ 0R W!2igkX0 0R W= 0.  (3.5)

The exact roots will be found by Cardano’s formula.  For igk & n X0 0R W2+f2/4R W , the roots are 

given by (3.3).  Under the opposite condition, namely igk % n X0 0R W2+f2/4R W , solutions are given 

by 

  u~ 0R W=
"2igkX0 0R W/ igk!n X0 0R W2+f2/4R WF I,
"X0 0R W+ -igk+ 1"nR WX0 0R W2-nf2/4 ,
"X0 0R W- -igk+ 1"nR WX0 0R W2-nf2/4 .
G   (3.6)

The order of the double signs in (3.6) corresponds to the one in (3.5).  Sufficiently large X0 0R Wor f 

give rise to, irrespective of k, an imaginary part in ω(0). 
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ii)  r"3

Noting that X0, rX0
l　" 0 , we may retain the highest order term and k2r2 term to have

  u~6+2igk u~4-g2k2 u~2= 0, f= 0.  (3.7a)

  u~6+ f/2R W4k2r2 u~2= 0, f! 0.  (3.7b)

The roots are 

  ~ r"3R W= nX0,! -igk, f= 0,

nX0,! f/2R W !kr f! 0.
G   (3.8)

The first one for each of two cases is the double roots.  Note that (3.8) is independent of n and that, 

when f ! 0, the effect of the gravity has disappeared.

Are the six roots all physically meaningful ?  The answer to this question is found by constructing 

the amplitude equation and by scrutinizing it. 

The amplitudes of the perturbations are determined by the equations presented in sec. 2.  Let us 

consider R , the amplitude of dvr.  One can eliminate D(1), Q, Z(0) from (2.14b) with references to 

(2.12b), (2.15a) and (2.15b) together with the definition X=X0-f/2 to obtain

  R
lR = r

1 + u~ u~2+igk
l~ u~2-igk

- r
n

u~
rX0
l　+2X0

- u~2+igk
X0

2+f2/4
r
n2 +k2rS X+i u~+ u~

igkT Y
R
D 0R W

.  (3.9)

Using ω determined by the method described above, the amplitude R is calculated from (3.9) once D(0) 

together with an appropriate boundary condition is posed. 

Let us first consider the case n = 0.  The first term on the r.h.s. of (3.9) gives rise in R to a term 

proportional to 1/r.  The divergence of R at r = 0 would cause a physical difficulty and should be 

deleted.  The second and fourth terms are the ones employable for such a cancellation if the first two 

solutions in (3.2) are adopted.  In fact, if the expression

  ~=! -igk+c2r2+gR W  (3.10)

near r = 0 is employed, we have

u~ u~2+igk
l~ u~2-igk

.
-igk
2c2r

2 -igk c2r2
-2igk

= r
2 ,

u~2+igk
X0 0R W2+f2/4 k2r.

2 -igk c2r2
X0 0R W2+f2/4 k2r=-k2

2 -igk c2r
X0 0R W2+f2/4 .

Thus, collecting the most singular terms in (3.9), we have
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R
lR = r

d-1
0R W
+g,   (3.11a)

  d-1
0R W= 1-

2 -igk c2
k 2e2id

X0 0R W2+ 4
f2T Y.  (3.11b)

The phases of -igk  and c2 will be correlated but, at present, we do not know how they are related. (c2 

is determined by using (2.20), which is a cumbersome task.)  At least, one can say that the real part 

of the coefficient of 1/r can be greater than -1 by appropriately choosing | k | and δ to delete the sin-

gularity in R.  The above argument reveals that this is possible only when ~ 0R W=! -igk .   This 

condition enables us to choose the physical branches from the six roots of (2.20) in case n = 

0.  However, we have already seen that the solutions 

  ~=! -igk , n= 0R W.  (3.12)

in (3.3), which satisfy the above condition, will be a good approximation in the whole region of r.  Of 

course, in determining the amplitudes, higher order terms in (3.10) must be incorporated.

The above consideration also applies to the cases of n$1 : The correct branches are such that the 

solution of (3.9) does not diverge at r = 0.  Provided that neither u~ 0R W nor u~ 0R W2+igk  vanish, by 

collecting the r-1 terms and making use of (3.5), we find the coefficient of 1/r to be

 

d-1
nR W=-1-

u~ 0R W
2nX0 0R W

-
u~ 0R W2+igk

n2 X0 0R W2+f2/4R W

=-1-
u~ 0R W u~ 0R W2+igkR W

2nX0 0R W u~ 0R W2+n2 X0 0R W2+f2/4R W u~ 0R W+2ingkX0 0R W

=-1!n.

  (3.13)

The order of the signs is same as the one in (3.5).  R is the perturbation amplitude for vr that, owing 

to physical reason, must vanish at r = 0, or d-1
nR W> 0 .  From (3.13), this is possible when n$2 (#-2) 

for the upper (lower) signs in (3.5).  Consequently, the number of the spiral arms formed by internal 

perturbations is equal to or larger than two. 

If u~ 0R W2+igk  vanished, 1/r2 singularity would occur.  However, numerical calculations show that 

this situation may be impossible. 

The D(0) term is not determined within the N-S equations but gives the initial condition for the den-

sity perturbation.  For instance, we may set D(0)=0, i.e., the density perturbation does not initially 

exist. 
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4.  Numerical calculations of eigenfrequencies

The eigenfrequencies for n=0 have been obtained as (3.12).  Here we restrict ourselves to the 

cases of n$1.

(2.19) generally has six complex roots specified by n and k.  This equation is invariant for n"-n , 

u~"- u~  (or ~"-~ ), so that it is sufficient to restrict n to positive integers. 

The effect of f will emerge when f $X0, i.e., at long radial distances.  As was mentioned above, 

for practical purposes of studying phenomena on the earth, f may be safely neglected in determining 

ω.  The case of large f will be argued later.

We have seen that u~ 0R W! 0.  More precisely, near the rotation axis, u~ rR W. u~ 0R W+ u~2r2 since X0 

is an even function of r. 

The global properties of the solutions will be clarified by numerical calculations.  For this purpose, 

we rewrite (2.20) in terms of new dimensionless functions and a variable u~ xR W/ u~/ g k , 
tX xR W/X/ g k = vi/ g k rR W and x/ k r  as

t~6+ 2ieid-2 tX0 x tX0
l　+2 tX0R WR W t~4-4n tX0

3 t~3- n2+e2idx2R W tX0
4+4ieid x tX tlX +2 tX2R W+e2idR W t~2

-2ineid tX0
2 x tX0

l　+2 tX0R W t~+2e2id tX0 x tX0
l　+2 tX0R W= 0,

� (4.1)

where δ is the phase of k.  The prime on tX0 stands for the derivative with respect to x. 

Concerning the velocity field uθ of the background flow, Takahashi (2014) showed that there exist 

three types of solutions, i.e., Type I, Type II and Type III, that are characterized by the number of cells 

(Sullivan 1959) and are mutually connected by continuous changes of parameters.  In Fig. 1, three 

typical azimuthal velocities, labelled by I, II and III, are shown.  uθI is the Burgers solution (Burgers 

1948) 

  X I= 2rr2
C 1-e-q2r2R W,  (4.2)

where Γ is the circulation at infinite distance.  The angular velocities for other types asymptotically 

behave as (4.2) in case the circulation at infinity is the same. 

We shall find the roots of (4.1) with the functional form (4.2) for X0 parameterized so as for uθ to 

have the peak velocity 40 m • s-1 at r = 30 km.  Other parameter values are g = 9.8 m • s-2 and

  k=-i/10 km-1, d=-r/2R W   (4.3)
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The above values give g k = 0.0313s-1.  Following Fritts and Alexander (2003), we have chosen 

Imk to be negative so as for the perturbations to be amplified with altitude.

Among the six roots of (4.1), we select the ones that are the roots of the equation (3.5) with the 

upper signs.  The results are shown in Fig. 2 for n = 1, 2 and 3. 

There exist three branches – one is real and two are complex.  The complex ones are mutually 

complex conjugate, so that the Reω for complex modes are degenerated and two curves for each n are 

drawn in the figure.  The imaginary parts of the complex branches are constant and take the values of 

Imω=!0.990 s−1. 

Other features are summarized below.

i) � n=1 : Reω of the complex modes and the neutral mode are almost symmetric about 

Reω=0.  Namely, the complex modes propagate to the positive azimuthal direction (i.e., anti-

clockwise), while the neutral mode to the opposite.  The propagation speed decays with x, which 

means that the perturbations form trailing spirals.  The decay or growth time of the complex 

modes are far shorter than the oscillation period. 

ii) � n=2 : Reω of the neutral mode is zero and no propagations occur.  Reω of the stable and unsta-

ble modes are positive and the perturbations propagate anticlockwise.  At long distances they 

damp and vanish, so that the complex perturbations form trailing spirals.

iii) � n=3 : All three Reω exhibit similar properties to the ones for the complex n=2 modes.

In all cases mentioned above, the perturbations of the complex modes propagate faster than the neutral 

mode.  In addition, we note that |Imω| is two order of magnitude larger than |Reω|.  The growth 

velocity of the unstable perturbation is far faster than the oscillation rate. 

  The features of Reω markedly change when k has a real part.  Examples for Rek = 0.02 km−1 

(δ=−1.3734) are shown in Fig. 3. 

The degeneracies of Reω of complex modes are resolved.  Reω is positive (negative) for stable 

(unstable) modes.  This means that the perturbations of stable (unstable) mode azimuthally propagate 

anticlockwise (clockwise).  Reω as functions of x become smoother with increase of δ.  Although 

not shown here, this tendency gets more noticeable as the gravity and/or the vortex becomes stron-

ger.  In the cases shown in Fig. 3, Reω are almost constant.  This means that the perturbations with 

nonvanishing Reω form a bar.

The constancy of ω is just the assumption commonly made in the WKB approximation.  Based on 
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the observation presented above, we might conclude that the WKB approximation with this assump-

tion is valid under the condition that the gravity is not too weak or the vortex is not too strong.  The 

assumption of radially rapid oscillation of the phase is another ingredient of the WKB approxima-

tion.  Whether this is really taking place is the matter remaining to be explored. 

Each Reω rapidly approaches really a constant value beyond x.5, which corresponds to r.50 

km.  We note that, beyond this value of r, uθI behaves as 1/r, or rX0
l　~X0. 0.  Then, the asymptotic 

form (3.8) will apply.  Therefore, altering the background flow is expected to bring about change of 

the features of ω we have seen so far. 

In order to see the effect of changing the functional form of X by adopting different types of vortex, 

the solutions to (2.20) with X rR W=X III rR W/ uiIII rR W/r  with max(uθIII) = 40 m • s-1 were sought.  The 

results for n = 1, 2 and 3 are shown in Fig. 4.  In all cases, the maxima of Reω are two order of mag-

nitude greater than those shown in Fig. 2.  This tendency remains true even when the original uθIII in 

Fig. 1 is adopted.  Thus, we conclude that the unstable perturbation of Type III vortices grows far 

faster than those of Type I vortices. 

We also notice that the graphical patterns of Reω of the stable modes mimic the background veloc-

ity fields.

5.  Case of f !0

The Coriolis parameter f is defined by 4πsinϕ/p, where p is the period of the rotation and ϕ the lati-

tude.  If f is nonzero, we have to deal with the whole of (2.20).  By adopting the same normalization 

as the previous subsection, it is rewritten as

 

t~6+ 2ieid-2 tX0 x tX0
l　+2 tX0R WR W t~4-4n tX0

2+tf2/4R W tX0 t~3

　　- n2+e2idx2R W tX0
2+tf2/4R W2+4ieid tX0 x tX0

l　+2 tX0R W+e2idS X t~2

　　　　　-2ineid tX0
2+tf2/4R W x tX0

l　+2 tX0R W t~+2e2id tX0 x tX0
l　+2 tX0R W= 0,

  (5.1)

where tf/ f/ g kR W1/2.  Obviously, the feature of the solutions is governed by the relative magnitudes 

of 1, tX and tf .  The analysis presented in the previous subsection applies to the case tf% 1, tX . 

tf  is the ratio of the Coriolis parameter to the period of pendulum with the length equal to the thick-

ness of the fluid.  The typical values of tf  in the atmosphere of some heavenly bodies are given in 

Table 1. 
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Fig. 1 � Azimuthal flow velocity for three types of vortex solutions that have a common circulation at infin-
ity.  The curves labelled as I and II are the Burgers’ (1948) and Sullivan’s (1959) solutions and belong 
to Type I and II, respectively.  The units of the distance and velocity are such that velocity labelled by I 
has a maximum 40 m • s-2 at r=30 km.  The curve labelled as III is an example of Type III solutions 
that were found by Takahashi (2014).  These azimuthal velocities are used as uθ in the text to calculate 
the eigenfrequencies.

Fig. 2 � Reω (in unit of s-1) vs. x for n = 1(red), 2 (blue), 3 (green).  Each curve is labelled by the azimuthal 
wave number together with ‘c’ which denotes complex modes.  Complex modes consist of a stable 
(i.e., negative imaginary part) and an unstable (i.e., positive imaginary part) modes.  For complex 
modes, Imω=!0.990 s-1.  Parameters have been taken as f = 0 s-1, | k | = 0.1 km-1, δ =-π/2 (i.e., 
Rek = 0).  The velocity field I (Burgers vortex) in Fig. 1 has been employed.
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Fig. 3 � Reω (in unit of s-1) of modes n=1 (red), 2 (blue), 3 (green) for k=0.02-0.1i km-1 (δ =-1.3734), 
f=0 and are labelled by the azimuthal wave number.  Complex and neutral branches are labelled by 
‘stable’ or ‘unstable’ and ‘neutral’, respectively.  Imω is 0.995 (-0.995) for Reω 1 (2) 0.  The 
velocity field I in Fig. 1 has been employed.

Fig. 4 � Reω (in unit of s-1) of mode n=1 (red curves), 2 (blue curves) and 3 (green curves) when the velocity 
field III in Fig. 1 with the same maximum velocity as uθI has been employed.  For each n, three curves 
are drawn, among of which the one with the largest (smallest) maximum is of the stable (unstable) 
mode.  The neutral mode lies in between.  Parameters are k =-0.1i km-1 (δ=-π/2), f =0. 
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Fig.6. � Imaginary part vs. real part for unstable Z(1) (red solid curve), Z(0) (blue dotted curve), iP (green broken 
curve) and D(1) (purple dot-dashed curve).  Normalization is max(| ReR |)=10.  The curves for Z(0) 
and D(1) are completely overlapped on each other.  The point on each curve moves clockwise from the 
origin to the origin along with the increase of x from 0 to infinity.  iP has been multiplied by 
100.  Parameters are same as in Fig. 2.

Fig. 5 � Upper panels :  ReR (left) and ImR (right) and lower panels :  ReiΘ (left) and ImiΘ (right) for n=2, 
D(0)=0 obtained by solving (3.9).  Three curves are the solutions for ω’s of neutral (solid curves), sta-
ble (dotted curves) and unstable (broken curves) modes are employed.  iΘ for stable and unstable 
modes have been multiplied by 103.  Normalizations to ReR are arbitrary, while, in other three panels, 
the ratios to max(Re | R |) are plotted.  Parameters are given in the caption of Fig. 2.
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tf% 1 in all cases in Table 1.  Furthermore, in the examples exploited in the previous sections, 

tf% tX 0R W .  Therefore, the Coriolis force is safely neglected for practical purposes.  Exceptions 

are the long distance phenomena where the x2 term in (5.1) gets significant or the case of very rapid 

rotation whose tf  is very large.  The former case gives the second expression for ω in (3.8).  In the 

followings, we examine the latter (maybe fictitious) case.  (However, remember that, even for mod-

erate f, tf  can be large for very small k.) 

In order to see the large Coriolis effects, we here totally neglect the background velocity in 

(5.1).  For simplicity, we restrict ourselves to the case d=-r/2.  The roots of (5.1) are easily found 

as below.

1]  0#x1n

i.  If ntf2/4> 1, we divide the region into 0#x1xc and xc#x1n, where xc/ n2- 2/tfR W4.  Then, 

except for t~= 0,

t~=
! tf/2R W2 n2-x2-1 ,!i tf/2R W2 n2-x2+1 , 0# x< xc ,

　　　　　!i 1! tf/2R W2 n2-x2 , xc# x< n.
G

At x=0, we have five possible values : 0, ! tf/2R W2n-1, !i tf/2R W2n+1.  On the other hand, the 

physical solutions must satisfy (3.6).  In the present case, it reads t~ 0R W= 0, !i tf/2R W2n+1.   

Therefore we adopt the last four roots in the above expressions, or

  t~=
!i tf/2R W2 n2-x2+1 , 0# x1 xc ,

!i 1! tf/2R W2 n2-x2 , xc# x1 n.
G   (5.2)

ii.  If ii. If ntf 2-4# 1, 

  t~=!i 1! tf/2R W2 n2-x2 .  (5.3)

Table 1 � Radius R, rotation period pr, rf , g, thickness of atmosphere h, characteristic gravity fre-
quency fg= g kR W1/2 and tf  of various heavenly bodies.  Here, rf  is defined by 2r/pr, 
tf  by rf /fg= g kR W1/2 and k by 1/h.

heavenly body R (km) pr
rf (s-1) g (m • s-2) h (km) fg (s-1) tf

Venus
Earth
Mars
Sun

neutron star

6.1#103

6.4#103

3.4#103

7#105

20

243 d
24 h

24.5 h
25.4 d

1 s

3.0#10−7

7.3#10−5

7.1#10−5

2.9#10−6

6.3

8.7
9.8
3.8
270

3.2#1011

100
10
30

1,000
10−4

9.3#10−3

3.1#10−2

9.3#10−3

1.2#10−2

1.8#10−6

3.2#10−5

2.3#10−3

6.3#10−3

1.8#10−4

3.5#10−6
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2] 2] n# x

  t~=! 1+ tf/2R W4 x2-n2R WS X1/4e!i{/2 , {=r-tan-1 tf/2R W2 x2-n2S X.  (5.4)

From (5.2) and (5.3), we see that only complex modes exist for 0# x# n .  The following features 

for the present choice of δ is noticed :

(i)  The neutral mode has ω which is given by nX0  at short distances and thus is a very slow mode.

(ii) � At large distances, i.e., x& n, ~=! 1!iR Wf x /2 2 .  Since | ω | monotonically increasing, 

perturbations form trailing or leading spirals. 

(iii)  The oscillation period of the unstable mode is same as the growth time at large distances.

6.  Amplitudes of perturbation

The amplitudes of perturbation are determined by (3.9), (2.12) and (2.15), which, for convenience, 

are recapitulated below :

  R
lR =- r

1 + u~
l~
u~2+igk
u~2-igk

- r
n

u~
rX0
l　+2X0 - u~2+igk

X0
2+f 2/4

r
n2 +k2rS X+i u~+ u~

igkT Y
R
D 0R W

,   (3.9)

  iZ 1R W=- u~2+ikg
g l~ R,   (2.12a)

  D 1R W=- u~2+ikg
l~ u~ R,   (2.12b)

  iP= r X0
2+ 4

f 2T Y
u~2+ikg
u~ R,   (2.12c)

  iH= u~
rX0
l　+2X0 +n u~2+ikg

X0
2+f 2/4U ZR,   (2.15a)

  Z 0R W= u~2+ikg
g l~ / u~-ikr X0

2+f2/4R W
R- u~

g
iD 0R W.   (2.15b)

In our arguments, the initial density perturbation is assumed to be absent, i.e., D(0)=0.  Apart from 

normalization, R is determined by the above set of equations once the background field, the azimuthal 

and vertical wavenumbers and the eigenfrequency are specified.  We have seen that the azimuthal 

wavenumber is restricted as n$2.  (2.12a) implies that Z(1) is generally nonzero and the gravity 

causes the temporary linear growth of the vertical perturbation dvz.  This effect will emerge as the 

rapid growth of the vertical propagation rate of kinetic energy. 

Now, we solve (3.9) for n=2.  Unfortunately, solving (3.9) is suffered from an obstacle that the 
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solution is very sensitive to the value of u~ near r=0, while the roots of the EFE are accompanied with 

numerical errors that one cannot let small enough within the calculation method available to the pres-

ent author.  Nonetheless, we know that R(0) must exactly vanish.  Therefore, one is allowed to add 

a very small analytic function to the numerically determined ω so as for | R(r) | near r = 0 to become 

sufficiently small with keeping ω(r) be the solution of the EFE within our calculation precision in the 

whole region of r.  The result is given in Fig. 5.  The same background field and the parameters 

have been adopted as the ones in Fig. 2.

Three physical solutions corresponding to the stable, unstable and neutral modes exist.  All three 

solutions smoothly approach zero as r" 0.  In intermediate region, the stable and unstable solutions 

slowly oscillate.  Since | k | = 0.1 km-1 in our valculations, their maxima are at about 150 km.  This 

is a few times far outside of the eye wall of characteristic typhoon (The location of the eye wall has 

been set equal to 30 km from the symmetry axis). 

Re R for the neutral mode increases with r approximately linearly.  This is due to the smallness of 

ω as compared to X and | igk |. 

Other amplitudes are calculated by using (2.12) and (2.15).  We also give the result for iΘ in Fig. 

5.  By the same reasoning concerning R, Θ(0) must be zero.  This is guaranteed by (2.15a), which, 

by virtue of (3.5), is written at r=0 as 

  iH 0R W=-R 0R W.   (6.1)

We here mention other strict conditions imposed on these amplituds.  Since δ=-π/2 in the pres-

ent calculations, igk is real and all the coefficients of the equation (5.1) are real.  Therefore, its two 

physical roots are mutually complex conjugate, which means that the corresponding two physical 

solutions to (3.9), (2.12) and (2.15), except for (2.15b), are also mutually complex conjugate.  Con-

sequently, in case the real parts are of the same signs, we have

 
Re R sR W=Re R uR W, Im R sR W=-Im R uR W,

Re iH sR W=Re iH uR W, Im iH sR W=-Im iH uR W,
  (6.2)

where the superscripts (s) and (u) denote stable and unstable mode, respectively.  From Fig. 5, we see 

that the above conditions are less accurately satisfied for iΘ and the numerical precisions are quite 

limited.  One should mainly heed functional tendencies. 

One readily notice that uθ is easily perturbed by the neutral mode.  With reference to Fig. 2, we see 

that it will take a time of about ln(103)/0.002 s.1 hour around x=5 for the unstable mode to catch up 
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in magnitude with the neutral perturbation. 

Concerning the other amplitudes, the curves of imaginary part vs. real part for unstable Z(1), Z(0), iP 

and D(1) are plotted in Fig. 6. 

Note that the real and the imaginary parts of each amplitude are of the same order.  However, con-

cerning the amplitudes themselves, iP is 102 smaller than others (Remember that the amplitudes of the 

density and pressure perturbations have been defined by ρP and ρD).  We have known that, when 

gravity is absent, the former are real and the latter are pure imaginary (Takahashi 2013).  The gravity 

produces noticeable phase shifts for perturbation amplitudes.

When the radial velocity component locally varies, the mass conservation will necessarily give rise 

to the variation in the z-component, if fluid is incompressible.  The result shown in Figs. 5 and 6 

means that, for a compressible fluid, the response to local variation of vr emerges as the change in vθ, 

vz and ρ. 

7.  Summary 

The perturbations around the steady axisymmetric vortex with vr= vz= 0, vi! 0  in a uniform 

gravity have eigenfrequencies ω that are determined by a sixth-order algebraic equation.  Among its 

six roots, the three, each of which corresponds to neutral, stable or unstable mode, are physically 

acceptable.  Perturbations with the azimuthal wavenumber being equal to or larger than 2 are possi-

ble. (This result may also be intriguing in connection with the galaxy dynamics.)  vθ, vr, vz and ρ 

acquire relatively large amplitudes as compared to P.  The prominent effects of gravity emerge when 

the modulation in vertical direction exist.  At first glance, the applicability of the WKB method may 

seem to be attained with the elapse of time, since the phase involves the term Reωt.  However, it is 

dubious because the amplitudes of perturbations for the vertical velocity and the density also linearly 

increase with time. 

Appendix Axisymmetric vortices in a rotating frame

1.  Background field

The rotation of the reference frame is incorporated by introducing the Coriolis parameter f to the 

N-S equations, which are expressed as
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  2tvr+vr2rvr+ r
vi2ivr+vz2zvr- r

vi2 = o U2vr- r2
vr - r2

22iviS X-
t
12rp+fvi+Fr   (A1)

  2tvi+ r
vr2r rviR W+ r

vi2ivi+vz2zvi= o U2vi- r2
vi + r2

22ivrS X-
tr
12ip-fvr+Fi   (A2)

  2tvz+vz2rvz+ r
vi2ivz+vz2zvz= oU2vz- t

12zp+Fz.  (A3)

Solutions are sought with the condition of mass conservation

  2tt+ r
12r rtvrR W+ r

12i tviR W+2z tvzR W= 0.  (A4)

Let us introduce a new variable uθ by 

  vi= ui-fr/2.  (A5)

We further assume that all the quantities in (A1)~(A4) are stationary and axisymmetric.  Then, 

(A1)~(A4) are reduced to 

  vr2rvr+vz2zvr- r
ui2 - 4

f 2r
= o U2vr- r2

vrS X=
t
12rp+Fr ,   (A6)

  r
vr2r ruiR W+vz2zui= o U2ui- r2

uiS X,  (A7)

  vr2rvz+vz2zvz= oU2vz- t
12zp+Fz ,  (A8)

  r
12r rtvrR W+2z tvzR W= 0.  (A9)

The ν-expansion method assumes the forms vr= ovr1, vz= ovz1, ui= ui0 for the velocity field, where 

vr1 , vz1, ui0  are all independent of ν (Takahashi 2014).  Substituting the above forms to (A6)~(A9) 

yields a set of equations for the quantities vr1 , vz1, ui0.  For examples, if Fr=0, o0 terms yield

  r
ui02 + 4

f 2r
= r

vi2 +fvi+ 2
f 2r
=
t
12rp0,   (A10)

  0=-
t
12zp0+Fz.   (A11)

Here, uθ0 is a function of r only.  If f2r/2 on the middle part of (A10) is absorbed to the definition of 

p0, then (A10) and (A11) are nothing but the balance equations employed in meteorological studies 

(e.g., Charney and Eliassen 1963).  The full set of equations for the velocity field is equivalent to the 

one without the Coriolis term and gives various vortex solutions for (vr, uθ, vz) (Takahashi 2014).  The 

vortices are classified into Types I, II and III, in which Burgers’ and Sullivan’s ones are involved.  In 

the inviscid limit, the velocity field reduces to (0, uθ, 0). 
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2.  Derivation of the EFE

Perturbations around (0, vθ= uθ-fr/2, 0) obey, in inviscid limit, the equations

  2t+ r
vi2iS Xdvr- r

2vidvi = f dvi- t
12rdp+

t2
dt
2rp,  (A1)’

  2t+ r
vi2iS Xdvi+ r

dvr2r rviR W=-
tr
12idp-f dvr ,  (A2)’

  2t+ r
vi2iS Xdvz=- t12zdp+

t2
dt
2zp,   (A3)’

  2t+ r
vi2iS Xdt+ r

12r rtdvrR W+ r
12i tdviR W+2z tdvzR W= 0.  (A4)’

Together with (A10) and (A11) with Fz=-g we have (2.1) ~ (2.4).  Derivations of (2.19) and (2.20) 

are straightforward. 
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偶
然
性
に
つ
い
て
（
2
）

　
　

哲
学
は
偶
然
を
嫌
う

伊　
　

藤　
　

春　
　

樹

　
　

序

偶
然
と
い
う
こ
と
ば
は
日
常
ふ
つ
う
に
使
わ
れ
る
。し
か
し
哲
学
に
お
い
て
、

こ
れ
ほ
ど
継ま
ま
こ子

扱
い
さ
れ
て
い
る
概
念
は
な
い
。
偶
然
性
は
、
異
常
や
奇
形
や

不
安
定
や
不
規
則
や
不
合
理
や
非
理
性
の
、
あ
る
い
は
無
秩
序
や
無
原
則
や
恣

意
性
の
同
義
語
と
理
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
擾
乱
要
因
の
唯
一
の
源
泉

と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
偶
然
性
に
対
す
る
哲
学
の
こ
の
仕
打
ち
は
、
一
面

不
当
で
あ
る
が
、
ま
た
一
面
で
は
正
当
で
あ
る
。
偶
然
性
と
い
う
概
念
に
は
哲

学
と
相
容
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
哲
学
は
こ
の
概
念
を
抹
殺
し
た
い
の
だ
。

そ
れ
が
無
理
な
ら
、
せ
め
て
ひ
そ
か
に
中
絶
し
た
い
の
だ
。
自
分
に
似
な
い
不

倫
の
子
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
。
し
か
し
本
当
の
こ
と
を
言
え
ば
、
継
子
ど
こ

ろ
の
さ
わ
ぎ
で
は
な
い
。
文
字
通
り
不
倶
戴
天
の
敵
で
あ
る
。
哲
学
に
と
っ
て

偶
然
性
と
い
う
概
念
は
、
い
ま
い
ま
し
い
唾
棄
す
べ
き
存
在
な
の
だ
。

偶
然
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
、
秩
序
あ
る
世
界
に
裂
け
目
を
認
め
る
こ
と

で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
虚
無
の
風
が
吹
き
つ
け
て
く
る
か
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
て
い
る
。存
在
の
彼
方
か
ら
忌
ま
わ
し
い
魑
魅
魍
魎
の
類
が
や
っ
て
き
て
、

こ
れ
が
偶
然
を
成
立
さ
せ
る
の
だ
と
。
偶
然
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
、
哲
学

が
暗
黙
の
う
ち
に
前
提
し
て
い
る
合
理
性
へ
の
信
頼
を
う
ら
ぎ
り
、
哲
学
者
の

微
妙
で
繊
細
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
失
な
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の

だ
。
偶
然
が
存
在
す
る
と
い
う
主
張
は
、
矛
盾
し
て
い
る
ど
こ
ろ
か
、
哲
学
の

神
に
た
い
す
る
冒
涜
と
さ
え
み
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
偶
然
性
を
無
視
す
る
こ
と
は
不
当
だ
ろ
う
。
偶
然
性
を
完
全
に
駆
除

で
き
る
か
の
よ
う
に
語
る
哲
学
の
伝
統
は
、
実
は
裏
口
か
ら
こ
っ
そ
り
偶
然
性

を
招
き
入
れ
て
い
た
、
と
い
う
の
が
実
状
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、

意
図
し
て
と
い
う
よ
り
は
、
決
定
論
が
不
完
全
な
代
物
だ
っ
た
が
故
に
偶
然
性

を
実
は
完
璧
に
駆
除
し
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
あ
た
か

も
偶
然
な
ど
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
な
強
弁
に
及
ん
で
い
た
の
だ
。
決
定
論
が

本
物
で
あ
れ
ば
も
ち
ろ
ん
偶
然
性
な
ど
入
り
込
む
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
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の
よ
う
な
水
も
漏
ら
さ
ぬ
決
定
論
に
、
お
そ
ら
く
無
神
論
的
な
現
代
人
は
耐
え

ら
れ
な
い
は
ず
だ
。
デ
カ
ル
ト
の
よ
う
な
近
代
人
で
さ
え
そ
う
だ
っ
た
の
だ
か

ら
。
そ
れ
ゆ
え
、
近
代
・
現
代
の
決
定
論
者
が
決
定
論
と
み
な
し
て
い
た
も
の

は
、
実
は
偶
然
性
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
決
定
論
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
い

は
、偶
然
性
に
よ
っ
て
水
割
り
さ
れ
た
決
定
論
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

偶
然
性
を
前
提
し
て
い
な
が
ら
偶
然
な
ど
存
在
し
な
い
と
言
い
つ
く
ろ
っ
て
い

た
の
だ
。

以
下
で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
パ
ー
ス
、
九
鬼
周
造
に
つ
い

て
、
彼
ら
の
偶
然
性
に
つ
い
て
の
考
え
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
四
人

に
限
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
文
献
的
な
制
約
か
ら
た
ま
た
ま
そ
う
な
っ
た
の

で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
特
別
な
理
由
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
偉
そ
う
な
言

い
方
を
し
た
が
、
有
体
に
申
せ
ば
、
た
ま
た
ま
彼
ら
の
書
物
が
手
元
に
あ
っ
た

と
い
う
だ
け
の
こ
と
だ
。
こ
の
四
人
は
い
ず
れ
も
偶
然
性
の
客
観
的
存
在
を
認

め
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
に
と
っ
て
偶
然
は
存
在
論
的
偶
然
（ontic 

chance

）
で
あ
っ
て
認
識
論
的
偶
然
（epistem

ic chance

）
で
は
な
い
。
こ

の
点
で
彼
ら
は
、
哲
学
の
伝
統
か
ら
み
れ
ば
例
外
に
属
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
採

り
上
げ
る
に
値
す
る
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
彼
ら
は
哲
学
の
伝
統
に
忠
実
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
哲
学
で

は
と
う
て
い
偶
然
性
の
存
在
を
認
め
る
機
運
に
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
―
―

た
っ
た
四
人
に
つ
い
て
断
片
的
に
調
べ
た
だ
け
で
ど
う
し
て
そ
ん
な
大
見
得
を

自
慢
げ
に
や
っ
て
み
せ
ら
れ
る
の
か
と
呆
れ
顔
が
見
え
る
よ
う
だ
。

始
め
に
、「
偶
然
」
と
い
う
日
本
語
が
も
つ
問
題
性
を
み
て
お
こ
う
。

1　

多
く
の
こ
と
ば
が
「
偶
然
」
と
訳
さ
れ
る

　
　

―
― 

偶
然
性
の
四
類
型 

―
―

「
偶
然
」
と
い
う
日
本
語
は
、
英
語
で
言
え
ば
、
主
に
、accident, chance, 

coincidence, contingent, fortuitous, hazard, incident

の
訳
語
と
し
て
使
わ

れ
る
。accident

は
「
暗
合
」
と
か
「
遭
遇
」
の
意
味
が
強
い
。
ま
た
「
事
故
」

で
も
あ
る
。chance

は
、
バ
ク
チ
に
お
け
る
勝
つ
見
込
み
の
よ
う
な
、
そ
の

有
無
を
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
決
め
た
り
、
そ
の
確
率
を
計
算
す
る
も
の
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
チ
ャ
ン
ス
」
と
か
「
見
込
み
」
で
あ
る
。coincidence

は
13
日
が
金
曜
に
あ
た
る
と
い
う
よ
う
な
「
た
ま
た
ま
一
致
す
る
こ
と
」
す
な

わ
ち
「
暗
合
」
で
あ
る
。contingent

は
「
不
確
か
」、
す
な
わ
ち
「
あ
る
こ

と
も
な
い
こ
と
も
可
能
」
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
ば
が
名
詞
と
し
て
使
わ

れ
る
と
「
派
遣
隊
」
と
か
「
派
遣
団
」
を
意
味
す
る
。fortuitous

は
も
っ
ぱ

らchance

の
形
容
詞
形
と
し
て
使
わ
れ
る
。「
偶
然
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
ば
と

し
て
は
、こ
れ
以
外
に
もcasual

と
かhap

と
かhazard

やincident

も
あ
る
。

casual

は
「
カ
ジ
ュ
ア
ル
（
く
だ
け
た
）」
の
意
味
が
強
す
ぎ
る
の
か
、
あ
る

い
は
論
者
が
英
語
の
実
際
に
暗
い
せ
い
か
、「
偶
然
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
最
近
の
用
例
に
出
会
っ
た
記
憶
が
な
い
。
よ
く
目
に
す
る
の
はcasualties

（
死
傷
者
数
）
で
あ
る
。hap

は
、
派
生
語
のhappen

やhappening

は
よ
く
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見
る
が
、
名
詞
と
し
て
は
古
語
の
よ
う
だ
。
ま
た
、
英
語
でhazard

を
実
際

に
「
偶
然
」
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
事
例
は
、
こ
れ
も
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。

hazard
は
、
語
源
を
ア
ラ
ビ
ア
語
の
「
サ
イ
コ
ロ
」
に
発
す
る
よ
う
だ
が
、
今

日
、
英
語
で
は
主
に
「
さ
し
せ
ま
っ
た
危
険
性
」
を
意
味
し
、
形
容
詞
のhaz-

ardous

は
「
や
ば
い
」
と
い
っ
た
感
じ
だ
し
、
動
詞
と
し
て
は
「
あ
え
て
危
険

を
お
か
し
て
〜
す
る
」
の
意
味
で
あ
る
。incident

は
「
付
随
的
」
で
あ
り
「
偶

発
事
故
」
の
意
味
で
使
わ
れ
る
の
が
主
で
あ
ろ
う
。

フ
ラ
ン
ス
語
の
場
合
もaccident, chance, coincidence, contingence, 

fortuit, hasard

等
、
ほ
と
ん
ど
英
語
と
同
じ
だ
が
、「
偶
然
性
」
一
般
を
言
う

場
合
に
、
英
語
で
はchance

が
使
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は

hasard

を
使
う
よ
う
だ
。chance

は
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
主
に
「
幸
運
」
や
「
可

能
性
」
の
意
味
で
あ
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
、hasard
を
「
危
険
性
」
の

意
味
で
使
う
の
は
古
い
用
法
、
な
い
し
文
語
に
限
ら
れ
る
よ
う
だ
。hasard

の

形
容
詞
形
と
し
て
はfortuit

を
あ
て
る
よ
う
だ
。

ド
イ
ツ
語
で
は
、A

kzidenz, K
ontingenz, K

oinzidenz

も
使
わ
れ
る
が
、

ゲ
ル
マ
ン
語
起
源
のZufall, Zuf älligkeit

が
あ
る
。
ラ
テ
ン
語
で
はaccidens, 

casus, coincidens, contingens, fors, fortuitus, fortuna

で
あ
ろ
う
か
。
ギ

リ
シ
ア
語
で
は
、autom

aton

（
自
生
、
自
発
）、tychē

（
遇
運
）、sym

bebēkos

（
付

帯
性
）、sym

ptōm
a

（
暗
合
）
あ
た
り
で
あ
ろ
う
。endechom

enon

も
、
か

つ
て
は
偶
然
（contingent

）
の
意
味
で
こ
こ
に
含
め
ら
れ
て
い
た
が
、
最
近

は
も
っ
ぱ
ら
「
可
能
性
」
の
意
味
に
限
ら
れ
る
よ
う
だ
）
1
（

。

「
偶
然
に
」
と
か
「
た
ま
た
ま
」
に
相
当
す
る
副
詞
的
表
現
は
、
英
語
で
は

by accident

あ
る
い
はaccidentally, by hazard, by chance, by fortuity

。
フ

ラ
ン
ス
語
で
はpar hasard, par accident, fortuitem

net, 

ド
イ
ツ
語
で
は

zuf ällig, durch Zufall, 

ラ
テ
ン
語
で
はper accidens, forte, 

ギ
リ
シ
ア
語
で

はapo tou autom
atou, apo tychēs, dia tychēn, kata sym

bebēkos

で
あ
ろ

う
。日

本
語
の
「
偶
然
」
は
、
少
な
く
と
も
日
常
的
な
用
法
で
見
る
限
り
、「
思

い
が
け
な
く
〜
す
る
」
と
か
「
た
ま
た
ま
〜
す
る
」
が
本
義
で
あ
ろ
う
。
こ
の

点
で
は
、tychē

の
語
源
で
あ
る
ギ
リ
シ
ア
語
の
動
詞tygchanein

に
近
い
。

日
本
語
の
「
偶
然
」
は
、
こ
こ
か
ら
、「
暗
合
」
と
か
「
遭
遇
」
の
意
味
を
派

生
的
に
持
つ
に
い
た
っ
て
い
る
。tychē

は
、
語
源
的
に
は
「
偶
然
」
と
近
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
「
運
」
の
意
味
を
派
生
さ
せ
て
い
る
。
日
本
語
の

「
偶
然
」
に
も
「
運
」
の
含
意
は
皆
無
で
は
な
い
。「
偶
然
」
に
皆
無
な
の
は
、「
見

込
み
」
と
か
「
チ
ャ
ン
ス
」
の
含
意
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ば
、「
偶
然
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
ば
に
つ
い
て
、

そ
の
意
味
の
分
布
を
、
最
近
の
認
知
言
語
学
の
手
法
を
真
似
て
、
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
と
そ
こ
か
ら
様
々
な
方
向
へ
の
派
生
と
い
う
か
た
ち
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
但
し
、
以
下
の
整
理
は
、
日
本
語
の
「
偶
然
」
が
も
つ
独
特
の
バ
イ

ア
ス
の
下
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
偶
然
の
典
型
と

し
て
サ
イ
コ
ロ
の
出
目
を
例
に
、プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
派
生
系
と
を
見
て
お
こ
う
。

サ
イ
コ
ロ
の
出
目
に
つ
い
て
は
、
思
い
が
け
な
く
三
が
出
た
と
か
、
た
ま
た
ま
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五
が
出
た
と
い
う
。
こ
れ
が
「
偶
然
」
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
（
原
型
）
的
意
味
で

あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
そ
の
出
目
が
、「
思
い
が
け
な
い
暗
合
」
や
「
意
想
外
の

出
会
い
」
で
あ
る
こ
と
が
出
て
く
る
〔
暗
合
・
出
会
い
系
〕。
あ
る
い
は
、
突

然
襲
わ
れ
た
り
避
け
が
た
く
身
に
降
り
か
か
る
事
象
と
も
み
な
さ
れ
る〔
被
害
・

不
可
避
系
〕。
そ
れ
は
ま
た
見
方
を
変
え
れ
ば
、
出
る
こ
と
も
出
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
は
っ
き
り
決
っ
て
い
な
い
こ
と
を
〔
不
定
系
〕、
あ
る
い
は
、
そ
の

出
目
に
根
拠
が
な
く
無
計
画
で
あ
る
こ
と
も
含
意
す
る
だ
ろ
う
〔
無
根
拠
系
〕。

そ
し
て
さ
ら
に
、
そ
の
出
目
は
意
想
外
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
を
運
と
し
て

受
け
取
る
こ
と
も
あ
る
〔
運
・
運
命
系
〕。
ま
た
、
勝
つ
見
込
み
や
勝
つ
チ
ャ

ン
ス
と
し
て
意
識
さ
れ
る
〔
見
込
み
・
チ
ャ
ン
ス
系
〕。
も
う
一
段
抽
象
化
す

れ
ば
可
能
性
の
意
味
に
も
な
る
だ
ろ
う
〔
可
能
性
系
〕。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、

そ
の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
に
賭
け
る
側
面
も
み
の
が
せ
な
い
〔
賭
け
系
〕。
ま
た

出
目
は
一
種
の
自
発
性
を
含
意
す
る
だ
ろ
う〔
自
発
性
系
〕。
こ
の
よ
う
に
、「
偶

然
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
ば
た
ち
は
、
原
型
を
中
心
に
、
暗
合
、
被
害
、
不
定
、

無
根
拠
、
運
、
チ
ャ
ン
ス
、
可
能
性
、
賭
け
、
自
発
性
、
と
い
う
よ
う
な
一
連

の
派
生
的
意
味
を
持
つ
ひ
と
つ
の
星
座
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
な
ら
ば
、
日
本
語
の
「
偶
然
」
に
は
、
暗
合
や
運
の

含
意
は
あ
る
が
、
不
可
避
や
見
込
み
や
賭
け
や
自
発
性
の
含
意
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。accidence

は
暗
合
系
や
不
可
避
系
で
あ
る
が
、
哲
学
で
は
も
っ
ぱ
ら
無

根
拠
系
と
し
て
使
わ
れ
る
。chance

は
ラ
テ
ン
語
のcadere

を
語
源
と
す
る

か
ら
、
も
と
も
と
は
暗
合
系
や
不
可
避
系
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
英
語
で
は
も
っ

ぱ
ら
見
込
み
系
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
運
系
で
あ
る
。hazard

は
も
と
も

と
は
賭
け
系
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
英
語
で
は
被
害
系
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス

語
で
は
見
込
み
系
で
あ
る
。chance

に
もhazard

に
も
無
根
拠
の
含
意
は
な

い
し
暗
合
や
自
発
性
の
含
意
も
希
薄
だ
ろ
う
。tychē

は
運
の
含
意
を
強
く
持

つ
が
、autom

aton

は
自
発
性
、sym

bebēkos

は
暗
合
の
含
意
が
濃
厚
で
あ
る
。

sym
bebēkos

は
、
近
代
語
で
は
、accidence

と
訳
さ
れ
た
りcoincidence

と
訳
さ
れ
た
り
す
る
。
そ
こ
に
暗
合
の
含
意
を
見
た
い
人
はcoincidence

と

訳
し
、
無
根
拠
の
含
意
を
強
調
し
た
い
人
はaccidence

と
訳
す
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、「
偶
然
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
ば
に
は
、
原
型
と
し
て
の
意
味
を
す
で

に
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
派
生
系
の
意
味
だ
け
で
使
わ

れ
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ばcoincidence

の
場
合
、
原
型
は
ほ
と
ん
ど
意
識

さ
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
暗
合
系
と
し
て
つ
か
わ
れ
る
。incidence

は
、
暗
合
の

意
味
さ
え
も
失
い
も
っ
ぱ
ら
不
可
避
系
と
し
て
つ
か
わ
れ
る
。contingent

は
、

語
源
的
に
は
こ
れ
もcon

＋tangere

で
あ
っ
て
「
何
か
が
何
か
に
接
す
る
」

と
か
「
何
か
が
出
来
す
る
」
と
い
う
意
味
だ
か
ら
暗
合
の
含
意
は
あ
る
は
ず
だ

が
、
今
日
で
は
哲
学
的
ジ
ャ
ー
ゴ
ン
と
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
不
定
系
で
あ
る
。「
偶

然
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
ば
に
は
希
少
性
を
含
意
す
る
も
の
が
あ
っ
て
も
よ
さ
そ

う
な
の
だ
が
、
ど
う
も
見
当
た
ら
な
い
。

九
鬼
周
造
は
『
偶
然
性
の
問
題
）
2
（

』
でautom

aton

とtychē

が
ど
の
よ
う
に

近
代
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
か
を
紹
介
し
て
い
る
（
一
一
一-

三
頁
）
が
、
そ

こ
で
面
白
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
語
を
近
代
語
に
訳
す
際
に
、
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ラ
テ
ン
語
訳
か
ら
重
訳
し
た
場
合
と
、
ギ
リ
シ
ア
語
か
ら
直
接
翻
訳
し
た
場
合

で
は
、
訳
語
が
逆
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
テ
ン
訳
か
ら
の

重
訳
で
は
、autom

aton

の
訳
語
と
し
てhasard, Zufall, chance

等
が
あ
て

ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
語
か
ら
直
接
翻
訳
し
た
場
合
に

は
、
そ
れ
ら
の
訳
語
はtychē

に
あ
て
ら
れ
る
と
。
こ
の
不
思
議
な
現
象
は
種

を
あ
か
せ
ば
簡
単
で
あ
っ
て
、
ラ
テ
ン
訳
で
はautom

aton

にcasus

が
あ
て

ら
れ
）
3
（

、tychē

にfortuna
が
あ
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
を
ラ
テ
ン
語
に
訳
し
た
訳
者
（
ア
プ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
？
）
は
、tychē

が
も
つ
偶
運
の
側
面
が
出
る
よ
う
にfortuna

と
訳
し
た

わ
け
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
訳
語
を
比
較
し
て
九
鬼
は
、「
ギ
リ
シ
ア
語
か
ら
直

接
に
近
代
語
訳
を
し
た
場
合
の
方
が
大
体
に
於
い
て
優
れ
て
い
る
」（
一
一
二-

三
頁
）
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
）
4
（

。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
こ
と
ば
が
「
偶
然
」
と
い
う
ひ
と
つ
の
日
本
語
に
訳
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
偶
然
性
が
は
た
し
て
単
一
の
概
念
な
の
か
疑
念
を
ひ
き

お
こ
す
。
そ
も
そ
も
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
の
概
念
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
裏
を
返
せ
ば
、
偶
然
性
は
実
は
い
く
つ
か
の
根
本
的
に
こ
と
な
る
概

念
の
混
合
物
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

単
一
の
概
念
で
は
な
い
と
し
た
ら
、
で
は
、
い
く
つ
に
類
別
す
べ
き
か
。
派

生
系
の
数
だ
け
あ
る
と
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。こ
こ
で
は
四
類
型
説
を
採
り
た
い
。

こ
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
小
論
の
狙
い
と
日
本
語
の
「
偶
然
」
と
が
制
約
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ひ
と
つ
は
（
Ⅰ
）
暗
合
や
遭
遇
の
過
程
を
典
型
と
す
る
偶
然
性
で
あ
っ
て
、

by accident, by chance, par accident, par hasard, fortuitem
ent, forte

の

よ
う
な
副
詞
的
表
現
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。
小
論
で
は
偶
然
性
を
、
出
来
事

に
原
因
―
―
十
分
原
因
で
あ
る
よ
う
な
個
的
原
因
―
―
が
存
在
し
な
い
こ
と
と

し
て
定
義
す
る
が
、
こ
の
定
義
は
、
ま
さ
に
こ
の
副
詞
的
偶
然
性
が
も
つ
因
果

論
的
特
徴
を
規
定
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、こ
の
偶
然
性
を「
因

果
論
的
偶
然
性
（causalistic chance

（fortuity

））」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
こ
で
の
「
因
果
論
」
は
近
代
的
な
意
味
で
の
因
果
性
（causality, causa-

tion

）
で
あ
っ
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
原
因
論
の
意
味
で
は
な
い
。
そ
の

定
義
か
ら
は
、
因
果
論
的
偶
然
性
が
決
定
論
と
対
立
す
る
こ
と
が
明
瞭
に
看
て

と
れ
よ
う
。
わ
た
し
た
ち
が
普
段
の
生
活
で
偶
然
に
つ
い
て
語
る
と
き
に
は
、

も
っ
ぱ
ら
こ
の
偶
然
性
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
因
果
論
的
偶
然
性
は
日

常
的
（ordinary

）
偶
然
性
で
あ
る
。
小
論
が
一
貫
し
て
主
題
に
据
え
て
い
る

の
は
こ
の
偶
然
性
で
あ
る
。

二
つ
目
は
（
Ⅱ
）
出
来
事
の
原
因
で
は
な
く
出
来
事
そ
の
も
の
の
様
相
的
特

徴
と
し
て
の
偶
然
性
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
偶
然
性
は
、「
あ
る
こ
と
が
偶
然

で
あ
る
と
は
、
そ
う
で
あ
る
こ
と
も
そ
う
で
な
い
こ
と
も
可
能
で
あ
る
」
と
い

う
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。contingens

と
い
う
語
が
端
的
に
示
し
て
い
る
非
決

定
性
、
不
定
性
と
し
て
の
偶
然
性
で
あ
る
。contingens

は
、
哲
学
の
議
論
で

は
こ
の
偶
然
性
を
示
す
た
め
の
専
門
用
語
で
あ
る
。
こ
の
偶
然
性
は
、
必
然
性

と
の
対
立
関
係
の
下
で
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、「
様
相
論
的
偶
然
性
（m

odal-
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istic chance

（fortuity

））」
と
呼
ぼ
う
。

と
こ
ろ
で
、
そ
う
あ
る
こ
と
も
そ
う
で
な
い
こ
と
も
可
能
だ
と
は
、
そ
れ
が

本
質
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
大
工
の
棟
梁
が
色
白
で
あ
る
こ
と
も
色
白
で
な

い
こ
と
も
あ
り
う
る
の
は
、
色
白
で
あ
る
こ
と
は
大
工
の
棟
梁
に
と
っ
て
本
質

を
形
成
し
な
い
か
ら
だ
。
こ
の
場
合
、
色
白
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
で
存

在
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
あ
く
ま
で
だ
れ
か
の
肌
の
色
と
い
う
か
た
ち
で
、
実

体
で
あ
る
人
間
に
寄
生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
存
在
し
て
い
る
。
こ

の
、（
Ⅲ
）
そ
れ
自
体
で
は
存
立
で
き
ず
、
あ
る
実
体
に
寄
生
す
る
か
た
ち
で

し
か
存
在
で
き
な
い
こ
と
も
偶
然
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
偶
然
性
は
属
性
が
持

つ
偶
然
性
で
あ
っ
て
、
哲
学
の
伝
統
で
は
「
偶
有
性
（accidens

）」
と
呼
ば

れ
る
。
こ
れ
を
「
本
体
論
的
偶
然
性
（ontologic chance

（fortuity

））」
と

名
付
け
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
れ
が
三
つ
目
の
類
型
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
様
相
論
的
偶
然
性
は
ま
た
本
体
論
的
偶
然
性
で
も
あ
る
。

contingent

で
あ
れ
ば
そ
れ
は
必
ずaccident

で
あ
り
、accident
な
も
の
は

必
ずcontintent

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
様
相
論
的
偶
然
性
と
本
体
論
的
偶

然
性
は
同
値
で
あ
る
。
因
果
論
的
偶
然
性
が
日
常
的
な
偶
然
性
で
あ
る
の
に
た

い
し
て
、
様
相
論
的
偶
然
性
と
本
体
論
的
偶
然
性
は
も
っ
ぱ
ら
哲
学
的
議
論
に

お
い
て
問
題
に
な
る
偶
然
性
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
で
語
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
二
つ
の
偶
然
性
は
哲
学
的
（philosophic

）
偶

然
性
で
あ
る
。

九
鬼
が
紹
介
し
て
い
る
訳
語
の
事
情
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、hazard

や

chance

はcasus

と
同
系
の
こ
と
ば
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
発
生
論
・
因
果
論

を
そ
の
エ
レ
メ
ン
ト
と
し
て
い
る
。
因
果
論
的
偶
然
性
は
、
発
生
過
程
・
生
成

過
程
が
も
つ
偶
然
性
で
あ
る
か
ら
、「
生
成
的
（generative

）
偶
然
性
」
と
か

「
動
態
的
（dynam

ic

）
偶
然
性
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て

哲
学
的
偶
然
性
は
、「
構
造
的
（structural

）
偶
然
性
」
と
か
「
静
態
的
（static

）

偶
然
性
」
と
も
呼
ば
れ
よ
う
。
小
論
で
は
文
脈
次
第
で
、
因
果
論
的
偶
然
性
を

「
個
体
論
的
（individual

）
偶
然
性
」
と
か
「
実
質
的
（m

aterial

）
偶
然
性
」

と
呼
び
、
哲
学
的
偶
然
性
を
、「
全
体
論
的
（holistic

）
偶
然
性
」
と
か
「
形

式
的
（form

al

）
偶
然
性
」
と
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
。

「
偶
然
性
」
と
「
偶
有
性
」
は
哲
学
の
議
論
に
於
い
て
も
そ
れ
ほ
ど
は
っ
き

り
区
別
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
小
論
に
お
い
て
「
偶
有
性
」
は
も
っ

ぱ
ら
本
体
論
的
偶
然
性
を
指
す
こ
と
ば
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
様
相
論

的
偶
然
性
に
は「
不
定
性（indeterm

inacy

）」を
あ
て
る
こ
と
に
し
よ
う
。「
偶

有
性
」
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
場
合
に
は
「
付
帯
性
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。四

つ
目
、
す
な
わ
ち
最
後
の
類
型
は
、（
Ⅳ
）
運
―
―
よ
り
通
俗
的
な
言
い

方
で
は
好
運
な
い
し
不
運
―
―
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
偶
然
性
は
「
宿
命
論

的
偶
然
性
（fatalistic chance

（fortuity

））」
と
で
も
呼
べ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

運
は
決
定
論
そ
の
も
の
だ
か
ら
、
こ
の
偶
然
性
は
因
果
論
的
偶
然
性
に
背
馳
す

る
。
こ
の
四
番
目
の
類
型
が
存
在
す
る
の
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
「
偶
然
」
を
あ

ら
わ
すtychē
に
「
偶
然
」
と
「
運
」
の
二
つ
の
意
味
が
も
と
も
と
あ
っ
た
か
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ら
だ
。
お
そ
ら
く
古
い
時
代
に
は
ど
の
民
族
で
も
「
偶
然
」
と
「
運
」
と
は
は
っ

き
り
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ラ
テ
ン
語
のfortuna

は
ま
さ
に

そ
れ
に
ぴ
っ
た
り
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
宿
命
論
的
偶
然
性
は
、
哲
学
の
文
脈
に

置
く
と
異
質
な
印
象
を
与
え
る
が
、
文
明
史
的
に
み
れ
ば
普
遍
的
な
現
象
で
あ

る
だ
ろ
う
。
哲
学
的
偶
然
性
が
も
っ
ぱ
ら
哲
学
的
議
論
に
登
場
す
る
の
と
好
対

照
で
あ
る
。
こ
の
点
を
か
ん
が
み
れ
ば
、
こ
の
宿
命
論
的
偶
然
性
は
民
俗
学
的

（folkloric

）
偶
然
性
で
あ
る
。

偶
然
の
出
来
事
に
は
不
定
性
や
偶
有
性
や
宿
命
性
が
つ
き
ま
と
う
か
ら
、
因

果
論
的
偶
然
性
を
問
題
に
す
る
時
に
は
、
様
相
論
的
偶
然
性
や
本
体
論
的
偶
然

性
や
宿
命
論
的
偶
然
性
も
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
不
定
性
や
偶
有

性
や
宿
命
性
を
持
つ
も
の
が
偶
然
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
、
不
定
性
や
偶

有
性
か
ら
偶
然
性
を
考
え
る
と
、
因
果
論
的
偶
然
性
の
存
在
が
―
―
多
分
に
意

図
的
に
で
あ
ろ
う
が
―
―
忘
れ
ら
れ
が
ち
に
な
る
。
小
論
が
問
題
に
す
る
の
は

こ
の
点
で
あ
る
。

偶
然
性
に
四
つ
の
類
型
が
存
在
し
、様
相
論
的
偶
然
性
に
はcontingens
が
、

本
体
論
的
偶
然
性
に
はaccidens

が
、
宿
命
論
的
偶
然
性
に
はfortuna
が
、

そ
れ
ら
を
専
門
に
名
指
す
こ
と
ば
と
し
て
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
偶
然
性
の
中
核

で
あ
る
べ
き
因
果
論
的
偶
然
性
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
ば
が
な
い
。
本
来
で
あ

れ
ばtychē

が
そ
れ
に
充
て
ら
れ
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
残
念
な
が

ら
そ
う
な
っ
て
は
い
な
い
）
5
（

。
ラ
テ
ン
語
のcasus

か
ら
作
ら
れ
たcasualism

と
い
う
こ
と
ば
が
あ
っ
て
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
や
ル
ク
レ
テ
ィ
ウ
ス
の
立
場
を
指
す

よ
う
だ
）
6
（

か
ら
、
因
果
論
的
偶
然
性
を
表
わ
す
こ
と
ば
と
し
て
はcasus

が
最
適

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
しcasualism

が
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
の
を
寡
聞
に

し
て
知
ら
な
い
し
、
ま
た
、casus

を
因
果
論
的
偶
然
性
を
表
示
す
る
た
め
に

使
う
慣
行
も
な
い
よ
う
だ
。
こ
の
点
か
ら
も
因
果
論
的
偶
然
性
は
、
孤
児
同
然

に
そ
れ
を
呼
ぶ
名
も
な
い
ま
ま
打
ち
棄
て
ら
れ
て
き
た
わ
け
だ
。
小
論
で
は
、

遅
ま
き
で
は
あ
る
が
、
因
果
論
的
偶
然
性
を
示
す
こ
と
ば
と
し
て
、
こ
の

casus

を
充
て
よ
う
と
思
う
。

ま
た
日
本
語
と
ド
イ
ツ
語
以
外
で
は
、
と
は
言
え
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

ラ
テ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
し
か
念
頭
に
な
い
の
だ
が
、
総
称
と
し
て
の
「
偶
然

（Zufall

）」
に
相
当
す
る
こ
と
ば
は
存
在
し
な
い
。
こ
こ
か
ら
い
く
つ
か
の
問

題
が
出
て
く
る
。（
Ⅰ
）
日
本
語
と
ド
イ
ツ
語
以
外
の
文
化
圏
で
、
は
た
し
て
、

こ
れ
ら
四
つ
を
統
合
し
た
「
偶
然
」
と
い
う
ひ
と
つ
の
概
念
が
存
在
す
る
の
か

ど
う
か
疑
問
で
あ
る
こ
と
。
そ
れ
ゆ
え
、
二
つ
目
は
（
Ⅱ
）contingens

や

accidens

に
つ
い
て
考
え
て
い
る
人
がcasus

（
因
果
論
的
偶
然
）やfortuna

（
宿

命
論
的
偶
然
）に
つ
い
て
考
え
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
。
三
つ
目
は
、（
Ⅲ
）

先
ほ
ど
も
す
こ
し
触
れ
た
が
、
日
本
語
で
考
え
る
の
で
は
な
い
と
し
た
ら
、
は

た
し
て
こ
の
よ
う
な
四
類
型
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
提
示
し
う
る
か
ど
う
か
こ

こ
ろ
も
と
な
い
。
四
つ
目
は
（
Ⅳ
）
因
果
論
的
偶
然
性
を
専
門
に
名
指
す
こ
と

ば
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
す
く
な
く
と
も
哲
学
的
議
論
で
は
因
果
論
的
偶
然
性

は
無
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
。
さ
ら
に
（
Ⅴ
）
小
論
で
は
、
偶
然
性
を
統

括
す
る
こ
と
ば
と
し
て
、
英
語
に
はchance

が
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
は
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hasard

が
あ
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
こ
と
ば
は
、

今
日
で
は
見
込
み
・
チ
ャ
ン
ス
系
で
あ
っ
て
、
確
率
論
に
お
け
る
偶
然
性
を
指

し
示
す
に
は
ぴ
っ
た
り
だ
が
、
小
論
が
主
題
と
す
る
よ
う
な
因
果
論
的
偶
然
性

を
表
わ
す
に
は
―
―
特
にchance

は
―
―
い
さ
さ
か
力
量
不
足
の
感
が
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
小
論
に
言
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
（
Ⅵ
）
何
の
規
定
も
伴
わ
ず

「
偶
然
」
な
い
し
「
偶
然
性
」
と
言
っ
て
い
る
時
に
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
因
果

論
的
偶
然
性
を
指
し
て
い
る
は
ず
な
の
だ
が
、
実
際
に
は
総
称
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
こ
と
。
そ
し
て
最
後
に
、
自
戒
を
込
め
て
言
う
の

で
あ
る
が
（
Ⅶ
）
多
く
の
こ
と
ば
を
同
じ
「
偶
然
」
と
訳
す
に
は
慎
重
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
）
7
（

。

2　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
偶
然
性
論

　
　

―
―
偶
然
性
は
飼
い
殺
さ
れ
る
―
―

最
初
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
偶
然
に
つ
い
て
の
考
え
を
見
て
お
こ
う
）
8
（

。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
『
自
然
学
』
Ｂ（
Ⅱ
）巻
の
四-

六
章
で
偶
然
に
つ
い
て

論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
最
後
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
し
か
し
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
や
テ
ュ
ケ
ー
は
、
ヌ
ー
ス
ま
た
は
ピ
ュ
シ
ス
が
そ

れ
の
〔
自
体
的
な
〕
原
因
た
り
う
る
よ
う
な
結
果
を
、
実
際
に
は
何
か
が
付
帯

的
な
原
因
と
な
っ
て
生
じ
さ
せ
る
原
因
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
お
よ
そ
付

帯
的
な
も
の
は
、
な
に
も
の
も
、
自
体
的
な
も
の
よ
り
よ
り
先
で
は
な
い
か
ら

し
て
、
付
帯
的
な
原
因
が
自
体
的
な
原
因
よ
り
も
よ
り
先
で
な
い
こ
と
は
、
明

ら
か
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
や
テ
ュ
ケ
ー
は
ヌ
ー
ス
や
ピ
ュ
シ
ス

よ
り
も
よ
り
後
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
最
も
本
当
に
こ
の
ア

ウ
ト
マ
ト
ン
が
天
界
の
原
因
だ
と
し
て
も
、
し
か
も
、
そ
れ
よ
り
も
ヌ
ー
ス
や

ピ
ュ
シ
ス
の
方
が
、
そ
の
他
の
多
く
の
物
事
の
、
こ
と
に
こ
の
全
宇
宙
の
、
よ

り
先
の
原
因
で
あ
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。」（198 a 5

-9

）

こ
こ
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
彼
の
偶
然
性
論
の
要
点
と
彼
の
偶
然
性
論
が
め

ざ
し
て
い
る
も
の
と
を
簡
潔
に
要
約
し
て
い
る
。

最
初
の
部
分
を
繰
り
返
せ
ば
、ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。「
ア

ウ
ト
マ
ト
ン
（
自
己
偶
発
）
や
テ
ュ
ケ
ー
（
偶
運
）
は
、
ヌ
ー
ス
（
理
性
）
ま

た
は
ピ
ュ
シ
ス
（
自
然
）
が
そ
れ
の
〔
自
体
的
な
〕
原
因
た
り
う
る
よ
う
な
結

果
を
、
実
際
に
は
何
か
が
付
帯
的
な
原
因
と
な
っ
て
生
じ
さ
せ
る
原
因
な
の
で

あ
る
」（198 a 5

-7

）。

要
点
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。（
Ｉ
）
偶
然
性
は
ア
ウ
ト
マ
ト
ン

（autom
aton

:

自
己
偶
発
、
自
発
性
）
と
テ
ュ
ケ
ー
（tychē

: 

偶
運
）
と
い

う
二
つ
の
概
念
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
る
こ
と
。（
Ⅱ
）
偶
然
と
い
う
の
は
、
生

じ
た
結
果
だ
け
を
み
れ
ば
、
理
性
や
自
然
が
自
体
的
な
（kath ’ hauto

）
原
因

と
な
っ
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。（
Ⅲ
）
偶
然
と
は
、
何
か
（ti

）
が
付

帯
的
な
（kata sym

bebēkos

）
原
因
と
な
っ
て
生
じ
る
こ
と
。
そ
し
て
、（
Ⅳ
）

ア
ウ
ト
マ
ト
ン
や
テ
ュ
ケ
ー
は
、
偶
然
に
生
じ
た
こ
と
ど
も
の
原
因
で
あ
る
こ

と
。
こ
こ
で
、
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
や
テ
ュ
ケ
ー
は
偶
然
の
別
名
な
の
か
そ
れ
と
も
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偶
然
の
原
因
な
の
か
判
然
と
し
な
い
。
こ
れ
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
偶
然
性
論

の
わ
か
り
に
く
さ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
偶
然
性
を
考
え
る
時
に
彼
の
念
頭
に
あ
る
の
が
因
果
論

的
偶
然
性
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
て
、
彼
の
偶
然
性
論
は
、
ま
ず
な
に
よ

り
も
日
常
的
偶
然
性
に
つ
い
て
の
考
察
な
の
で
あ
る
。
上
の
説
明
で
鍵
と
な
る

の
は
「
付
帯
的
に
原
因
と
な
る
」
と
い
う
文
言
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
点
を
み

る
ま
え
に
、
偶
然
性
と
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
ど
う
い
う
現
象
を
念
頭
に
お

い
て
い
る
か
、
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
と
テ
ュ
ケ
ー
に
つ
い
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
説

明
を
み
て
お
こ
う
。

偶
然
性
は
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
と
テ
ュ
ケ
ー
と
い
う
ふ
た
つ
の
概
念
の
も
と
に
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
の
方
が
広
い
概
念
で
あ
っ
て
、「
テ
ュ
ケ
ー

に
よ
る
物
事
は
す
べ
て
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
に
よ
る
物
事
で
あ
る
が
、
後
者
の
す
べ

て
は
必
ず
し
も
テ
ュ
ケ
ー
に
よ
る
物
事
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」（197a 36

-

197 b 1

）。
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
の
具
体
例
と
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
あ
げ
て
い

る
の
は
次
の
よ
う
な
事
象
で
あ
る
。
馬
が
騎
手
を
振
り
落
と
し
て
ひ
と
り
で
に

駆
け
戻
っ
て
き
た
お
か
げ
で
そ
の
馬
は
危
機
を
免
れ
た
と
か
、
三
脚
台
が
ひ
と

り
で
に
落
ち
て
き
て
人
が
座
れ
た
と
い
う
場
合
、
こ
れ
ら
に
お
け
る
「
ひ
と
り

で
に
」
が
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
で
あ
る
（197 b 15

-17

）。
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
は
、
こ

の
よ
う
に
、
動
物
（
馬
）
や
こ
こ
ろ
を
も
た
な
い
も
の
（
三
脚
台
）
に
生
じ
る

偶
然
性
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
だ

が
、
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
は
、
自
然
に
よ
っ
て
生
成
す
る
物
事
に
つ
い
て
の
場
合
に
、

最
も
明
確
に
、
さ
き
の
テ
ュ
ケ
ー
に
よ
っ
て
の
と
区
別
さ
れ
る
。
け
だ
し
、
或

る
物
事
が
自
然
に
反
し
て
生
成
す
る
と
き
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
テ
ュ

ケ
ー
に
よ
っ
て
生
成
す
る
と
は
言
わ
ず
、
か
え
っ
て
む
し
ろ
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
に

よ
っ
て
生
成
す
る
と
言
う
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
反
自
然
的
な
ア
ウ
ト

マ
ト
ン
も
ま
た
本
来
の
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本

来
の
場
合
に
は
そ
の
原
因
は
外
部
に
あ
る
が
、
こ
の
反
自
然
的
の
場
合
に
は
、

そ
の
原
因
は
内
部
に
あ
る
」（197 b 32

-37

）。
こ
の
最
後
の
部
分
で
言
わ
れ
て

い
る
反
自
然
的
な
生
成
と
は
、
ひ
と
つ
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
後
に
パ
ス
ツ
ー
ル

に
よ
っ
て
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と
に
な
る
自
然
発
生
説
が
主
張
す
る
よ
う
な

自
然
発
生
（spontaneous generation

）
の
こ
と
で
あ
り
、
別
の
解
釈
に
よ
れ

ば
、
エ
ン
ペ
ド
ク
レ
ス
を
批
判
し
な
が
ら
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
『
自
然
学
』
Ｂ

（
Ⅱ
）
巻
第
八
章
（198 b 31

-32

）
で
言
及
し
て
い
る
奇
形
の
生
成
の
こ
と
で

あ
る
）
9
（

。
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
の
う
ち
で
、
人
間
の
選
択
意
志
（proairesis

: 

意
図
）

に
関
わ
る
よ
う
な
事
象
が
テ
ュ
ケ
ー
で
あ
る
（197a 5

-8

）。
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
が
考
え
る
テ
ュ
ケ
ー
の
事
象
と
は
、
例
え
ば
、
市い
ち

場ば

に
出
か
け
た
ら
債
務
者

に
出
会
い
貸
し
た
金
を
返
し
て
も
ら
う
（196 b 33

-36

）
と
か
、
樹
を
植
え
よ

う
と
穴
を
掘
っ
た
ら
誰
か
が
埋
め
た
宝
物
を
掘
り
当
て
る
（『
形
而
上
学
』Δ

（
Ⅴ
）
巻
第
三
十
章1025 a 16

）
と
か
、
ま
た
、
暴
風
に
よ
っ
て
あ
る
い
は
海

賊
に
拉
致
さ
れ
て
ア
イ
ギ
ナ
に
た
ど
り
つ
く
（『
形
而
上
学
』
同1025 a 25

-

27

）
と
い
っ
た
事
例
で
あ
る
。

債
務
者
に
会
っ
て
貸
し
た
金
を
返
し
て
も
ら
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
本
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来
で
あ
れ
ば
、
意
図
的
・
意
識
的
に
な
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
と
き
は
理
性
が
自

体
的
な
原
因
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
が
思
い
が
け
な

い
偶
然
で
あ
れ
ば
、
何
か
が
付
帯
的
な
原
因
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
だ
と
い

う
の
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
考
え
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
テ
ュ
ケ
ー
な
の
だ

と
。ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
偶
然
性
論
は
、
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
や
テ
ュ
ケ
ー
を
彼
の
四

原
因
説
の
な
か
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
―
―
「
こ
の
テ
ュ
ケ
ー
や
ア
ウ

ト
マ
ト
ン
が
さ
き
に
述
べ
た
諸
原
因
の
う
ち
の
い
ず
れ
の
様
式
に
は
ま
る
も
の

か
」（195 b 33

-34

）
―
―
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
）
10
（

。
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
こ

と
で
あ
る
。

動
物
の
行
動
を
含
ん
だ
自
然
現
象
や
人
間
の
意
識
的
行
為
の
全
般
に
わ
た
っ

て
、
そ
こ
で
の
運
動
や
変
化
の
原
因
を
考
え
て
み
る
と
、
自
然
現
象
の
原
因
は

〈
ピ
ュ
シ
ス
（physis

:

自
然
）〉
に
あ
り
、
人
間
の
行
動
の
原
因
は
〈
ヌ
ー
ス

（nous
:

こ
こ
ろ
、
知
性
）〉
に
あ
る
。
そ
し
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
彼
が

考
え
る
四
原
因
の
根
本
を
目
的
因
に
見
る
か
ら
、
自
然
現
象
の
運
動
・
変
化
の

究
極
的
な
根
拠
（
ア
ル
ケ
ー
）
は
〈
ピ
ュ
シ
ス
〉
が
も
つ
目
的
性
に
あ
り
、
人

間
の
場
合
に
は
〈
ヌ
ー
ス
〉
の
目
的
意
識
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
自
然
現
象
に

も
、
ま
た
人
間
の
行
動
に
も
、
結
果
が
原
因
（
目
的
因
）
と
合
致
し
な
い
も
の

が
あ
る
。
馬
が
戻
っ
て
き
た
の
は
助
か
ら
ん
が
た
め
に
で
は
な
い
し
、
三
脚
台

が
落
ち
て
き
て
う
ま
い
具
合
に
人
が
座
れ
る
と
い
う
の
は
、〈
ピ
ュ
シ
ス
〉
が

も
つ
本
来
の
目
的
性
に
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
樹
を
植
え
よ
う
と
穴
を

掘
っ
て
い
た
ら
誰
か
が
埋
め
て
隠
し
た
宝
物
を
掘
り
当
て
る
の
も
、
穴
を
掘
る

人
間
が
当
初
持
っ
て
い
た
考
え
や
目
的
意
識
に
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
原
因

（
目
的
因
）
と
結
果
と
が
不
調
和
を
き
た
す
場
合
に
、
原
因
を
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
る
か
、そ
れ
が
『
自
然
学
』
Ｂ（
Ⅱ
）巻
第
四-

六
章
で
展
開
さ
れ
る
「
偶

然
性
論
」
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

テ
ュ
ケ
ー
に
つ
い
て
は
、
そ
の
原
因
（aition

）
は
不
定
（aorist

）
11
（on

）
だ
と

い
う
見
解
や
、テ
ュ
ケ
ー
は
人
間
に
と
っ
て
不
可
解（adelōs

）だ
と
い
う
見
解
、

そ
し
て
、
テ
ュ
ケ
ー
は
な
に
も
生
じ
さ
せ
な
い
と
い
う
見
解
の
正
当
性
を
そ
れ

な
り
に
認
め
た
う
え
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
る
。「
と

い
う
の
は
、
な
る
ほ
ど
或
る
意
味
で
は
テ
ュ
ケ
ー
に
よ
っ
て
な
に
か
が
生
じ
る

こ
と
は
あ
る
。
と
い
う
の
は
、付
帯
的
に
生
じ
る
の
で
あ
り
、そ
し
て
テ
ュ
ケ
ー

は
付
帯
的
な
意
味
で
は
そ
れ
ら
の
原
因
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
端
的

（haplōs

）
に
は
テ
ュ
ケ
ー
は
な
に
も
の
の
原
因
で
も
な
い
」（197a12

-14

）。

そ
し
て
、
な
に
か
が
付
帯
的
に
生
じ
る
時
、
そ
の
「
原
因
は
無
限
に
多
く
あ
る
」

（197a16
-17

）
か
ら
、「
テ
ュ
ケ
ー
の
原
因
は
不
定
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
テ
ュ

ケ
ー
も
ま
た
不
定
な
の
だ
」（197 a 20

-21

）。
ま
た
、「
テ
ュ
ケ
ー
は
ま
れ
に

生
じ
る
事
物
に
属
し
て
い
る
か
ら
、
理
屈
（logos

）
の
及
ば
な
い
不
可
解

（para logon

）
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
の
だ
」（197a18

-20

）
と
）
12
（

。

ア
リ
ス
ト
レ
ス
の
テ
ュ
ケ
ー
論
は
、
そ
れ
ゆ
え
、（
Ⅰ
）
テ
ュ
ケ
ー
に
原
因

は
存
在
す
る
か
と
訊
ね
て
、
自
体
的
に
は
存
在
し
な
い
が
、
付
帯
的
に
は
存
在

す
る
と
答
え
る
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
、（
Ⅱ
）
テ
ュ
ケ
ー
は
原
因
な
の
か
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と
訊
ね
て
、
自
体
的
に
は
原
因
で
は
な
い
が
付
帯
的
に
は
原
因
で
あ
る
と
答
え

る
こ
と
に
な
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
偶
然
性
論
が
、
こ
の
よ
う
に
Ⅰ
と
Ⅱ
の

二
面
を
も
つ
の
は
、
テ
ュ
ケ
ー
が
偶
然
と
運
の
二
つ
の
意
味
を
も
つ
特
殊
性
に

よ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
以
下
で
主
題
的
に
論
じ
る
こ
と
に
な
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
偶
然
性
論
は
自
体
的
原
因
の
存
在
を
否
定
し
て
付
帯
的

原
因
の
存
在
を
肯
定
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

偶
然
性
論
の
要
諦
で
あ
る
。
し
か
し
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
偶
然
性
に
は
原
因

は
存
在
し
な
い
と
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
存
在
す
る
と
言
い
た
い

の
だ
ろ
う
か
。
前
者
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
小
論
に
お
け
る
偶
然
性
の
定
義
と
一

致
す
る
。
し
か
し
後
者
で
あ
れ
ば
一
致
し
な
い
。
そ
れ
と
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

は
、
本
来
の
意
味
で
は
存
在
し
な
い
が
付
帯
的
な
意
味
で
な
ら
ば
存
在
す
る
と

言
い
た
い
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
付
帯
的
に
な
ら
ば
原
因
が
存

在
す
る
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

付
帯
的
（kata sym

bebēkos

）
と
は
「
た
ま
た
ま
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
」

と
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
ら
、「
付
帯
的
」
と
は
、
直
截
に
言
え
ば
「
偶
然
」
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
原
因
が
付
帯
的
な
意
味
で
存
在
す
る
と

は
、
原
因
が
偶
然
存
在
す
る
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
偶
然
に
は
原

因
が
偶
然
存
在
す
る
」と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
何
も
説
明
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
、
付
帯
的
な
原
因
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。「
付
帯
的
に
な
ら
ば

存
在
す
る
」
と
は
ど
う
い
う
原
因
か
。
そ
し
て
、
そ
の
原
因
が
不
定
で
あ
る
と

は
ど
う
い
う
事
態
か
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
説
明
を
適
宜
補
い
な
が
ら
述
べ
れ

ば
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
市
場
に
出
か
け
た
ら
偶
然
債
務
者
に
出
会
う
と

い
う
場
合
、
市
場
に
出
か
け
る
理
由
、
す
な
わ
ち
目
的
は
、
様
々
あ
り
う
る
。

た
と
え
ば
、
誰
か
を
追
っ
て
、
あ
る
い
は
誰
か
か
ら
逃
れ
て
、
あ
る
い
は
誰
か

に
会
う
た
め
に
、
あ
る
い
は
見
物
の
た
め
に
。
こ
れ
ら
の
原
因
は
市
場
に
行
く

こ
と
の
、
本
来
の
原
因
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
に
言
え
ば
、
端
的
な
原
因
、
自

体
的
原
因
、
あ
る
い
は
、
第
一
の
原
因
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
因
が
な
け
れ
ば
、

そ
も
そ
も
市
場
に
行
く
こ
と
も
な
い
わ
け
だ
か
ら
債
務
者
に
出
会
う
こ
と
も
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
原
因
は
い
ず
れ
も
、
債
務
者
に
出
会
う

こ
と
に
と
っ
て
は
、
端
的
な
原
因
で
も
な
け
れ
ば
自
体
的
な
原
因
で
も
な
い
。

こ
の
意
味
で
、
偶
然
の
で
き
ご
と
に
は
端
的
な
原
因
や
自
体
的
な
原
因
は
存
在

し
な
い
の
だ
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
あ
く
ま
で
付
帯
的
な
原
因
に
す
ぎ
な
い
。「
付

帯
的
」と
呼
ぶ
の
は
、そ
れ
が「
常
に
で
も
な
く
多
く
の
場
合
に
で
も
な
い
」（『
形

而
上
学
』Ｅ（
Ⅵ
）巻
第
二
章1027 a 11

）
か
ら
で
あ
る
。
必
然
的
で
は
な
い
か

ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
も
の
に
と
っ
て
本
質
的
で
は
な
い
か
ら
だ
。「
あ
き
ら
か

に
テ
ュ
ケ
ー
と
か
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
に
よ
っ
て
と
か
い
う
の
は
、
…
…
常
に
必
然

的
に
生
成
す
る
物
事
の
原
因
で
あ
る
と
も
、
多
く
の
場
合
に
生
成
す
る
物
事
の

原
因
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
な
い
」（196 b 11

-13

）。
そ
れ
ら
は
ど
の
原
因
で
も

よ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
付
帯
的
な
原

因
は
い
く
ら
も
あ
り
う
る
、
数
限
り
な
く
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
た
と
え
ば
、

何
か
を
買
う
た
め
に
と
か
何
か
を
売
る
た
め
に
と
か
。
こ
の
点
か
ら
、
付
帯
的

な
原
因
は
確
定
し
て
お
ら
ず
不
定
だ
と
言
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。



偶然性について（2）　哲学は偶然を嫌う

（ 12 ） 79

こ
こ
ま
で
の
説
明
は
、
そ
れ
な
り
に
納
得
の
い
く
も
の
で
あ
る
。
市
場
で
債

務
者
に
出
会
う
の
が
偶
然
な
の
は
、
そ
こ
に
は
自
体
的
な
原
因
は
存
在
し
な
い

が
付
帯
的
な
原
因
は
存
在
す
る
か
ら
だ
と
。
小
論
の
概
念
と
重
ね
合
わ
せ
て
、

自
体
的
な
原
因
と
は
十
分
原
因
で
あ
る
よ
う
な
個
的
原
因
の
こ
と
で
あ
り
、
付

帯
的
な
原
因
と
は
必
要
条
件
、す
な
わ
ち
必
要
原
因
の
こ
と
だ
と
理
解
す
れ
ば
、

こ
れ
は
、
小
論
が
主
張
す
る
偶
然
の
定
義
そ
の
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
の
偶
然
性
論
は
今
日
的
に
み
て
十
分
に
納
得
で
き
る
か
と
い
う
と
、

ど
う
も
そ
う
で
は
な
い
よ
う
だ
。
問
題
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
考
え
る
付
帯
性

に
あ
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
付
帯
性
に
つ
い
て
、
大
工
の
親
方
が
色
白
（
白
人
？
）

で
あ
る
と
か
、
教
養
が
あ
る
と
か
、
病
気
を
治
す
と
い
う
よ
う
な
事
例
を
あ
げ

て
い
る
。
大
工
の
親
方
が
大
工
の
親
方
で
あ
る
の
は
、
彼
が
も
っ
て
い
る
建
築

術
の
故
に
で
あ
っ
て
、
色
白
だ
と
か
、
教
養
が
あ
る
と
か
、
医
術
の
心
得
が
あ

る
と
か
は
、
あ
く
ま
で
付
帯
的
な
も
の
（
偶
有
性
）
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、

大
工
の
親
方
に
と
っ
て
、
大
工
の
親
方
で
あ
る
根
拠
は
、
た
だ
ひ
と
つ
、
建
築

術
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
に
し
か
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
付
帯
的
な
こ
と
は

い
く
ら
も
あ
り
う
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
意
味
の
こ

と
を
い
っ
て
い
る
。
家
が
建
つ
こ
と
に
と
っ
て
、
建
築
術
は
端
的
な
そ
れ
自
体

に
お
け
る
原
因
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
色
白
や
教
養
あ
る
こ
と
は
付
帯
的
な

原
因
な
の
だ
と
）
13
（

。

し
か
し
、
家
が
建
つ
こ
と
に
と
っ
て
、
大
工
の
親
方
が
色
白
で
あ
る
か
教
養

が
あ
る
か
は
ま
っ
た
く
無
関
係
だ
ろ
う
）
14
（

。
こ
の
よ
う
に
付
帯
性
は
論
理
的
可
能

性
を
示
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
因
果
的
可
能
性
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
今
日
的
な
目
で
見
て
付
帯
的
原
因
と
い
う
概
念
が
奇
妙
に
映
る
の
は
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
原
因
概
念
が
、
今
日
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
よ
り
広
い
か

ら
だ
。

「
家
が
建
つ
原
因
は
大
工
の
親
方
で
あ
る
」
と
言
っ
た
時
に
、
大
工
の
親
方

は
始
動
因
（
運
動
因
）
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
色
白
で
あ
る
と
か
、
教
養
が
あ
る

と
い
う
の
は
、
大
工
の
親
方
が
持
っ
て
い
る
偶
有
性
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
は
家
が

建
つ
原
因
が
も
つ
偶
有
性
、
す
な
わ
ち
、
家
が
建
つ
こ
と
の
付
帯
的
原
因
な
の

だ
、
と
い
う
理
屈
で
あ
ろ
う
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
考
え
る
始
動
因
は
、
ヌ
ー

ス
だ
の
ピ
ュ
シ
ス
だ
の
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
か
カ
リ
ア
ス
と
か
、
大
工
の
親
方
だ

の
と
い
う
よ
う
な
個
別
的
な
実
体
、
要
す
る
に
主
体
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
も
の
が
遂
行
す
る
個
々
の
決
断
や
意
図
を
、
あ
る
い
は
属
性
を
、
そ
の
主

体
か
ら
独
立
に
始
動
因
と
し
て
特
定
す
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
始
動
因
が
個

的
原
因
と
し
て
特
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
も
そ
も
個
的

原
因
と
い
う
概
念
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
原
因
論
に
は
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
、
主
体
が
遂
行
す
る
個
々
の
判
断
や
決
断
は
、
主
体
が
も
つ
属
性
の
ひ

と
つ
と
み
な
す
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
種
の
属
性
は
そ
の
主
体
に
と
っ
て

本
質
的
属
性
で
あ
る
し
、
あ
る
種
の
属
性
は
偶
有
的
属
性
で
あ
る
。
そ
の
結
果

と
し
て
、「
色
白
が
家
を
建
て
た
」
と
か
「
色
白
は
家
が
建
つ
付
帯
的
な
原
因

で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
、
今
日
の
目
に
は
奇
妙
に
映
る
主
張
が
ま
か
り
通
る
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こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
始
動
因
と
い
う
概
念
は
、
偶

然
性
を
扱
う
に
は
緩
す
ぎ
る
の
だ
。
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
や
テ
ュ
ケ
ー
に
つ
い
て
、

自
体
的
で
あ
れ
付
帯
的
で
あ
れ
、
そ
の
原
因
を
問
題
に
し
て
い
る
と
き
、
問
題

に
な
っ
て
い
る
の
は
始
動
因
な
の
だ
）
15
（

か
ら
、
そ
れ
が
緩
い
と
な
る
と
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
の
偶
然
性
論
に
不
都
合
が
生
じ
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

付
帯
性
に
つ
い
て
主
題
的
に
論
じ
て
い
る
『
形
而
上
学
』
Ｅ（
Ⅵ
）巻
第
二
章

で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
付
帯
性
は
、
も
の
に
そ
な
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
を
名
指
す
名
前
に
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
プ
ラ
ト

ン
の
ソ
フ
ィ
ス
ト
批
判
を
援
用
し
な
が
ら
「
付
帯
的
な
物
事
は
言
わ
ば
た
だ
名

前
と
し
て
存
在
す
る
だ
け
だ
」（1026 b 13

-14
）
と
か
「
こ
う
し
た
付
帯
的
な

意
味
で
の
存
在
は
非
存
在
に
き
わ
め
て
近
い
も
の
で
あ
る
」（1026 b 21

）
と

ま
で
言
っ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
付
帯
的
な
存
在
と
は
思
い
つ
く
限
り
な

ん
で
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
テ
ュ
ケ
ー
の
原
因
が
付
帯
的
で
あ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
市
場

に
出
か
け
た
ら
偶
然
債
務
者
に
出
会
っ
て
貸
し
た
金
が
返
っ
て
く
る
と
い
う
よ

う
な
場
合
に
、市
場
に
出
か
け
る
理
由
は
様
々
あ
り
う
る
。
人
に
会
う
た
め
に
、

人
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
等
々
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
理
由
が
な
け
れ
ば
市
場
に

出
か
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
債
務
者
に
会
っ
て
貸
し
た
金
が
返
っ
て
く
る

こ
と
も
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
様
々
な
理
由
は
、
貸
し
た
金
が
返
っ

て
く
る
と
い
う
偶
然
が
生
じ
る
た
め
の
付
帯
的
な
原
因
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
付
帯
的
な
原
因
は
こ
れ
以
外
に
も
い
く
ら
も
あ
り
う
る
。
市
場
に

出
か
け
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
理
由
は
な
ん
で
あ
っ
て
も
か
わ
な

い
。
物
を
買
う
た
め
に
と
か
、
見
物
の
た
め
に
と
か
、
そ
れ
こ
そ
思
い
つ
く
限

り
な
ん
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
）
16
（

。
こ
の
不
確
定
性
が
付
帯
性
の
ひ
と
つ
の
特

徴
で
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
重
要
な
の
は
、
人
に
会
う
た
め
に
、
あ
る
い
は
物
を
買
う
た
め
に
市

場
に
で
か
け
る
こ
と
は
い
く
ら
も
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
の
つ
ど
債

務
者
に
出
会
う
わ
け
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
や
貸
し
た
金
が
返
っ
て
く
る
わ
け

で
も
な
い
。
で
は
な
ぜ
、
そ
の
時
、
人
に
会
お
う
と
市
場
に
出
か
け
た
ら
金
が

返
っ
て
来
た
の
か
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
、人
に
会
お
う
と
し
た
か
ら
だ
と
か
、

物
を
買
お
う
と
し
た
か
ら
だ
と
答
え
て
も
答
え
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
市
場

に
出
か
け
た
理
由
で
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
次
の
よ
う
に
答
え
る
の

だ
と
考
え
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
人
に
会
お
う
と
し
た
こ
と
は
、
な
る

ほ
ど
金
が
返
っ
た
理
由
で
は
な
い
が
、
原
因
で
は
あ
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
人

に
会
お
う
と
思
わ
な
か
っ
た
ら
金
が
返
っ
て
く
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
だ
か

ら
。
だ
か
ら
、
人
に
会
お
う
と
し
た
こ
と
は
、
金
が
返
る
必
要
条
件
の
ひ
と
つ

で
は
あ
っ
た
の
だ
と
。
こ
れ
は
小
論
が
と
っ
て
い
る
立
場
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
そ
の
原
因
を
「
付
帯
的
原
因
」
と
呼
ぶ
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
考
え
に
は
注
意
が
必
要
だ
。

人
に
会
お
う
と
思
っ
て
市
場
に
出
か
け
た
と
こ
ろ
債
務
者
に
出
会
い
貸
し
た

金
を
返
し
て
も
ら
っ
た
と
す
る
。
こ
の
と
き
、
人
に
会
お
う
と
思
っ
て
市
場
に

出
か
け
た
こ
と
は
、
貸
し
た
金
が
返
っ
て
来
た
原
因
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
何



偶然性について（2）　哲学は偶然を嫌う

（ 14 ） 77

の
法
則
性
も
介
在
し
て
い
な
い
。
そ
こ
に
は
原
因
と
結
果
を
つ
な
ぐ
規
則
的
な

因
果
関
係
は
存
在
し
な
い
の
だ
。そ
れ
は
た
ま
た
ま
そ
う
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

市
場
に
出
か
け
た
こ
と
と
金
が
返
っ
て
き
た
こ
と
と
の
間
に
介
在
し
て
い
る
の

は
偶
然
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
市
場
に
出
か
け
た
こ
と
は
本
来
の
原
因
で
は
な
く

た
ま
た
ま
の
原
因
―
―
す
な
わ
ち
付
帯
的
原
因
―
―
と
呼
ぶ
の
だ
と
反
論
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
た
ま
た
ま
の
原
因
は
、
そ
も
そ
も
原
因
で

は
な
い
。
市
場
に
出
か
け
た
こ
と
が
金
が
返
っ
て
く
る
原
因
で
あ
る
よ
う
に
見

え
る
の
は
、
偶
然
そ
こ
で
債
務
者
に
出
会
っ
て
金
が
返
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
っ

て
、
そ
れ
自
体
で
は
金
が
返
っ
て
く
る
こ
と
の
原
因
と
し
て
は
機
能
し
な
い
。

そ
れ
は
偶
然
を
惹
き
起
こ
す
原
因
で
は
な
い
の
だ
。
も
し
も
原
因
で
あ
る
と
す

れ
ば
市
場
に
出
か
け
る
た
び
に
偶
然
が
生
じ
る
は
ず
だ
ろ
う
。
偶
然
に
は
そ
も

そ
も
原
因
な
ど
存
在
し
な
い
。市
場
に
出
か
け
た
こ
と
は
、せ
い
ぜ
い
金
が
返
っ

て
く
る
こ
と
の
必
要
条
件
で
し
か
な
い
。
し
か
し
こ
れ
も
、
偶
然
金
が
返
っ
て

き
た
か
ら
必
要
条
件
と
な
っ
た
の
だ
。
結
局
、
た
ま
た
ま
の
原
因
が
存
在
す
る

と
は
、
原
因
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
た
ま
た
ま
の
原
因
（
付

帯
的
原
因
）」
と
い
う
表
現
に
ま
ど
わ
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。「
偶
然
的
出
来
事

に
は
付
帯
的
原
因
が
存
在
す
る
」
と
い
う
言
い
方
は
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
の

だ
。
偶
然
の
出
来
事
に
原
因
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
以
上
原
因
に
つ
い
て
語
る

べ
き
で
は
な
い
の
だ
。

で
は
な
ぜ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
付
帯
的
な
原
因
が
存
在
す
る
な
ど
と
誤
解

を
招
く
よ
う
な
言
い
方
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
テ
ュ
ケ
ー
の
運
と
し
て

の
側
面
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

運
は
原
因
の
存
在
を
―
―
し
か
も
神
秘
的
な
原
因
の
存
在
を
―
―
認
め
る
よ

う
わ
た
し
た
ち
に
強
く
迫
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
言
っ
て
い
る
。「
或
る
人
々

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
テ
ュ
ケ
ー
は
原
因
で
は
あ
る
、

だ
が
、
一
種
の
神
的
な
も
の
（theion

）
で
あ
り
、
き
わ
め
て
心
霊
的
な
も
の

（daim
oniōteron

）
で
あ
る
が
た
め
に
、
人
間
の
知
能
に
は
不
明
不
可
解
な
の

だ
、
と
」（196 b 5

-7

）。
こ
の
よ
う
な
見
解
が
い
ま
だ
大
手
を
振
っ
て
通
用
し

て
い
た
時
代
に
「
テ
ュ
ケ
ー
に
は
自
体
的
原
因
は
存
在
し
な
い
」
と
主
張
す
る

こ
と
は
、
一
種
の
脱-

神
話
化
の
試
み
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ

う
。ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
テ
ュ
ケ
ー
（
偶
然
）
に
は
本
来
的
な
原
因
は

存
在
し
な
い
が
付
帯
的
な
原
因
は
存
在
す
る
。
こ
れ
は
（
Ⅰ
）
目
的
因
は
存
在

し
な
い
が
始
動
因
（
運
動
因
）
は
存
在
す
る
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と

も
（
Ⅱ
）
目
的
因
が
存
在
し
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
存
在
す
る
は
ず

の
始
動
因
も
付
帯
的
に
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
意
味
な
の
か
。
あ
る
い
は

（
Ⅲ
）
目
的
因
、
始
動
因
の
い
ず
れ
も
が
付
帯
的
に
の
み
存
在
す
る
と
い
う
意

味
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
準
じ
て
あ
え
て
小
論
の
立
場
を
述
べ
れ
ば
、
偶
然

に
は
（
Ⅳ
）
始
動
因
は
存
在
し
な
い
が
、
目
的
因
は
、
も
し
も
存
在
す
る
と
す

れ
ば
付
帯
的
に
存
在
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
主
張
が
、
こ
れ
ら
の
ど
れ
に
相
当
す
る
の
か
、
彼

が
残
し
た
文
言
だ
け
か
ら
判
断
す
る
の
は
む
ず
か
し
か
ろ
う
。
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し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
な
ぜ
「
テ
ュ
ケ
ー
に
は
原
因

な
ど
存
在
し
な
い
」
と
断
言
し
な
い
の
か
。
な
ぜ
彼
は
、「
付
帯
的
な
意
味
で

な
ら
ば
原
因
が
存
在
す
る
」
と
、思
わ
せ
ぶ
り
な
言
い
方
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、「
あ
ら
ゆ
る
存
在
に
は
原
因
が
あ
る
」
と
か
「
原
因
な
し
に
は
な

に
も
の
も
生
じ
な
い
」
と
い
う
原
則
―
―
悉
皆
原
因
説
―
―
の
妥
当
性
を
そ
れ

な
り
に
信
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
原
因
は
当

然
存
在
す
る
」
と
言
え
ば
よ
い
の
だ
。
な
ぜ
「
付
帯
的
な
意
味
で
な
ら
ば
」
な

ど
と
限
定
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
に
は
、
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
や
テ
ュ
ケ
ー
の

存
在
を
否
定
す
る
風
潮
と
並
ん
で
、
そ
れ
ら
に
原
因
が
あ
る
こ
と
を
―
―
あ
る

い
は
そ
れ
ら
が
原
因
で
あ
る
こ
と
を
―
―
当
然
と
み
な
す
風
潮
が
一
般
に
あ
っ

た
か
ら
だ
ろ
う
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
は
決
定
論
を
は
っ
き
り
否
定
し
て
い
る

発
言
も
あ
る
）
17
（

か
ら
、彼
と
し
て
は
む
し
ろ
「
偶
然
に
は
原
因
な
ど
存
在
し
な
い
」

と
宣
言
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
そ
れ
な
ら
、な
ぜ「
テ
ュ

ケ
ー
に
原
因
は
な
い
」
と
断
定
す
る
こ
と
で
や
め
ず
に
、「
付
帯
的
な
意
味
で

な
ら
ば
原
因
た
り
う
る
」
と
言
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
先
に
も
ち
ょ
っ
と

触
れ
た
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
、
テ
ュ
ケ
ー
の
運
と
し
て
の
側
面
を
―
―
よ
り

妥
当
な
言
い
方
を
す
れ
ば
運
と
し
て
の
テ
ュ
ケ
ー
を
―
―
そ
れ
な
り
に
認
め
て

い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

樹
を
植
え
よ
う
と
穴
を
掘
っ
て
い
た
ら
だ
れ
か
が
埋
め
た
宝
物
を
掘
り
当
て

た
と
し
よ
う
。
こ
の
と
き
、
穴
を
掘
っ
て
い
た
人
間
は
樹
を
植
え
る
意
図
で
穴

を
掘
っ
た
わ
け
だ
。
そ
の
よ
う
な
意
向
を
も
つ
こ
と
は
穴
掘
り
人
に
と
っ
て
本

来
の
意
向
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
と
き
、
穴
掘
り
人
は
始
動
因
で
あ
っ
て
、
し

か
も
自
体
的
原
因
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
運
良
く
宝
物
を
掘

り
当
て
た
と
き
に
は
、
樹
を
植
え
る
た
め
に
穴
を
掘
ろ
う
と
い
う
意
図
と
宝
物

の
発
見
と
の
間
に
必
然
性
は
な
い
が
、
し
か
し
そ
の
両
者
は
運
命
の
赤
い
糸
に

よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。そ
れ
ゆ
え
、

穴
を
掘
ろ
う
と
い
う
意
図
は
、
当
人
に
は
気
づ
か
れ
な
い
に
し
て
も
、
宝
物
を
掘

り
当
て
る
原
因
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
だ
と
。
彼
に
は
ダ
イ
モ
ー
ン
が
つ
い
て

い
て
当
人
は
気
づ
い
て
い
な
い
に
し
て
も
宝
物
を
掘
り
当
て
よ
う
と
の
意
図
が

―
―
付
帯
的
原
因
と
し
て
―
―
働
い
て
い
た
の
だ
と
。 出
来
事
を
好
運
と
み
な
す

人
は
、 そ
こ
に
例
外
な
く
守
護
神
の
ご
加
護
を
見
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。 こ
れ

が
運
と
い
う
も
の
の
成
立
要
件
で
あ
ろ
う
。 だ
か
ら
、 出
来
事
を
運
と
し
て
み
て

い
る
時
、
人
は
そ
こ
に
付
帯
的
な
原
因
の
存
在
を
認
め
て
い
る
の
だ
。
―
―

理
屈
の
上
で
こ
の
よ
う
な
芸
当
が
可
能
な
の
は
、
始
動
因
と
い
う
概
念
が
、

出
来
事
の
原
因
を
特
定
す
る
に
は
大
ざ
っ
ぱ
す
ぎ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
近

代
以
降
の
因
果
論
の
枠
組
み
で
は
そ
の
よ
う
な
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
発
想
は

不
可
能
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
始
動
因
と
付
帯
性
と
の
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
は
そ
の
よ
う
な
曲
芸
ま
が
い
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
可
能
に
す
る
の
だ
。

『
自
然
学
』Ｂ（
Ⅱ
）巻
に
お
け
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
偶
然
性
論
が
今
日
的
な

目
で
見
て
不
十
分
に
終
わ
っ
た
理
由
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
問
題
関
心
が
、

テ
ュ
ケ
ー
は
原
因
た
り
う
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
テ
ュ

ケ
ー
は
存
在
す
る
の
か
と
い
う
問
題
意
識
が
希
薄
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
と
思
わ
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れ
る
。
テ
ュ
ケ
ー
は
存
在
す
る
か
と
問
え
ば
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
も
ち
ろ

ん
存
在
す
る
と
答
え
た
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
建
築
現
場
を
通
り
か
か
っ
た

ら
、
屋
根
職
人
が
間
違
っ
て
お
と
し
た
瓦
に
あ
た
る
と
か
、
市
場
に
出
か
け
た

ら
債
務
者
に
出
会
う
と
い
う
の
は
テ
ュ
ケ
ー
（
偶
然
の
で
き
ご
と
）
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
は
日
常
茶
飯
に
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
い
く
ら
も
あ

り
う
る
こ
と
だ
か
ら
だ
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
決
定
論
を
認
め
て
い
な
い
が
、

そ
れ
で
も
彼
は
、
お
そ
ら
く
、
ゆ
る
や
か
な
形
で
は
運
命
論
者
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
落
ち
て
き
た
瓦
に
あ
た
っ
て
死
ぬ
の
も
、
穴
を
掘
っ
て
い
た
ら
誰
か
が
埋

め
た
宝
を
掘
り
当
て
る
の
も
、
必
然
的
な
逃
が
れ
が
た
い
宿
命
と
ま
で
は
言
わ

な
い
に
し
て
も
、
そ
こ
に
は
運
命
的
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

は
是
認
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
テ
ュ
ケ
ー
（
偶
運
）
と
し
て
受
け
と
め
る
程

度
に
は
運
命
の
存
在
を
認
め
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
）
18
（

。
そ
こ
に
は
付
帯
的
に
で

は
あ
る
に
し
て
も
原
因
が
働
い
て
い
る
の
だ
と
。
す
な
わ
ち
、守
護
霊（
ダ
イ
ー

モ
ン
）
の
ご
加
護
だ
と
、
あ
る
い
は
気
ま
ぐ
れ
な
神
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
悪い
た

戯ず
ら

だ
と
。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
問
う
べ
き
問
題
は
、「
な
ぜ
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
生
じ
た
の
か
」
で
は
な
く
、「
テ
ュ
ケ
ー
は
い
っ
た
い
原
因
た

り
う
る
の
か
」、
こ
れ
で
し
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

で
は
、
小
論
の
枠
組
み
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
偶
然
性
論
を
み
れ
ば
ど
の
よ

う
に
見
え
て
く
る
か
。

冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
偶
然
の
出
来
事
と
は
、

本
来
な
ら
ば
ヌ
ー
ス
や
ピ
ュ
シ
ス
が
原
因
と
な
っ
て
生
じ
る
よ
う
な
出
来
事
な

の
だ
と
言
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
サ
イ
コ
ロ
の
出
目
に
と
っ
て
本
来
の
在
り
方

と
は
何
な
の
か
。
ピ
ュ
シ
ス
が
原
因
と
な
っ
て
生
じ
る
は
ず
の
結
果
と
は
、
サ

イ
コ
ロ
で
言
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
出
目
の
こ
と
な
の
か
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い

く
と
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
偶
然
性
論
は
、
パ
チ
ン
コ
屋
で
の
遭
遇
に
は
何
と

か
あ
て
は
ま
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
サ
イ
コ
ロ
の
出
目
に
は
全
く
あ
て
は
ま
ら

な
い
。
サ
イ
コ
ロ
に
お
い
て
、そ
れ
を
投
げ
る
こ
と
は
出
目
の
原
因
で
は
な
い
。

サ
イ
コ
ロ
が
あ
る
目
を
出
し
て
停
止
す
る
と
き
、
そ
の
投
擲
は
原
因
と
し
て
の

身
分
を
阻
却
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
偶
然
性
の
本
質
は
原
因
―
―
厳
密
に
言

え
ば
、
十
分
原
因
で
あ
る
よ
う
な
個
的
原
因
―
―
が
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
に
あ

る
の
で
あ
っ
て
、
付
帯
的
原
因
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
付

帯
的
原
因
が
な
け
れ
ば
偶
然
は
生
じ
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
サ
イ

コ
ロ
が
三
の
目
を
出
し
た
こ
と
に
原
因
は
存
在
し
な
い
。
付
帯
的
原
因
さ
え
も

存
在
し
な
い
。
そ
れ
と
も
サ
イ
コ
ロ
を
振
る
ヤ
ク
ザ
者
の
妄
念
の
数
だ
け
付
帯

的
原
因
は
存
在
す
る
と
で
も
言
う
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
で
運
と
偶
然
（
因
果
論
的
偶
然
）
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
付
帯
的
な
原
因
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
を
「
付
帯
的
」
と
呼
び
「
本
質
を

持
た
な
い
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
、
偶
然
を
「
付
帯
的
」
と
呼
び
「
本
質
を
持
た
な

い
」
と
呼
ぶ
の
は
不
当
だ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
運
に
も
偶
然
に
も
自
体
的
原
因

は
存
在
し
な
い
。
そ
の
限
り
で
偶
然
を
運
と
お
な
じ
よ
う
に
「
付
帯
的
」
と
呼

び
「
本
質
を
持
た
な
い
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
わ
か
ら
な
い
で
は
な
い
し
、

ま
た
偶
然
に
と
っ
て
不
当
な
わ
け
で
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
で
の
「
付
帯
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的
」
や
「
本
質
を
持
た
な
い
」
は
、「
自
体
的
な
原
因
は
存
在
し
な
い
」
の
同

義
語
に
す
ぎ
な
い
か
ら
だ
。
し
か
し
、運
は
付
帯
的
な
原
因
を
も
つ
が
ゆ
え
に
、

運
を
「
付
帯
的
」
と
呼
び
「
本
質
を
持
た
な
い
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

と
き
に
は
、
偶
然
を
「
付
帯
的
」
と
呼
び
「
本
質
を
持
た
な
い
」
と
呼
ぶ
の
は

不
当
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
場
合
に
は
「
付
帯
的
」
や
「
本
質
を
持
た
な

い
」
は
「
付
帯
的
原
因
を
持
つ
」
の
意
味
な
の
だ
か
ら
。
そ
し
て
偶
然
を
そ
の

よ
う
に
み
る
こ
と
は
不
当
な
の
だ
か
ら
。

し
か
し
、
最
初
か
ら
「
偶
然
」
と
「
運
」
と
が
同
義
語
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら

は
ど
の
場
合
に
も
自
由
に
言
い
換
え
ら
れ
る
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
以
上
の
議

論
は
無
効
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
一
般
に
「
運
」
と
「
偶

然
」
と
は
同
義
語
で
は
な
い
。
運
は
決
定
論
を
認
め
る
が
、
偶
然
は
決
定
論
を

認
め
な
い
。
こ
の
根
本
的
な
相
違
が
存
在
す
る
以
上
、
運
と
偶
然
と
を
截
然
と

区
別
す
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
運
と
偶
然
と
は
こ
の
点
で
真ま

逆
ぎ
ゃ
く
な
の
だ
。
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
偶
然
性
論
が
運
と
偶
然
と
の
二
重
性
を
も
っ
た
テ
ュ
ケ
ー
論

で
あ
っ
た
こ
と
の
問
題
性
が
こ
こ
に
至
っ
て
明
白
と
な
る
。　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
偶
然
性
論
に
お
い
て
偶
然
は
そ
の
原
因
性
が
付
帯
的
な

も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
考
え
に
つ
い
て
、

小
論
の
立
場
か
ら
、も
う
ひ
と
つ
気
に
な
る
の
は
次
の
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

地
震
は
大
地
の
本
質
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
地
震
は
大
地
に

と
っ
て
付
帯
的
（
偶
有
的
）
な
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
地
域
が
地
震
に

襲
わ
れ
る
の
は
偶
然
で
あ
る
。
ま
た
、
デ
ン
グ
熱
に
か
か
る
こ
と
も
、
人
間
の

本
質
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
あ
る
人
間
が
デ
ン
グ
熱
を
発
症

す
る
の
も
偶
然
の
出
来
事
で
あ
る
。
一
方
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
地
震
や
デ

ン
グ
熱
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
本
質
を
持
つ
こ
と
を
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
が

実
体
で
あ
る
こ
と
を
、
認
め
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
ら
に
自
体
的
原
因
が
存

在
す
る
こ
と
を
否
定
し
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
プ
レ
ー
ト
境
界
付
近
の
歪
み

が
解
放
さ
れ
て
地
震
が
発
生
す
る
こ
と
や
、
あ
る
種
の
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

蚊
に
刺
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
デ
ン
グ
熱
が
発
症
す
る
こ
と
は
、
付
帯
的
に
で

は
な
く
、
そ
れ
自
体
に
即
し
て
生
じ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
あ
る
地

方
を
地
震
が
襲
っ
た
り
、
あ
る
人
が
デ
ン
グ
熱
を
発
症
す
る
の
は
、
付
帯
的
な

の
か
、
そ
れ
と
も
自
体
的
な
の
か
。
お
そ
ら
く
、
あ
る
面
か
ら
み
れ
ば
偶
然
で

あ
り
、
あ
る
面
か
ら
見
れ
ば
偶
然
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
結

局
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
に
言
え
ば
、
あ
る
事
象
を
偶
然
と
み
な
す
時
に
は
、

そ
の
事
象
を
付
帯
的
な
も
の
―
―
す
な
わ
ち
本
質
に
は
な
い
も
の
―
―
と
見
て

い
る
の
で
あ
る
。ト
ン
ビ
が
タ
カ
を
生
ん
だ
り
、ウ
リ
の
つ
る
に
ナ
ス
ビ
が
な
っ

た
り
、
花
よ
り
先
に
実
が
な
る
よ
う
な
事
態
で
あ
る
。
ト
ン
ビ
が
ト
ン
ビ
を
生

み
、
ウ
リ
の
つ
る
に
ウ
リ
が
な
り
、
花
の
あ
と
に
実
が
な
る
の
は
決
し
て
偶
然

で
は
な
い
。
偶
然
性
を
あ
く
ま
で
付
帯
性
（
偶
有
性
）
で
考
え
る
な
ら
ば
、
結

局
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
偶
然
と
は
本

質
も
実
体
も
な
い
こ
と
、
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
偶
然
は

結
局
、
奇
跡
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
奇
跡
と
ま
で
は
言
わ
な
い
に
し
て
も
奇
形

の
よ
う
な
例
外
的
な
事
象
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
）
19
（

。
し
か
し
、
個
体
に
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着
目
す
る
な
ら
ば
、
ト
ン
ビ
が
ト
ン
ビ
を
生
む
こ
と
も
、
ウ
リ
の
つ
る
に
ウ
リ

が
な
る
こ
と
も
、
花
よ
り
後
に
実
が
な
る
こ
と
も
、
十
分
に
偶
然
た
り
う
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
で
は
、
付
帯
的
な
も
の
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
存
在
し
な

い
。
そ
れ
は
「
或
る
他
の
類
の
存
在
〔
自
体
的
意
味
で
の
存
在
〕
と
の
関
連
に

お
い
て
の
み
存
在
す
る
も
の
で
、
そ
れ
以
外
に
〔
客
観
的
に
〕
存
在
す
る
い
か

な
る
実
在
を
指
示
す
る
も
の
で
も
な
い
」（『
形
而
上
学
』Ｅ（
Ⅵ
）巻
第
四
章

1028 a 1
-2

）
と
さ
れ
て
い
る
。
付
帯
性
は
寄
生
し
て
し
か
存
在
し
え
ず
、
影

の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。
で
あ
れ
ば
付
帯
的
原
因
な
ど
と
い
う
も
の
は
存
在
す

る
は
ず
が
な
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
議
論
が
小
論
に
と
っ
て
納
得
し
か
ね
る

の
は
、付
帯
的
原
因
な
る
も
の
の
存
在
を
主
張
す
る
点
に
お
い
て
な
の
で
あ
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
議
論
は
、〈
付
帯
的
な
原
因
〉
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

原
因
か
ら
付
帯
性
（
偶
有
性
）
へ
と
力
点
が
移
動
す
る
。
付
帯
性
は
不
定
性

（contingens

）
や
偶
有
性
（accidens

）
で
あ
る
か
ら
、
偶
然
性
に
つ
い
て
の

議
論
は
、
因
果
論
的
土
俵
か
ら
、
本
体
論
的
偶
然
性
や
様
相
論
的
偶
然
性
の
土

俵
に
移
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
考
え
る
偶
然
性
は
も
は
や
日
常
的
偶
然
性
で

は
な
く
哲
学
的
偶
然
性
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
）
20
（

。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
因
果
論
的
偶
然
性
の
問
題
を
見
逃
し
た
と
は
思
え
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
、
端
的
に
は
原
因
は
存
在
し
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
だ

か
ら
。
そ
の
問
題
を
、
持
て
余
し
た
と
は
言
わ
な
い
に
し
て
も
、
し
か
し
十
分

に
論
じ
尽
く
し
た
と
も
思
え
な
い
。偶
運
論
と
し
て
は
十
分
に
論
じ
ら
れ
た
が
、

偶
然
論
と
し
て
み
る
と
中
途
半
端
に
終
わ
っ
た
感
が
あ
る
。
テ
ュ
ケ
ー
が
偶
然

と
運
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
原
因
の
一
半
で
あ
る
。「
テ
ュ

ケ
ー
に
は
原
因
な
ど
存
在
し
な
い
」
と
断
言
せ
ず
に
、
そ
の
原
因
の
在
り
方
を

付
帯
性
と
し
て
位
置
づ
け
た
究
極
の
理
由
は
、
テ
ュ
ケ
ー
の
テ
ュ
ケ
ー
た
る
と

こ
ろ
―
―
す
な
わ
ち
偶
運
と
し
て
の
側
面
―
―
に
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
偶

然
性
論
と
し
て
中
途
に
終
わ
っ
た
原
因
の
残
る
一
半
は
、
個
的
原
因
を
取
り
込

め
な
い
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
原
因
論
に
あ
る
だ
ろ
う
。

最
初
に
も
引
用
し
た
が
、ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
彼
の
テ
ュ
ケ
ー
論
の
最
後
で
、

〈
付
帯
的
〉
が
〈
そ
れ
自
体
〉
に
先
行
す
る
こ
と
は
な
い
と
言
っ
て
い
た
。
ア

ウ
ト
マ
ト
ン
や
テ
ュ
ケ
ー
に
対
し
て
は
〈
ピ
ュ
シ
ス
〉
や
〈
ヌ
ー
ス
〉
が
先
行

す
る
の
だ
と
（198 a 7

-9

）。
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
も
テ
ュ
ケ
ー
も
、〈
ピ
ュ
シ
ス
〉

や
〈
ヌ
ー
ス
〉
が
そ
れ
自
体
に
お
い
て
目
的
論
的
に
生
み
だ
す
以
上
の
こ
と
は

何
も
生
み
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
。
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
や
テ
ュ
ケ
ー
は
、
そ
れ

自
体
と
し
て
は
存
在
せ
ず
付
帯
的
な
も
の
と
し
て
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。
か
く
し
て
、
因
果
論
的
偶
然
性
は
付
帯
性
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
飼
い
殺

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

3　

ヘ
ー
ゲ
ル
の
偶
然
性
論

　
　

―
―
偶
然
性
は
竃
か
ま
ど
に
く
べ
ら
れ
る
―
―

「
偶
然
に
は
自
体
的
原
因
は
存
在
し
な
い
、
原
因
は
た
だ
付
帯
的
な
意
味
で

存
在
す
る
」
と
い
う
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
考
え
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
近
代
に
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復
活
さ
せ
て
、
偶
然
性
の
客
観
的
存
在
を
認
め
た
事
例
が
あ
る
。
そ
れ
が
ヘ
ー

ゲ
ル
で
あ
る
。
近
代
の
決
定
論
的
な
風
潮
の
下
で
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
や
ス
ピ
ノ
ザ

の
よ
う
に
無
知
説
を
と
っ
て
、
偶
然
性
の
客
観
的
存
在
を
否
定
す
る
の
が
常
道

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
比
べ
る
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
態
度
は
、
か
な
り
異
質
だ
と
言
え

る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

「
学
問
の
課
題
、
も
っ
と
限
定
し
て
、
哲
学
の
課
題
が
、
偶
然
と
見
え
る
も

の
の
背
景
に
隠
れ
た
必
然
性
を
認
識
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
の
は
ま
っ
た

く
正
し
い
が
、
と
は
い
え
、
そ
れ
は
、
偶
然
性
が
も
っ
ぱ
ら
わ
た
し
た
ち
の
主

観
的
観
念
に
属
す
る
も
の
で
、
真
理
に
到
達
す
る
に
は
徹
底
し
て
排
除
す
べ
き

だ
、
と
い
う
意
味
に
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
）
21
（

。」

決
定
論
の
権
化
の
よ
う
な
ヘ
ー
ゲ
ル
が
偶
然
性
の
存
在
を
認
め
て
お
り
、
さ

ら
に
は
偶
然
性
無
知
説
を
は
っ
き
り
否
定
し
て
い
る
。
決
定
論
的
枠
組
み
の
も

と
で
偶
然
性
の
客
観
的
存
在
を
認
め
る
こ
と
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
ヘ
ー
ゲ

ル
に
つ
い
て
そ
れ
を
見
て
み
よ
う
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
『
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
』
第
一
部
「
論
理
学
」
一
四
五
節
の

口
頭
説
明
で
偶
然
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
偶
然
の
も
の
と

は
、
存
在
の
根
拠
を
自
分
の
う
ち
で
は
な
く
、
他
の
も
の
の
う
ち
に
（nicht 

in sich selbst, sondern in anderem

）
も
つ
も
の
の
こ
と
で
す
。
…
…
偶
然

の
も
の
と
は
、
あ
る
こ
と
も
な
い
こ
と
も
可
能
な
も
の
、
そ
う
あ
っ
て
も
い
い

し
、
別
の
あ
り
か
た
も
で
き
る
も
の
、
そ
の
存
在
と
非
存
在
、
そ
う
あ
る
こ
と

と
別
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
が
、
自
分
の
う
ち
で
は
な
く
他
の
も
の
の
う
ち
に
あ

る
も
の
と
見
な
さ
れ
る
）
22
（

」。偶
然
性
を「
そ
の
根
拠
が
他
の
も
の
の
う
ち
に
あ
る
」

と
し
て
規
定
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
に
先
例
が

あ
る
よ
う
だ
）
23
（

。
九
鬼
も
指
摘
す
る
よ
う
に
）
24
（

、
こ
こ
に
は
、「
偶
然
は
自
体
的
に

は
存
在
し
な
い
が
付
帯
的
に
は
存
在
す
る
」
と
語
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
声
が

遠
く
―
―
で
は
あ
る
が
、
は
っ
き
り
と
―
―
響
い
て
い
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
偶
然
性
の
客
観
的
存
在
を
必
ず
し
も
否
定
し
な
い
。
否
定
し
な

い
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
偶
然
性
の
存
在
を
正
当
に
認
め
そ
れ
を
し
か
る
べ
き
と

こ
ろ
に
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。「
…
…
偶
然
性
は

現
実
性
の
一
面
の
要
素
を
な
す
に
す
ぎ
ず
、
現
実
性
そ
の
も
の
と
混
同
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
一
方
、
理
念
の
一
形
式
た
る
偶
然
に
た
い
し
て
は
、
対

象
的
世
界
の
う
ち
に
そ
れ
な
り
の
位
置
が
あ
た
え
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
す
）
25
（

」。

た
だ
し
、
偶
然
性
と
現
実
性
と
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
と
釘
を
刺
す
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
釘
が
曲
者
な
の
だ
。

要
す
る
に
、
可
能
性
（M

öglichkeit

）
と
な
ら
ん
で
偶
然
性
（Zufälligkeit

）

は
現
実
性
（W

irklichkeit

）
の
契
機
（M

om
ente

）
と
し
て
積
極
的
に
認
め

ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
際
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
可
能
性
を
、
現
実

性
の
「
た
ん
な
る
内
面
（das nur Innere

）」
と
か
「
内
的
な
も
の
（Inneres

）」

と
呼
び
、
偶
然
性
を
、「
現
実
性
の
た
ん
な
る
外
面
（die nur äußere 

W
irklichkeit

）」
と
か
「
外
的
な
も
の
（Ä

ußeres

）」
と
呼
び
分
け
て
い
る
。

こ
の
区
別
は
、
身
近
な
レ
ベ
ル
に
引
き
降
ろ
し
て
比
べ
て
み
れ
ば
、
容
易
に
納

得
で
き
よ
う
。
可
能
性
は
、
あ
る
出
来
事
が
生
じ
る
前
に
語
ら
れ
る
の
が
普
通
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で
あ
っ
て
、
生
じ
た
後
に
語
ら
れ
る
こ
と
は
普
通
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
偶
然

性
は
、
出
来
事
が
生
じ
た
後
に
語
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
て
、
ま
だ
生
じ
て

い
な
い
段
階
で
語
ら
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
可
能
性
は
、
そ

れ
が
ま
だ
形
を
と
ら
な
い
段
階
で
、
い
わ
ば
ま
だ
内
部
に
あ
る
段
階
で
問
題
に

さ
れ
る
が
、
偶
然
性
は
そ
れ
が
外
面
的
に
成
立
し
た
段
階
で
問
題
に
さ
れ
る
わ

け
で
あ
る
。

ま
た
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、先
ほ
ど
の
引
用
で
示
し
た
よ
う
に
、「
偶
然
の
も
の
と
は
、

あ
る
こ
と
も
な
い
こ
と
も
可
能
な
も
の
、
そ
う
あ
っ
て
も
い
い
し
、
別
の
あ
り

か
た
も
で
き
る
も
の
、
そ
の
存
在
と
非
存
在
、
そ
う
あ
る
こ
と
と
別
で
あ
る
こ

と
の
根
拠
が
、
自
分
の
う
ち
で
は
な
く
他
の
も
の
の
う
ち
に
あ
る
も
の
と
見
な

さ
れ
る
」
と
考
え
る
か
ら
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
偶
然
性
を
、
ま
ず
も
っ
て
様
相
論
的

偶
然
性
と
し
て
、
す
な
わ
ちcontingens

と
し
て
規
定
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

そ
し
て
、
様
相
論
的
偶
然
性
と
本
体
論
的
偶
然
性
の
同
値
性
か
ら
、
ヘ
ー
ゲ

ル
の
い
う
偶
然
性
は
、
様
相
論
的
偶
然
性
す
な
わ
ち
〈
不
定
性
〉
で
あ
る
と
同

時
に
、
本
体
論
的
偶
然
性
す
な
わ
ち
〈
偶
有
性
〉
で
も
あ
る
。
必
然
性
（N

ot-

w
endigkeit

）
と
の
対
立
関
係
で
考
え
ら
れ
て
い
る
と
き
は
偶
然
性
（Zufällig-

keit

）
と
呼
ば
れ
、
実
体
性
（Substantialität

）
と
の
対
立
関
係
の
も
と
で
考

え
ら
れ
て
い
る
と
き
に
は
偶
有
性
（A

kzidentalität

）
と
呼
ば
れ
る
。
ヘ
ー
ゲ

ル
の
偶
然
性
を
考
え
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
も
っ
ぱ
ら
哲
学
的
偶
然
性
と
し
て

と
ら
え
ら
れ
て
い
る
点
を
押
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
次
の
よ
う
な
言
い
方
を
し
て
い
る
。「
実
体
は
、
必
然

の
働
き
と
し
て
、
内
面
性
の
形
式
〔
で
あ
る
可
能
性
〕
を
否
定
し
て
み
ず
か
ら

を
「
現
実
性
」
と
し
て
設
定
す
る
し
、
同
時
に
、
外
面
性
〔
の
形
式
で
あ
る
不

定
性
〕
を
も
否
定
し
て
目
に
見
え
る
現
実
的
な
も
の
を
た
ん
な
る
偶
有
の
も
の

（ein A
kzidentelles

）
た
ら
し
め
る
）
26
（

」。
要
す
る
に
、
可
能
性
が
現
実
化
し
て
実

体
と
し
て
の
現
実
が
成
立
す
る
と
き
、
現
象
と
し
て
の
現
実
す
な
わ
ち
偶
然
性

は
自
立
的
な
存
在
を
失
い
、
そ
の
実
体
の
も
と
で
の
み
存
立
し
う
る
単
な
る
偶

有
性
と
化
す
と
い
う
わ
け
だ
。
こ
れ
が
必
然
の
過
程
で
あ
る
と
。
可
能
性
が
現

実
と
な
っ
て
実
体
が
成
立
す
る
と
、
様
相
論
的
偶
然
性
は
本
体
論
的
偶
然
性
と

な
っ
て
、
お
の
れ
の
覚
束
な
さ
、
無
根
拠
さ
を
白
日
の
下
に
曝
す
の
だ
と
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
の
体
系
に
お
い
て
、
偶
然
性
は
、
先
ほ
ど
触
れ
た
よ
う

に
、
現
実
性
の
い
ち
契
機
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
現
実
性
と

は
本
質
と
実
在
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
（D

ie W
irklichkeit ist 

die E
inheit des W

esens und der E
xiste

）
27
（nz.

）。
し
か
し
な
が
ら
偶
然
性
は
不
定

性
で
あ
り
偶
有
性
で
あ
っ
て
、
本
当
の
本
質
を
実
現
す
る
ま
で
に
は
到
っ
て
い

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
偶
然
性
か
ら
な
る
現
実
性
は
、
本
物
の
現
実
性
で
は
な
い
。

で
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
偶
然
性
の
よ
う
な
い
っ
て
み
れ
ば
ま
が
い
物
の
存
在
を

な
ぜ
積
極
的
に
認
め
る
の
か
。

ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
、
偶
然
性
が
問
題
に
な
る
の
は
、
現
象
と
か
現
実
性
の

世
界
に
お
い
て
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。そ
し
て
現
象
の
世
界
や
現
実
の
世
界
は
、

精
神
が
み
ず
か
ら
の
本
来
の
あ
り
か
た
を
回
復
し
て
概
念
へ
と
到
る
道
行
き
の
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一
里
程
に
す
ぎ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
実
性
と
は
、
精
神
が
お
の
れ
を
外

化
し
た
状
態
、
す
な
わ
ち
精
神
の
疎
外
態
と
し
て
か
ろ
う
じ
て
成
立
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
世
を
忍
ぶ
仮
の
姿
（der Schein

）
な
の
だ
。
そ
し
て

ま
た
、
偶
然
性
は
、
こ
の
仮
の
姿
に
す
ぎ
な
い
現
実
性
に
お
け
る
更
な
る
仮
の

姿
な
の
で
あ
る
。
外
化
の
外
化
で
あ
り
、
疎
外
態
の
疎
外
態
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
偶
然
性
は
、
二
重
に
も
三
重
に
も
疎
外
さ
れ
た
状
態
で
あ
っ
て
、
精
神
が

お
の
れ
の
本
来
あ
る
姿
を
回
復
す
る
た
め
に
、
二
重
に
も
三
重
に
も
止
揚
さ
れ

る
運
命
に
あ
る
。
現
象
的
世
界
は
、
偶
然
性
を
踏
み
台
に
し
そ
れ
を
消
費
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
現
実
的
世
界
と
な
り
、
こ
の
現
実
も
ま
た
踏
み
台
に
さ
れ
消
費

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
概
念
（der B

egriff
）
と
い
う
精
神
の
本
質
が
回
復
さ

れ
る
わ
け
で
あ
る
。

概
念
の
水
準
に
達
す
る
と
い
う
こ
と
は
、「
主
観
性
な
い
し
自
由
の
王
国（das 

R
eich der Subjektivität oder der Freiheit

）」（W
. L. II., S. 240

）
が
成
立
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
偶
然
性
は
必
然
性
と
対
峙
し
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、

概
念
の
水
準
に
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
必
然
性
が
止
揚
さ
れ
る
と
き
に
は
、
偶

然
性
も
止
揚
さ
れ
る
。
対
立
し
て
い
た
必
然
性
と
偶
然
性
と
が
と
も
に
止
揚
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
由
（Freiheit

）
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル

は
こ
う
言
っ
て
い
る
。「
必
然
性
が
自
由
に
な
る
の
は
、
そ
れ
が
消
滅
す
る
か

ら
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
い
ま
だ
内
的
な
も
の
で
あ
っ
た
﹇
偶
然
性
と

の
﹈
同
一
性
が
表
に
現
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
表
に
あ
わ
ら
れ
る

か
と
い
え
ば
、﹇
自
己
を
偶
然
性
と
は
﹈
区
別
す
る
も
の
が
﹇
偶
然
性
と
の
﹈

同
一
化
を
め
ざ
し
て
自
己
の
う
ち
で
運
動
す
る
よ
う
に
で
あ
り
、
仮
の
姿
が
仮

の
姿
の
ま
ま
で
自
己
の
う
ち
へ
と
反
省
す
る
よ
う
に
で
あ
る
。逆
か
ら
み
れ
ば
、

同
時
に
、
偶
然
性
が
自
由
と
な
る
の
で
あ
る
…
…
」（op. cit., S. 239

）。
実
体

（Substanz

）は
主
体（Subjekt

）に
な
る
の
だ
（op. cit., S. 249

）。
そ
し
て
主

体
の
属
性
が
思
惟
で
あ
る（op. cit., S. 250

）。
実
体
の
属
性
が
延
長
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
思
惟
が
主
体
の
属
性
と
な
る
の
で
あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
が
偶
然
性
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
積
極
的
に
認
め
る
の

は
、
こ
の
よ
う
に
、
精
神
が
お
の
れ
を
外
化
し
再
び
そ
れ
を
以
前
よ
り
も
肥
沃

な
か
た
ち
で
取
り
戻
す
道
行
き
の
一
里
程
と
し
て
必
要
不
可
欠
だ
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
偶
然
性
は
、
必
然
性
と
も
ど
も
、
主
観
性
が
成
立
す
る
た
め
に
、

自
由
の
王
国
が
成
立
す
る
た
め
に
、
消
費
さ
れ
る
の
だ
。
ま
さ
に
そ
の
た
め
だ

け
に
そ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
た
だ
目
の
前
に
あ
る
現
実
と
い
う
の
は
、
現
実
の
本
来
の
す
が
た
で
は
な

く
、
内
部
分
裂
し
た
有
限
な
現
実
で
あ
っ
て
、
消
耗
さ
れ
る
（verzehrt

）
運

命
に
あ
る
）
28
（

」
―
―
偶
然
性
は
こ
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。「
犠
牲
に
さ
れ
、
解
体

へ
と
む
か
い
、
消
費
の
対
象
と
な
っ
た
（die sich aufopfern, die zugrunde 

gehen und verbraucht w
erden

）
条
件
）
29
（

」、
こ
れ
が
偶
然
性
で
あ
る
。
何
の
条

件
か
と
い
え
ば
、
主
体
的
な
も
の
（
精
神
）
が
、
自
分
自
身
へ
帰
る
自
己
内
反

省
・
自
己
内
還
帰
の
た
め
の
条
件
で
あ
る
。

偶
然
性
の
本
質
は
、
そ
の
原
因
が
自
己
の
な
か
に
は
な
く
他
な
る
も
の
の
な

か
に
あ
る
と
い
う
の
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
偶
然
性
論
の
基
本
的
主
張
で
あ
る
。
こ
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れ
は
、
偶
然
性
が
〈
世
を
忍
ぶ
仮
の
姿
〉
で
あ
れ
ば
、
考
え
や
す
い
。
実
体
が

本
来
の
姿
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
実
体
に
依
存
し
て
し
か
存
在
し
え
な
い
偶
然
性

（
偶
有
性
）
は
、〈
世
を
忍
ぶ
仮
の
姿
〉
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
実
体
の
原

因
が
本
来
の
原
因
で
あ
り
、
偶
然
性
の
原
因
は
、
こ
れ
も
ま
た
世
を
忍
ぶ
仮
の

も
の
で
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
自
身
な
る
も
の
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
原
因
は
他
な
る
も
の
の
う
ち
に
あ
る
と
で
も
言
う
ほ
か
な
い
だ
ろ
う
。

さ
き
ほ
ど
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
決
定
論
の
権
化
の
よ
う
な
ヘ
ー
ゲ
ル
が

偶
然
性
の
存
在
を
認
め
て
お
り
、
さ
ら
に
は
偶
然
性
無
知
説
を
は
っ
き
り
否
定

し
て
い
る
」
と
。
こ
の
点
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
こ
う
。
決
定
論
の
権
化
で
あ

る
よ
う
な
ヘ
ー
ゲ
ル
が
偶
然
性
の
存
在
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
そ

の
偶
然
性
が
哲
学
的
偶
然
性
で
あ
っ
て
、
因
果
論
的
偶
然
性
で
は
な
い
か
ら
で

あ
る
。
哲
学
的
偶
然
性
は
決
定
論
と
対
立
し
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
ヘ
ー
ゲ
ル

に
と
っ
て
、
自
然
的
世
界
は
精
神
の
疎
外
態
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
は
止
揚
さ
れ

る
運
命
に
あ
る
。
そ
し
て
因
果
性
は
、
こ
の
自
然
的
世
界
に
お
け
る
更
な
る
疎

外
態
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
た
と
え
ヘ
ー
ゲ
ル
が
因
果
論
的
偶
然
性
を
認
め
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
止
揚
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
も
の
と
し
て
そ
の
存
在
が
認
め
ら

れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

偶
然
性
を
そ
の
原
因
が
他
な
る
も
の
の
う
ち
に
あ
る
も
の
と
し
て
規
定
す
る

こ
と
は
、
偶
然
性
を
恣
意
性
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ヘ
ー

ゲ
ル
の
理
解
す
る
偶
然
性
は
哲
学
的
偶
然
性
で
あ
っ
た
が
、
恣
意
性
は
哲
学
的

偶
然
性
が
骨
肉
を
そ
な
え
て
現
象
し
て
い
る
状
態
と
み
な
す
の
が
恰
好
で
あ

る
。
精
神
の
自
己
展
開
の
一
段
階
と
し
て
現
実
世
界
を
み
る
な
ら
ば
、
世
界
を

偶
然
的
な
現
象
の
総
体
と
み
な
す
段
階
と
は
、
世
界
が
恣
意
的
な
も
の
と
し
て

現
出
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
―
―
で
あ
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
で

は
な
い
―
―
世
界
史
の
枠
組
み
で
言
え
ば
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
死
を
契
機

に
し
て
精
神
が
己
の
本
質
に
目
覚
め
る
に
到
る
直
前
の
段
階
、
退
嬰
的
な
ロ
ー

マ
時
代
末
期
カ
リ
ギ
ュ
ラ
の
よ
う
な
皇
帝
が
現
れ
る
段
階
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

精
神
が
お
の
れ
の
本
質
に
目
覚
め
、
お
の
れ
の
本
質
を
取
り
戻
す
に
は
、
こ
の

恣
意
的
な
生
き
方
を
揚
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
恣
意
的
な
無
記
名
の
自
分

か
ら
自
由
な
主
体
へ
と
進
展
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
的

な
歴
史
の
必
然
性
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
倫
理
学
の
理
論
展
開
で
も
あ
る
。

カ
ン
ト
以
降
の
近
代
的
な
意
志
論
に
お
い
て
は
、
意
志
の
自
由
を
偶
然
性
か

ら
説
明
す
る
こ
と
は
厳
し
く
批
判
さ
れ
る
。
偶
然
性
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
の

は
せ
い
ぜ
い
恣
意
的
（w

illk ür

）
な
行
動
で
あ
っ
て
、
自
由
の
生
命
で
あ
る
自

律
を
偶
然
は
不
可
能
に
し
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
意
志

的
な
行
為
に
は
、
自
覚
と
か
決
断
と
か
、
目
的
意
識
に
よ
っ
て
統
括
さ
れ
た
必

然
的
な
要
素
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
恣
意
性
を
克
服
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
訓
育
さ
れ
る
。

春
風
に
さ
そ
わ
れ
て
ふ
ら
り
と
散
歩
に
で
か
け
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
単
な

る
気
ま
ぐ
れ
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
体
力
の
維
持
を
目
的
に
意
識

的
・
自
覚
的
に
散
歩
す
る
こ
と
は
意
志
に
も
と
づ
く
自
由
な
行
為
で
あ
っ
て
、

け
っ
し
て
気
ま
ぐ
れ
で
は
な
い
。
こ
の
と
き
、
散
歩
に
出
か
け
る
原
因
は
、
当
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人
の
意
志
の
な
か
に
あ
る
。
散
歩
に
出
か
け
て
も
、
そ
れ
が
恣
意
的
な
行
動
で

あ
れ
ば
、
当
人
が
心
底
め
ざ
し
て
い
る
行
動
で
は
な
い
わ
け
で
、
そ
の
原
因
は
、

傾
向
性
、
す
な
わ
ち
身
体
性
の
な
か
に
あ
っ
て
意
志
の
な
か
に
は
な
い
。

恣
意
性
に
関
し
て
、
そ
の
原
因
が
〈
他
の
も
の
〉
に
あ
る
と
い
う
認
識
は
妥

当
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
意
志
的
な
行
為
と
恣
意
的
な
行
為
は
、
政
治

学
で
は
区
別
を
必
要
と
し
な
い
に
し
て
も
、
倫
理
学
で
は
区
別
す
る
の
が
普
通

で
あ
る
。
意
志
的
な
行
為
は
、
一
種
の
必
然
性
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
恣
意
的
な
行
為
に
必
然
性
は
な
い
。
だ
か
ら
そ
れ
は
、
そ
の
行
為
を
な
す
こ

と
も
な
さ
な
い
こ
と
も
可
能
だ
し
、
な
す
こ
と
も
な
さ
な
い
こ
と
も
そ
の
当
人

次
第
な
の
だ
。
し
か
し
、「
当
人
次
第
」
と
い
う
と
き
の
当
人
は
、
意
志
的
・

自
覚
的
な
行
為
の
主
体
と
し
て
の
当
人
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
意
志
的
・
自
覚

的
な
行
為
の
主
体
が
そ
の
人
の
精
神
と
か
理
性
と
呼
ば
れ
る
の
に
対
し
て
、
恣

意
的
行
為
の
主
体
は
、
傾
向
性
や
人
柄
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
「
主
体
」
と
呼

ぶ
の
も
た
め
ら
わ
れ
る
。
意
志
的
行
為
の
原
因
が
理
性
と
か
精
神
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
恣
意
的
行
為
の
原
因
は
身
体
性
と
か
習
慣
と
い
う
よ
う
な
惰
弱
な
も
の

で
あ
る
。精
神
と
か
理
性
こ
そ
が
そ
の
人
間
を
人
間
た
ら
し
め
る
の
で
あ
っ
て
、

身
体
性
だ
の
嗜
好
性
だ
の
習
慣
性
だ
の
は
、
そ
れ
こ
そ
ネ
コ
に
で
も
あ
っ
て
、

人
間
の
中
の
劣
っ
た
も
の
、
見
く
だ
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
さ

に
〈
他
の
も
の
〉
な
の
だ
。
意
志
が
嫡
出
子
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
恣
意
性
は

妾め
か
け

腹ば
ら

す
な
わ
ち
非
嫡
出
子
、
要
す
る
に
私
生
児
に
す
ぎ
な
い
。

決
定
論
を
前
提
し
た
上
で
偶
然
性
の
客
観
的
存
在
を
認
め
よ
う
と
す
れ
ば
、

偶
然
性
を
恣
意
性
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
自
然
で
あ
る
と
い

え
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、恣
意
性
は
不
定
性
と
偶
有
性
か
ら
な
る
か
ら
、

偶
然
性
を
恣
意
性
と
し
て
と
ら
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
偶
然
性
を
哲
学
的
偶
然

性
と
し
て
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
決
定
論
と
整
合
す
る
の
は
当
然
だ
と

い
え
る
。
し
か
し
、
偶
然
性
を
恣
意
性
と
し
て
と
ら
え
て
し
ま
う
と
、
偶
然
性

が
も
つ
因
果
論
的
側
面
は
、
取
り
落
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
取
り
落
と
さ
れ

る
と
は
、
こ
の
場
合
は
、
飼
い
殺
し
の
目
に
あ
う
と
か
見
失
な
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
偶
然
性
は
み
す
ぼ
ら
し
い
妾
腹
と
し
て
の
姿
し
か
あ
ら
わ
さ

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
偶
然
性
が
恣
意
性
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
偶
然
性
と
は
ま

さ
し
く
私
生
児
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
奴
隷
の
よ
う
に
こ
き
つ
か
わ
れ
て
、

つ
か
い
も
の
に
な
ら
な
く
な
れ
ば
、
そ
の
場
で
棄
て
ら
れ
て
、
焚
き
つ
け
に
さ

れ
て
し
ま
う
。

偶
然
性
は
自
由
が
成
立
す
る
た
め
に
止
揚
さ
れ
る
べ
き
契
機
と
し
て
そ
の
位

置
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、自
由
と
の
位
置
関
係
で
み
る
か
ぎ
り
、

偶
然
性
に
対
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
措
置
は
不
当
な
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
偶
然
性
が
存
在
し
な
け
れ
ば
自
由
は
成
立
し
な
い
と
い
う
主
張
は
小
論
）
30
（

に

と
っ
て
も
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。
但
し
こ
の
場
合
の
偶
然
性
は
因
果
論
的
偶
然

性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
偶
然
性
は

哲
学
的
偶
然
性
で
あ
っ
て
決
し
て
因
果
論
的
偶
然
性
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

偶
然
性
が
止
揚
さ
れ
て
自
由
が
成
立
す
る
と
い
う
話
は
、
惰
弱
な
恣
意
性
が
必

然
性
と
刺
し
違
え
て
滅
び
去
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
そ
の
灰
の
な
か
か
ら
不
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死
鳥
の
よ
う
に
自
由
が
よ
み
が
え
る
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
お
得
意
の
図
式
で
あ

る
。
あ
る
い
は
、
偶
然
性
は
そ
の
貧
し
い
出
自
ゆ
え
に
、
高
貴
な
自
由
が
お
産

ま
れ
に
な
る
際
に
つ
か
わ
れ
る
産
湯
を
わ
か
す
薪
と
し
て
竃
に
く
べ
ら
れ
る
宿

命
な
の
だ
と
言
う
わ
け
だ
。
テ
テ
ナ
シ
ゴ
同
然
の
偶
然
性
に
と
っ
て
は
そ
れ
と

て
も
身
に
あ
ま
る
光
栄
で
あ
ろ
う
と
。
こ
れ
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
偶
然
性

の
位
置
づ
け
で
あ
る
。

で
は
、
偶
然
性
に
対
す
る
こ
の
仕
打
ち
は
正
当
な
も
の
で
あ
る
か
。
と
て
も

正
当
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
偶
然
性
は
恣
意
性
と
ち
が
っ
て
、
原
因
が
〈
他

な
る
も
の
〉
の
う
ち
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
偶
然
性
論

を
論
じ
た
際
に
さ
ん
ざ
ん
指
摘
し
た
よ
う
に
、
偶
然
性
に
原
因
は
存
在
し
な
い

の
で
あ
っ
て
、〈
他
な
る
も
の
〉
の
う
ち
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

偶
然
性
は
、
そ
も
そ
も
正
嫡
の
子
と
比
較
さ
れ
る
よ
う
な
私
生
児
で
は
な
い
の

だ
。
偶
然
性
に
は
、
い
じ
け
た
し
が
ら
み
な
ど
そ
も
そ
も
最
初
か
ら
存
在
し
な

い
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
よ
う
に
、
偶
然
性
と
は
、
原
因
が
〈
他
な
る
も
の
〉
の
う
ち

に
あ
る
も
の
の
こ
と
だ
と
定
義
し
て
し
ま
う
と
、
パ
チ
ン
コ
屋
で
の
Ｙ
氏
と
の

邂
逅
の
よ
う
な
気
高
い（
？
）遭
遇
は
、そ
も
そ
も
偶
然
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

ヘ
ー
ゲ
ル
が
決
定
論
を
採
り
な
が
ら
も
偶
然
性
の
存
在
を
み
と
め
た
の
は
、

そ
れ
が
重
大
な
問
題
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
そ
れ
が
大
し
て
重
要
で
は
な
い

か
ら
だ
。
し
か
し
、
ま
っ
た
く
重
要
性
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
竃
に
く
べ
て

湯
を
わ
か
す
に
は
使
え
る
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
か
ら
。
こ
れ
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が

あ
え
て
無
知
説
を
採
ら
な
か
っ
た
理
由
で
あ
る
。

4　

パ
ー
ス
と
〈
絶
対
偶
然
〉

　
　

―
―
偶
然
性
は
星
と
輝
く
―
―

パ
ー
ス
に
と
っ
て
宇
宙
に
は
、
法
則
性
が
存
在
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
法
則

か
ら
の
逸
脱
事
例
も
無
数
に
、
そ
れ
こ
そ
星
の
数
ほ
ど
存
在
す
る
。
そ
し
て
ま

た
宇
宙
は
多
様
性
に
満
ち
た
進
化
す
る
世
界
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
真
に
新
し

い
も
の
が
生
成
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
宇
宙
に
は
、
心
や
意
識
と
よ

ば
れ
る
よ
う
な
、
物
質
の
機
械
的
運
動
に
は
還
元
で
き
な
い
主
観
性
が
成
立
し

て
い
る
。
パ
ー
ス
の
形
而
上
学
的
宇
宙
論
は
こ
の
よ
う
な
宇
宙
の
特
徴
を
す
べ

て
説
明
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
パ
ー
ス
が
認
め
な
い
の
は
、
そ

れ
ゆ
え
、
機
械
論
的
唯
物
論
で
あ
る
。
ま
た
、
原
因
に
よ
っ
て
す
べ
て
が
決
定

さ
れ
る
と
考
え
る
因
果
的
必
然
主
義
（necessitarianism

）
で
あ
る
。
そ
し
て
、

デ
カ
ル
ト
的
な
二
元
論
も
否
定
さ
れ
る
。
パ
ー
ス
に
言
わ
せ
れ
ば
、
延
長
実
体

は
思
惟
実
体
で
あ
り
、
法
則
性
は
習
慣
（habit

）
な
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
パ
ー

ス
の
宇
宙
論
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
張
り
の
客
観
的
観
念
論
と
な
る
。
パ
ー
ス
自
身
は

「
シ
ェ
リ
ン
グ
風
の
観
念
論
（a Schelling

-fashioned idealism

）」
と
呼
ん
で

い
る
が（6.1

）
31
（02

）。
客
観
的
観
念
論
を
採
択
す
る
理
由
を
パ
ー
ス
は
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
。

「
心
と
物
質
と
い
う
古
い
二
元
論
的
観
念
は
、
デ
カ
ル
ト
主
義
の
も
と
で
有

名
で
あ
っ
て
、
二
つ
の
根
本
的
に
異
な
っ
た
種
類
の
実
体
で
あ
る
が
、
今
日
で

は
こ
の
二
元
論
を
擁
護
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
二
元
論
を
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否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、我
々
は
、あ
る
種
の
ヒ
ュ
ロ
パ
シ
ー
（hylopathy

）

に
、
別
の
呼
び
方
で
い
え
ば
ノ
ミ
ナ
リ
ズ
ム
に
逢
着
す
る
。
そ
う
す
る
と
問
題

が
生
じ
る
。
一
方
に
あ
る
物
理
法
則
と
他
方
に
あ
る
心
理
法
則
と
を
、（
ａ
）

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
と
し
て
み
と
め
、
し
ば
し
ば
一
元
論
と
呼
ば
れ
る
様

な
教
説
、
私
と
し
て
は
中
立
主
義
と
名
付
け
た
い
の
だ
が
、
を
と
る
べ
き
な
の

か
、
あ
る
い
は
、（
ｂ
）
心
理
法
則
を
派
生
的
で
特
殊
な
も
の
と
み
な
し
、
物

理
法
則
だ
け
を
第
一
次
的
と
み
な
す
か
、こ
れ
は
唯
物
論
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、

（
ｃ
）
物
理
法
則
を
派
生
的
で
特
殊
な
も
の
と
み
な
し
、
心
理
法
則
だ
け
を
第

一
次
的
と
み
な
す
か
、
こ
れ
は
観
念
論
で
あ
る
。
唯
物
論
的
教
義
は
、
科
学
的

論
理
学
に
と
っ
て
も
常
識
に
と
っ
て
も
ま
っ
た
く
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に

私
に
は
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
我
々
に
、
あ
る
種
の
機
械
が
感
覚
す

る
と
考
え
る
よ
う
要
求
す
る
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
ん
な
仮
説
は
理
性
に
は
ま

る
っ
き
り
飲
み
込
め
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
究
極
の
説
明
不
能
な
規
則
性

で
あ
る
。
ど
ん
な
理
論
で
も
、
も
の
ご
と
を
明
晰
で
合
理
的
に
説
明
で
き
る
と

い
う
こ
と
が
、
そ
の
理
論
を
正
当
化
す
る
の
で
あ
る
。
中
立
主
義
は
、
オ
ッ
カ

ム
の
か
み
そ
り
の
よ
う
な
論
理
学
上
の
格
律
に
よ
っ
て
完
璧
に
否
定
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
必
要
な
も
の
以
上
の
要
素
を
想
定
す
べ
き
で
は
な
い
の
だ
。
中
立

主
義
は
実
体
に
内
面
的
な
要
素
と
外
面
的
な
要
素
を
平
等
に
措
定
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
両
方
を
根
源
的
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
宇
宙
に
関
す

る
唯
一
の
理
解
可
能
な
理
論
は
、
客
観
的
観
念
論
（objective idealism

）
の

そ
れ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
物
質
と
は
生
産
性
を
失
っ
た
心
で
あ
り
、
常
習
化

し
た
慣
習
が
物
理
法
則
と
な
る
の
だ
。」（6.24

-25

）

で
は
、
こ
の
よ
う
な
宇
宙
の
存
在
論
的
原
理
は
な
に
か
。
そ
れ
が
〈
絶
対
偶

然
（absolute chance

）〉
で
あ
る
。
こ
れ
な
し
に
は
、
宇
宙
が
も
つ
今
挙
げ

た
よ
う
な
様
々
な
特
徴
は
説
明
で
き
な
い
と
い
う
の
が
パ
ー
ス
の
信
念
で
あ

る
。
パ
ー
ス
は
〈
絶
対
偶
然
〉
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。「
絶
対
偶
然

と
は
、
出
来
事
の
（
い
わ
ゆ
る
）
自
発
的
な
発
生
（the （supposed

） sponta-

neous occurrence of events

）
の
こ
と
で
あ
り
、
い
か
な
る
一
般
的
な
法
則

に
よ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
ま
た
、
い
か
な
る
自
由
な
意
志
に
よ
っ
て
も
決
定
さ

れ
な
い
の
で
あ
る
）
32
（

。」

宇
宙
の
究
極
の
原
因
が
〈
絶
対
偶
然
〉
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
宇
宙
は
進
化
の

過
程
で
多
様
性
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
）
33
（

。
パ
ー
ス
に
は
、
宇
宙
の
無
限
の

多
様
性
（the infinite diversity of the universe

）
を
偶
然
（chance

）
と
呼

ん
で
い
る
箇
所（6.143

）も
あ
る
。
パ
ー
ス
は
「
多
様
性
は
自
発
性
だ
け
か
ら

生
じ
得
る
」
と
言
っ
て
い
る（6.59

）。
そ
し
て
、
宇
宙
は
そ
の
究
極
に
偶
然
性

を
も
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
宇
宙
に
は
法
則
性
も
成
立
す
る
よ
う
に
な
る
の
で

あ
る
。
パ
ー
ス
は
ま
た
「
周
知
の
法
則
は
す
べ
て
偶
然
か
ら
来
る
（all know

n 

law
s are due to chance

）」（R
eynolds, op. cit., p. 23

よ
り
）
と
も
言
っ
て

い
る
。
こ
れ
が
ま
さ
に
宇
宙
の
在
り
方
そ
の
も
の
で
あ
る
。

パ
ー
ス
は
数
学
者
・
論
理
学
者
で
あ
る
と
同
時
に
現
場
の
科
学
者
で
も
あ
っ

た
か
ら
、
科
学
研
究
の
実
際
が
観
測
誤
差
や
測
定
誤
差
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
実
体
験
と
し
て
知
悉
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
パ
ー
ス
が
し
き
り
に
強
調
す
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る
の
は
、
宇
宙
に
貫
徹
し
て
い
る
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
法
則
性
や
規
則

性
は
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
必
然
的
で
も
確
実
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
で
あ

る
。
機
械
論
的
決
定
論
や
必
然
主
義
な
ど
机
上
の
空
論
だ
と
。
し
か
し
ま
た
、

宇
宙
に
法
則
性
や
規
則
性
が
存
在
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
し
、
科
学
者
が
そ
れ

の
発
見
に
血
道
を
上
げ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
れ
も
ま
た
現
場
の
人
間
と
し
て
よ

く
理
解
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
パ
ー
ス
の
基
本
的
な
戦
略
は 

“D
esign and C

han

）
34
（ce ”

と
な
る
。
こ
れ
は
必
定
で
あ
ろ
う
。

パ
ー
ス
は
偶
然
性
が
遍
在
し
て
い
る
と
考
え
る
。
パ
ー
ス
は
自
ら
の
反
必
然

主
義
を
「
タ
イ
キ
ズ
ム
（Tychism

）」（「
偶
然
主
義
」
の
意
）
と
呼
ぶ
。
ギ
リ

シ
ア
語
の
テ
ュ
ケ
ー
（tychē

）
か
ら
の
造
語
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
徹
底
し

た
非-

決
定
論
（indeterm

inism

）
で
あ
る
。
パ
ー
ス
の
基
本
的
な
立
場
は
、『
論

文
集
』
第
6
巻
所
収
の
「
存
在
論
と
宇
宙
論
」
か
ら
窺
う
限
り
、
決
定
論
―
―

パ
ー
ス
は
「
必
然
主
義
」
の
名
を
好
む
よ
う
だ
―
―
で
は
世
界
の
多
様
な
進
化

や
自
由
や
自
発
性
の
存
在
を
説
明
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
パ
ー

ス
は
、
世
界
に
不
規
則
性
や
多
様
性
が
存
在
す
る
以
上
、
決
定
論
で
は
対
応
で

き
な
い
と
、
最
初
か
ら
決
定
論
を
見
限
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
世
界
に
多
様
性

や
不
規
則
性
が
存
在
す
る
こ
と
が
疑
い
え
な
い
事
実
で
あ
る
以
上
、
偶
然
の
存

在
は
自
明
な
の
だ
と
。
だ
か
ら
問
題
は
む
し
ろ
、
世
界
に
存
在
す
る
偶
然
性
か

ら
規
則
性
の
存
在
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か
に
あ
る
。

パ
ー
ス
の
偶
然
性
論
に
つ
い
て
、
ま
ず
最
初
に
押
え
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、

パ
ー
ス
が
偶
然
性
を
必
然
性
の
否
定
、
す
な
わ
ち
不
定
性
と
し
て
と
ら
え
て
い

る
点
で
あ
る
。
パ
ー
ス
が
考
え
る
偶
然
性
は
様
相
論
的
偶
然
性
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
そ
れ
は
ま
た
本
体
論
的
偶
然
性
で
も
あ
る
。
あ
れ
ほ
ど
偶
然
性
の
重
要

性
を
強
調
す
る
パ
ー
ス
に
あ
っ
て
も
、
因
果
論
的
偶
然
性
が
主
題
的
に
と
り
あ

げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
も
偶
然
は
原
因
の
問
題
だ
と
は
っ
き
り
述
べ
ら

れ
て
い
る（6.93

）に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
パ
ー
ス
が
原
因
を
論
理

的
根
拠
や
存
在
論
的
根
拠
と
同
一
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
パ
ー
ス
は
出
来

事
（event

）
に
は
原
因
（cause

）
な
ど
な
い
と
言
う
。
こ
れ
は
パ
ー
ス
が
原

因
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
原
因
論
の
枠
組
み
で
考
え
て
い
て
、
近
代
的
な
因

果
性
（causality, causation

）
と
し
て
は
考
え
て
い
な
い
か
ら
だ
。
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
の
四
原
因
説
に
触
れ
な
が
ら
パ
ー
ス
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
一
般
に
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
原
因
（cause

）」

と
い
う
こ
と
ば
は
単
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
四
つ
の
原
因
の
う
ち
の
ひ
と
つ

に
狭
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
合
に
原
因
は
、
そ
れ
だ
け
か
ら
結

果
を
生
じ
た
と
い
う
状
況
か
ら
見
て
原
因
と
名
付
け
ら
れ
た
の
だ
と
。し
か
し
、

こ
の
理
解
、
す
な
わ
ち
我
々
の
原
因
の
概
念
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
い
う
運
動

因
（efficient cause

）
の
こ
と
だ
と
す
る
理
解
は
ほ
と
ん
ど
精
査
に
耐
え
得
な

い
だ
ろ
う
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
言
う
運
動
因
と
は
、
ま
ず
第
一
に
、
一
般
的

に
言
っ
て
物
（a thing

）
な
の
で
あ
っ
て
出
来
事
（an event

）
で
は
な
か
っ

た
の
だ
。
次
に
、
そ
の
運
動
因
と
し
て
の
物
は
、
な
に
も
為
す
必
要
は
な
く
た

だ
存
在
す
る
だ
け
で
十
分
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
結
果
な
る
も
の
も
ま
た
、
常
に
必

ず
生
じ
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
ま
こ
と
に
、
結
果
が
生
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じ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
強
制
さ
れ
て
生
じ
た
の
だ
と
言
わ
れ
た
も
の
だ
。
し

か
し
、
我
々
の
近
代
的
な
意
味
で
は
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

「
原
因
」
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
は
不
変
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
古
代
の
文
献

に
お
い
て
も
我
々
は
折
々
、
原
因
は
出
来
事
な
の
で
あ
っ
て
、
結
果
で
あ
る
他

の
出
来
事
が
必
然
的
に
そ
れ
に
従
う
よ
う
な
も
の
だ
と
す
る
考
え
に
出
会
う
こ

と
は
あ
る
。
今
で
は
こ
れ
が
流
行
の
考
え
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
よ
う

な
考
え
が
主
流
に
な
っ
た
の
は
た
か
だ
か
こ
の
二
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。
デ
カ

ル
ト
と
同
時
代
の
も
っ
と
も
鋭
い
思
想
家
達
に
と
っ
て
さ
え
も
そ
う
で
は
な

か
っ
た
の
だ
）
35
（

。」（6.66

）

パ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、原
因
は
出
来
事
に
で
は
な
く
事
実
（fact

）
に
存
在
す
る
。

事
実
と
は
、
命
題
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
あ
る
命
題
（propo-

sition

）が
真
で
あ
る
な
ら
ば
、そ
の
命
題
が
表
現
し
て
い
る
も
の
は
事
実（fact

）

で
あ
る
」
と
パ
ー
ス
は
言
う
（6.67

）。
た
と
え
ば
、「
あ
る
物
体
が
ざ
ら
ざ
ら

し
た
表
面
上
を
移
動
し
て
い
る
」
と
い
う
命
題
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
、
そ
の
物
体
が
動
き
を
止
め
る
原
因
で
あ
る
と
（ibid.

）。「
物
体
が
ざ
ら

ざ
ら
し
た
表
面
上
を
移
動
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
物
体
は
動
き
を
と
め
る
」
と
い

う
蓋
然
的
な
法
則
が
存
在
し
、
こ
れ
が
三
段
論
法
の
大
前
提
を
構
成
す
る
。
そ

し
て
こ
れ
に
、「
あ
る
物
体
は
ざ
ら
ざ
ら
し
た
表
面
上
を
移
動
す
る
」
と
い
う

小
前
提
が
加
わ
り
、「
そ
の
物
体
は
動
き
を
と
め
る
」
と
い
う
結
論
が
み
ち
び

か
れ
る
。
こ
こ
で
原
因
は
、小
前
提
を
な
す
命
題
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

「
原
因
は
自
然
の
三
段
論
法
的
発
展
が
持
つ
様
々
な
小
前
提
な
の
だ
」（6.66

）

と
パ
ー
ス
は
言
う
。
小
前
提
が
表
現
し
て
い
る
の
は
偶
然
的
な
事
実
で
あ
る
。

こ
の
事
実
が
、結
論
を
導
く
た
め
の
論
理
的
根
拠
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
き
、

そ
の
事
実
を
「
原
因
（cause

）」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、
そ

の
原
因
は
偶
然
な
の
だ
。
こ
の
場
合
の
「
偶
然
」
と
は
不
定
性
と
か
偶
有
性
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
の
パ
ー
ス
の
考
え
は
小
論
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
次
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
よ

う
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
風
の
―
―
で
あ
っ
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
で
は
な
い

―
―
四
原
因
説
を
使
っ
て
説
明
す
る
と
、「
物
体
が
ざ
ら
ざ
ら
し
た
表
面
上
を

移
動
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
物
体
は
動
き
を
止
め
る
」
と
い
う
大
前
提
に
よ
っ
て

表
現
さ
れ
て
い
る
法
則
性
は
形
相
因
で
あ
る
。
そ
し
て
「
あ
る
物
体
は
ざ
ら
ざ

ら
し
た
表
面
上
を
移
動
す
る
」
と
い
う
小
前
提
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
事

態
は
質
料
因
で
あ
る
。
当
該
事
象
は
自
然
現
象
で
あ
る
か
ら
そ
こ
に
は
目
的
因

は
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、こ
こ
に
は
運
動
因
（
始
動
因
）

も
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
止
ま
る
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
停
止
す

る
と
い
う
出
来
事
に
於
い
て
運
動
因
（
始
動
因
）
は
、
阻
却
さ
れ
て
し
ま
っ
て

存
在
し
な
い
の
だ
。
結
局
、
こ
の
事
象
に
は
十
分
原
因
で
あ
る
よ
う
な
個
的
原

因
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
三
段
論
法
の
結
論
と
し
て
導
か
れ
る
事

象
は
偶
然
な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
象
に
は
た
し
か
に
原
因
が
存
在
す
る
。
し
か

し
パ
ー
ス
が
原
因
と
呼
ん
で
い
る
の
は
小
論
が
こ
こ
で
暫
定
的
に
採
る
四
原
因

説
で
い
え
ば
質
料
因
で
あ
っ
て
運
動
因
で
は
な
い
。
小
論
が
採
る
四
原
因
説
に

お
け
る
運
動
因
は
、
パ
ー
ス
が
否
定
す
る
〈
出
来
事
（event

）〉
で
あ
る
。
そ
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し
て
小
論
は
、
偶
然
と
は
こ
の
意
味
で
の
運
動
因
が
存
在
し
な
い
こ
と
だ
と
考

え
る
。
パ
ー
ス
に
言
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
事
象
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
ざ
ら
ざ
ら
し
た
表
面
上
を
移
動
す
る
物
体
が
停
止
す
る
こ
と
に
は
高
い

蓋
然
性
が
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
小
論
の
立
場
で
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
、
い
つ

ど
の
地
点
で
そ
の
物
体
が
停
止
す
る
か
に
焦
点
を
絞
れ
ば
、
す
な
わ
ち
個
体
性

を
中
心
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
事
象
は
偶
然
な
の
で
あ
る
。

パ
ー
ス
が
挙
げ
て
い
る
も
う
ひ
と
つ
の
例
（6.93

）
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
決
定
論
者
（
必
然
主
義
者
）
は
、
何
か
が
偶
然
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
と

い
う
主
張
を
否
定
す
る
た
め
に
そ
こ
に
原
因
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
。
偶
然

性
の
存
在
を
認
め
る
パ
ー
ス
は
、
こ
の
決
定
論
者
の
戦
術
を
否
定
す
る
。
ボ
エ

テ
ィ
ウ
ス
が
出
し
て
い
る
例
だ
そ
う
だ
が
、同
じ
湖
か
ら
発
す
る
二
つ
の
川
が
、

下
流
で
ま
た
合
流
し
て
い
る
と
す
る
。湖
で
難
破
し
二
つ
に
分
か
れ
た
船
体
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
川
を
流
さ
れ
て
、
ふ
た
た
び
下
流
で
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
合
体

し
、
も
と
の
船
が
復
元
し
た
と
す
る
。
こ
の
と
き
、
二
つ
の
船
体
が
合
体
し
た

の
は
偶
然
だ
と
い
う
主
張
に
対
し
て
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
は
、
流
れ
が
二
つ
の
船

体
を
押
し
流
し
た
の
だ
か
ら
偶
然
で
は
な
い
と
反
論
す
る
。こ
れ
を
批
判
し
て
、

パ
ー
ス
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
そ
の
と
お
り
だ
、実
際
の
出
来
事（the 

existential events

）
は
法
則
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
我
々
が
偶
然

（chance

）
を
語
る
と
き
に
は
原
因
（cause

）
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

あ
る
出
来
事
（event

）
に
つ
い
て
原
因
を
語
る
の
は
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
よ

う
に
、
間
違
っ
て
い
る
。
原
因
を
有
す
る
の
は
、
実
際
の
出
来
事
（the exis-

tential event

）
で
は
な
く
事
実
（fact

）
な
の
だ
。
そ
し
て
事
実
と
は
、
出
来

事
が
も
つ
、
あ
る
一
般
的
な
関
係
（a general relation

）
へ
の
レ
フ
ァ
ラ
ン

ス
な
の
だ
」（6.93

）
と
。「
出
来
事
が
も
つ
、あ
る
一
般
的
な
関
係
へ
の
レ
フ
ァ

ラ
ン
ス
」
と
は
、
あ
る
出
来
事
を
概
念
的
に
定
式
化
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

だ
ろ
う
。
定
式
化
す
る
に
は
概
念
を
使
わ
ね
ば
な
ら
ず
、概
念
化
す
る
こ
と
は
、

程
度
の
差
は
あ
れ
一
般
的
な
関
係
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え

事
実
と
は
、
全
く
の
個
体
で
あ
る
出
来
事
と
は
違
っ
て
、
一
般
的
な
形
に
定
式

化
さ
れ
た
命
題
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
原
因
は
事
実
が
も
つ
属
性

な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
該
事
象
の
原
因
は
、「
下
流
で
出
会
っ
た
二
つ
の

物
体
は
上
流
で
は
ひ
と
つ
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。パ
ー
ス
の
発
言
を
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
よ
い
と
す
れ
ば
、

パ
ー
ス
が
こ
こ
で
考
え
て
い
る
原
因
は
、
小
論
の
立
場
で
い
え
ば
、
一
般
化
さ

れ
た
形
で
表
現
さ
れ
た
必
要
条
件
、
す
な
わ
ち
必
要
原
因
で
あ
る
。「
地
震
は

プ
レ
ー
ト
付
近
の
歪
み
が
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
」
の
よ
う
な
た

ぐ
い
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
パ
ー
ス
が
考
え

る
原
因
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
に
言
え
ば
形
相
因
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
た
原
因
は
、
万
に
一
度
も
お
き
る
こ
と
の
な
い
極

め
て
ま
れ
な
ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
、
偶
然
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
こ
の
こ
と

を
も
っ
て
、
パ
ー
ス
は
「
原
因
は
偶
然
だ
」
と
み
な
す
わ
け
で
あ
る
。

小
論
が
採
る
四
原
因
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
そ
れ
ぞ
れ
の
船
体
が
下
流

ま
で
流
さ
れ
る
こ
と
は
質
料
因
で
あ
る
。
こ
れ
も
自
然
現
象
だ
か
ら
、
当
然
な
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が
ら
目
的
因
は
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
重
要
な
の
は
、
そ
の
二
つ
の
船
体
が
遭

遇
す
る
こ
と
自
体
に
は
運
動
因
（
始
動
因
）
が
欠
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
こ
の
船
体
の
復
元
が
偶
然
な
の
は
、
パ
ー
ス
が
考
え
る
よ
う
に
形
相
因

が
ま
れ
に
し
か
生
じ
な
い
か
ら
で
も
な
け
れ
ば
、
そ
れ
が
不
定
性
や
偶
有
性
を

持
つ
か
ら
で
も
な
く
、
そ
こ
に
は
運
動
因
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

パ
ー
ス
は
原
因
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
に
考
え
、
近
代
的
な
因
果
性
を
否
定

す
る
か
ら
、因
果
論
的
原
因
が
登
場
す
る
余
地
は
最
初
か
ら
残
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
う
で
あ
れ
ば
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
パ
ー
ス
が
考
え
る
偶
然
性
は
哲
学
的
偶

然
性
で
し
か
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、〈
絶
対
偶
然
〉
も
当
然
の
こ
と
な
が

ら
哲
学
的
偶
然
性
で
あ
っ
て）

36
（

因
果
論
的
偶
然
性
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
〈
絶
対
偶
然
〉
を
宇
宙
の
根
源
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、

不
定
性
や
偶
有
性
を
世
界
の
究
極
的
な
出
発
点
と
し
て
措
定
す
る
こ
と
に
な

る
。開
闢
の
時
点
で
宇
宙
と
万
物
に
本
質
は
存
在
し
な
い
の
だ
と
。こ
れ
は
シ
ェ

リ
ン
グ
の
〈
原
始
偶
然
（U

rzuf

）
37
（all

）〉
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
パ
ー
ス

は
、〈
絶
対
偶
然
〉
を
宇
宙
の
開
闢
だ
け
で
は
な
く
個
々
の
事
物
の
生
成
に
も

認
め
、
い
つ
で
も
常
に
偶
然
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
る
（6.57

-59

）
か
ら
、

個
々
の
事
物
も
そ
の
生
成
の
時
点
で
は
本
質
を
も
た
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
法

則
も
本
質
も
な
い
状
態
で
開
闢
し
日
々
生
成
し
て
い
る
宇
宙
が
カ
オ
ス
と
し
て

終
わ
ら
ず
に
整
然
と
し
た
秩
序
を
実
現
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
の
は
な
ぜ

か
。
こ
の
問
題
に
、
パ
ー
ス
は
ど
の
よ
う
に
答
え
る
か
。

そ
の
解
答
が
、今
日
的
に
み
て
パ
ー
ス
を
受
け
入
れ
に
く
く
し
て
い
る
。パ
ー

ス
が
考
え
る
の
は
進
化
論
的
宇
宙
論
で
あ
る
。
し
か
も
、
客
観
的
観
念
論
と
し

て
の
で
あ
る
。
パ
ー
ス
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
タ
イ
キ
ズ
ム
は
ひ
と

つ
の
進
化
論
的
宇
宙
論
（evolutionary cosm

ology

）
を
生
み
出
す
こ
と
に
な

る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
こ
で
は
自
然
と
心
が
持
つ
す
べ
て
規
則
性
が
成
長
の
成

果
（products of grow

th

）
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
シ
ェ
リ
ン
グ

風
の
観
念
論
に
即
し
て
で
あ
る
。
こ
の
観
念
論
は
、
物
質
を
、
心
が
単
に
特
殊

化
さ
れ
部
分
的
に
死
ん
で
抜
け
殻
に
な
っ
た
も
の
と
み
な
す
の
で
あ
る
」

（6.102

）。
客
観
的
に
存
在
し
て
い
る
宇
宙
（universe

）
は
そ
れ
自
体
で
す
で

に
し
て
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
わ
け
だ
。
宇
宙
は
生
き
た
有
機
体
で

あ
っ
て
、
感
覚
（feeling

）
や
習
慣
（habit

）
か
ら
成
る
。
自
然
法
則
と
呼
ば

れ
る
も
の
は
、
こ
の
宇
宙
と
い
う
主
観
性
が
習
慣
と
し
て
形
成
し
た
も
の
な
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、物
質（m

atter

）は「
こ
こ
ろ
の
死
ん
だ
抜
け
殻（deadened 

m
ind

）」
だ
と
。
あ
る
い
は
こ
ん
な
風
に
も
言
っ
て
い
る
。「
あ
る
も
の
（a 

thing

）
を
外
側
か
ら
見
て
、
そ
の
も
の
が
他
の
も
の
た
ち
と
の
間
に
持
つ
作

用
や
反
作
用
の
関
係
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
物
質
（m

atter

）
と
し
て

見
え
て
く
る
。
そ
れ
を
内
側
か
ら
見
て
、
そ
れ
が
も
つ
感
覚
（feeling

）
の
よ

う
な
直
接
的
な
性
質
（im

m
ediate character

）
を
眺
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

意
識
（consciousness

）
と
し
て
見
え
て
く
る
」（6.268

）。
混
沌
と
し
て
、

す
な
わ
ち
不
定
性
や
偶
有
性
と
し
て
開
闢
し
た
宇
宙
は
、
当
初
は
漠
然
と
し
た

感
覚
の
状
態
に
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
習
慣
を
形
成
し
て
い
く
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
進
化
の
過
程
で
秩
序
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
こ
の
進
化
は
永
遠
に
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終
わ
る
こ
と
の
な
い
過
程
で
あ
る
か
ら
、究
極
の
完
成
に
達
す
る
こ
と
は
な
い
。

宇
宙
は
完
全
な
必
然
性
を
も
つ
ま
で
に
は
到
ら
な
い
の
だ
。

で
は
、〈
絶
対
偶
然
〉
か
ら
は
じ
ま
っ
た
宇
宙
が
法
則
性
を
形
成
し
て
い
く

具
体
的
な
過
程
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。
パ
ー
ス
は
そ
れ
を
一
種
の
帰
納
法

（induction

）
と
考
え
る
。
世
界
は
不
規
則
に
揺
ら
い
で
い
て
、
法
則
性
と
か

規
則
性
と
い
う
も
の
は
、
あ
る
幅
を
も
っ
た
不
規
則
な
揺
ら
ぎ
の
な
か
か
ら
最

終
的
に
（in the long run
）
帰
納
的
方
法
（the inductive m

ethod

）
に
よ
っ

て
確
認
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
（6.41

）。
宇
宙
論
的
ス
ケ
ー
ル
で
遂
行
さ

れ
る
論
理
的
操
作
で
あ
る
。〈
斉
一
性
（uniform

ity

）〉
が
ど
の
よ
う
に
し
て

形
成
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
様
々
な
説
を
検
討
し
た
最
後
に
、
パ
ー
ス
は
自
分

の
考
え
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
形
成
論
を
述
べ
て
い
る
。

「
著
者
〔
パ
ー
ス
自
身
の
こ
と
〕
が
指
摘
す
る
仮
説
は
以
下
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
す
べ
て
の
法
則
は
進
化
の
結
果
な
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
法
則
の
も

と
に
は
唯
一
の
傾
向
性
（tendency

）
が
あ
っ
て
、
こ
の
傾
向
性
は
そ
れ
自
体

の
徳
に
よ
っ
て
の
み
成
長
し
う
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
も
の
に

は
習
慣
と
な
る
傾
向
性
が
あ
る
の
だ
。
と
こ
ろ
で
、こ
の
同
じ
傾
向
性
こ
そ
が
、

心
が
も
つ
唯
一
の
根
本
法
則
で
あ
る
か
ら
、こ
こ
か
ら
次
の
こ
と
が
導
か
れ
る
。

心
的
な
行
動
が
諸
々
の
目
的
に
む
か
っ
て
活
動
す
る
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
や
り

方
で
物
的
な
進
化
は
諸
々
の
目
的
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
こ
と
、
そ
う

い
う
わ
け
で
、
一
面
に
お
い
て
は
、
目
的
因
的
因
果
性
（final causation

）
だ

け
が
主
要
な
因
果
性
な
の
だ
と
語
る
こ
と
は
完
璧
な
真
理
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ

と
が
導
か
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
他
方
で
は
、
習
慣
法
則
（the law

 of habit

）

は
単
純
な
形
式
的
法
則
で
あ
っ
て
、
運
動
因
的
因
果
性
（efficient causation

）

が
も
つ
法
則
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
ど
ち
ら
の
見
方
も
お
な
じ
よ

う
に
正
し
い
が
、
前
者
の
方
が
よ
り
理
解
し
や
す
い
。
一
方
、
習
慣
法
則
が
進

化
の
結
果
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
進
化
は
あ
ら
ゆ
る
時
間
を
通
じ
て
進
展
す

る
の
だ
か
ら
、い
か
な
る
法
則
も
絶
対
と
い
う
こ
と
は
な
い
こ
と
に
な
る
。我
々

は
、
現
象
自
体
が
、
観
測
上
の
間
違
い
に
類
比
的
な
法
則
か
ら
の
逸
脱
を
含
ん

で
い
る
こ
と
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。し
か
し
著
者〔
パ
ー
ス
自
身
〕は
、

こ
の
現
象
が
自
由
意
志
と
な
ん
ら
か
の
関
連
が
あ
る
と
こ
れ
ま
で
考
え
た
こ
と

は
な
い
。
あ
る
法
則
に
従
っ
て
進
化
す
る
限
り
、
そ
の
習
慣
法
則
は
、
同
質
性

か
ら
異
質
性
へ
の
移
動
（a m

ovem
ent from

 hom
ogeneity to heterogene-

ity

）
で
あ
る
代
わ
り
に
、
無
形
成
か
ら
斉
一
性
へ
の
成
長
（grow

th from
 dif-

form
ity to uniform

ity

）
な
の
で
あ
る
。」（6.101

）

宇
宙
が
多
様
性
（variety

）
と
斉
一
性
（uniform

ity

）
と
を
形
成
す
る
過

程
は
、
こ
の
よ
う
な
進
化
論
的
宇
宙
論
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え
に

従
え
ば
、
ガ
リ
レ
オ
に
お
け
る
慣
性
の
法
則
も
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
お
け
る
力
学

の
諸
法
則
も
、
フ
ァ
ラ
デ
ー-

マ
ク
ス
ウ
ェ
ル
に
お
け
る
電
磁
気
学
の
諸
法
則

も
、
こ
の
よ
う
に
、
宇
宙
が
実
行
す
る
帰
納
法
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、そ
れ
ら
の
法
則
は
ど
れ
ひ
と
つ
と
し
て
完
璧
な
も
の
は
な
い
。

絶
え
ず
多
く
の
逸
脱
事
例
が
存
在
す
る
の
だ
。
一
般
に
こ
れ
ら
の
法
則
は
、
そ

れ
ら
の
天
才
た
ち
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
パ
ー
ス
に
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言
わ
せ
れ
ば
、
実
は
宇
宙
自
体
の
自
己
内
反は
ん

省
し
ょ
う

の
結
果
な
の
だ
ろ
う
。
客
観

的
観
念
論
の
面
目
躍
如
で
あ
る
。

パ
ー
ス
に
よ
れ
ば
宇
宙
が
開
闢
す
る
の
も
、
ま
た
宇
宙
の
中
で
事
象
が
生
じ

る
の
も
偶
然
で
あ
る
。
宇
宙
の
根
源
は
、
そ
の
開
闢
の
時
点
に
お
い
て
も
、
ま

た
そ
の
つ
ど
時
々
刻
々
あ
た
ら
し
い
事
象
が
生
じ
る
の
も
、
す
べ
て
〈
絶
対
偶

然
〉
に
よ
る
。
世
界
は
偶
然
か
ら
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
パ
ー
ス
の
〈
絶
対

偶
然
〉
は
哲
学
的
偶
然
で
あ
っ
て
因
果
論
的
偶
然
で
は
な
い
。
そ
れ
は
煎
じ
詰

め
れ
ば
不
定
性
と
偶
有
性
で
し
か
な
い
。
そ
の
よ
う
な
哲
学
的
偶
然
性
が
な
ぜ

世
界
を
生
成
で
き
る
の
か
。
な
ぜ
、
法
則
か
ら
の
逸
脱
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
宇
宙
生
成
の
原
理
は
な
に
か
。
そ
れ
は
〈
絶
対
偶
然
〉
が
自
発

性
（spontaneity

）
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
自
発
性
の
お
か
げ
で
宇
宙
は
、
そ

の
全
体
に
お
い
て
も
ま
た
個
々
の
事
象
に
お
い
て
も
無
限
に
自
己
生
成
す
る
わ

け
だ
。

パ
ー
ス
の
〈
絶
対
偶
然
〉
に
は
自
発
性
が
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
パ
ー
ス
自
身

の
手
に
な
る
〈
絶
対
偶
然
〉
の
定
義
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
パ
ー
ス
は
〈
絶
対

偶
然
〉
を
自
発
性
と
重
ね
合
わ
せ
て
理
解
し
て
い
る
。
パ
ー
ス
は
、「
多
様
性

は
自
発
性
か
ら
生
じ
法
則
性
は
偶
然
性
か
ら
生
じ
る
」と
考
え
る
。〈
絶
対
偶
然
〉

が
宇
宙
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
多
様
性
と
法
則
性
の
唯
一
の
源
泉
た
り
う
る
の

は
、
こ
の
偶
然
性
が
同
時
に
自
発
性
で
も
あ
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
パ
ー
ス
の
考

え
る
〈
絶
対
偶
然
〉
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
用
語
で
言
え
ば
ア
ウ
ト
マ
ト
ン

で
あ
っ
て
テ
ュ
ケ
ー
、
す
な
わ
ちchance

で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

疑
義
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
）
38
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
偶
然
性
が
自
発
性
を
も
つ
こ
と
は
、
一
見
す
る
と
自
然
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
じ
つ
は
看
過
し
得
な
い
問
題
を
惹

き
起
こ
す
の
で
あ
る
。
で
は
、
偶
然
性
に
自
発
性
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
ど
う
い

う
不
都
合
が
生
じ
る
の
か
。

ま
ず
、
自
発
性
は
そ
れ
自
体
が
運
動
因
（
始
動
因
）
で
あ
ろ
う
か
ら
、
偶
然

は
そ
れ
自
体
が
原
因
、
す
な
わ
ち
自
己
原
因
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
う
で
あ
れ
ば
偶
然
の
出
来
事
に
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
原
因
論
の
意
味

で
も
近
代
的
な
因
果
性
の
意
味
で
も
、
原
因
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
偶
然

的
事
象
は
不
定
（
不
確
定
）
で
は
あ
る
が
自
発
的
だ
と
な
る
と
、
量
子
物
理
学

的
な
偶
然
性
と
は
う
ま
く
調
和
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
代
わ
り
、
パ
チ
ン

コ
屋
で
の
邂
逅
の
よ
う
な
遭
遇
型
の
偶
然
を
偶
然
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
く

な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
邂
逅
自
体
に
は
自
発
性
な
ど
ど
こ
に
も
な
い
。
な
い
か
ら

こ
そ
そ
れ
は
偶
然
と
み
な
さ
れ
る
の
だ
。
小
論
で
は
、
偶
然
性
の
典
型
は
遭
遇

で
あ
っ
て
、
遭
遇
型
の
偶
然
こ
そ
が
喫
緊
の
問
題
だ
と
考
え
る
か
ら
、
こ
れ
が

扱
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
偶
然
性
論
と
し
て
は
失
格
で
あ
る
。
い
っ
た
い
、
サ
イ

コ
ロ
が
三
の
目
を
出
す
こ
と
は
自
発
性
の
現
わ
れ
だ
ろ
う
か
。
益
城
町
を
震
度

７
の
地
震
が
二
度
襲
っ
た
こ
と
は
自
発
性
の
現
わ
れ
か
。
こ
れ
ら
の
場
合
も
、

そ
こ
に
は
自
発
性
な
ど
存
在
し
な
い
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ら
は
偶
然
と
み
な
さ
れ

る
の
だ
。
そ
れ
と
も
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
も
、
我
々
に
は
知
り
え
な
い
宇
宙
の

自
発
性
が
働
い
た
の
だ
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
自
発
性
が
あ
ろ
う
と
な
か
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ろ
う
と
、
わ
た
し
た
ち
は
サ
イ
コ
ロ
の
出
目
や
地
震
の
襲
来
を
偶
然
と
見
な
し

続
け
る
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
そ
こ
に
自
発
性
が
な
い
と
す
れ

ば
そ
れ
は
偶
然
で
は
な
い
」
と
考
え
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
自
発
性
は
偶
然

に
と
っ
て
本
質
的
な
要
件
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
偶
然
性
の
本
質
と
は
無
関
係

な
、
そ
れ
ゆ
え
ま
さ
に
偶
有
性
で
し
か
な
い
自
発
性
を
、
偶
然
の
本
質
で
あ
る

か
の
よ
う
に
取
り
込
ん
だ
の
は
、
パ
ー
ス
の
観
念
論
的
な
志
向
―
―
と
い
う
よ

り
は
嗜
好
―
―
で
あ
る
。

偶
然
性
に
自
発
性
を
組
み
込
む
こ
と
は
、
事
の
本
質
か
ら
と
い
う
よ
り
は
、

パ
ー
ス
が
も
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
観
念
論
的
傾
向
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
な
の

だ
か
ら
、「
偶
然
性
は
不
定
性
と
自
発
性
か
ら
な
る
」
と
主
張
す
る
パ
ー
ス
の

偶
然
性
論
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
自
然
哲
学
の
よ
う
に
、
自
然
を
必
要
以
上
に
主

観
化
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
パ
ー
ス
の
科
学
的
形
而
上
学
で
は
、
力
学
現

象
も
電
磁
気
現
象
も
熱
現
象
も
、
す
べ
て
が
主
観
性
の
現
わ
れ
と
な
る
。
し
か

し
、
人
間
の
意
志
的
・
意
識
的
行
動
と
磁
力
や
電
気
力
と
を
同
じ
も
の
と
み
な

す
の
は
、
や
は
り
失
当
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

で
は
、
疑
念
に
あ
げ
ら
れ
たchance

の
問
題
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

疑
念
ど
お
り
にchance

は
ど
こ
か
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
パ
ー
ス
は「
偶

然
的
分
布
（fortuitous distributions

）」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
（6.74

-81

）。

そ
し
て
こ
れ
を
も
っ
て
偶
然
の
定
義
に
宛
て
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
、
サ
イ
コ
ロ
の
出
目
の
頻
度
が
ど
の
目
に
つ
い
て
も

⅙  
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
出
目
は
偶
然
で
あ
る
と
結
論
を
下
す
よ
う
な
こ
と

で
あ
る
。
現
実
の
認
識
活
動
と
し
て
見
れ
ば
、
こ
の
手
続
き
は
き
わ
め
て
ま
っ

と
う
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
は
、
サ
イ
コ
ロ
が
真
正
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

を
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
出
目
が
偶
然
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、
出
目
の
様
子
か
ら

判
断
す
る
ほ
か
な
い
の
だ
か
ら
。
し
か
し
そ
の
よ
う
に
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に

考
え
て
し
ま
う
と
、
パ
チ
ン
コ
屋
で
の
出
会
い
を
偶
然
と
み
な
す
こ
と
は
で
き

な
く
な
る
だ
ろ
う
。
パ
ー
ス
が
考
え
る
偶
然
は
、あ
く
ま
でchance

で
あ
っ
て
、

パ
チ
ン
コ
屋
で
の
遭
遇
の
よ
う
なaccident

は
考
え
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
疑
念
は
杞
憂
だ
っ
た
よ
う
だ
。chance

は
し
っ
か
り
捉
え
ら
れ
て

い
る
の
だ
。
疑
念
と
し
て
提
出
さ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
の
は
、
パ
ー
ス
の
偶
然
性

はcasus

で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
―
―
こ
れ
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
パ
ー
ス
の
視
野
に
は
、
最
初
か
らcasus

、
す
な

わ
ち
因
果
論
的
偶
然
性
な
ど
全
く
入
っ
て
い
な
い
。
パ
ー
ス
は
、
気
体
分
子
運

動
論
を
念
頭
に
置
い
て
、
偶
然
的
分
布
に
つ
い
て
論
じ
て
い
て
、
そ
こ
で
は
正

当
に
も
、
偶
然
的
分
布
の
成
立
に
際
し
て
原
因
が
阻
却
さ
れ
る
こ
と
を
見
て
い

る
。「
出
来
事
は
保
存
力
（conservative forces

）
の
完
全
な
支
配
の
下
で
生

じ
る
。
偶
然
的
分
布
に
向
う
傾
向
が
あ
る
場
合
、偶
然
的
分
布
と
い
う
性
質
は
、

運
動
が
も
っ
て
い
る
様
々
な
初
期
条
件
の
違
い
の
中
に
あ
る
偶
然
的
分
布
に
全

面
的
に
依
存
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
初
期
条
件
の
違
い
に
つ
い
て
、
保
存
力

は
ま
っ
た
く
無
関
係
だ
。
こ
の
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
の
は
、
活
力
（vires 

vivae

：
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹇1/2 m

v
2

﹈
の
こ
と
）
39
（

）
の
最
初
の
分
布
を
特
徴
付

け
る
特
殊
な
分
布
が
次
第
に
死
に
絶
え
る
（dies out

）
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
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特
殊
な
分
布
の
痕
跡
は
、
た
し
か
に
い
つ
ま
で
も
残
る
が
、
し
か
し
、
次
第
に

弱
ま
っ
て
、
完
全
な
消
滅
（com

plete disappearance

）
に
限
り
な
く
近
づ
く

の
だ
」（6.81
）。
し
か
し
パ
ー
ス
は
、
当
然
な
が
ら
、
こ
の
原
因
の
阻
却
を
偶

然
性
が
成
立
す
る
究
極
の
機
制
と
は
見
て
い
な
い
。
熱
・
統
計
力
学
で
、
エ
ル

ゴ
ー
ド
性
が
成
立
す
る
際
、
初
期
条
件
が
ど
う
で
も
よ
く
な
る
こ
と
に
多
く
の

物
理
学
者
が
触
れ
て
い
る
が
、
パ
ー
ス
の
こ
の
阻
却
に
つ
い
て
の
発
言
も
、
そ

の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
。

偶
然
性
を
自
発
性
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
孕
む
も
う
ひ
と
つ
の
問
題
点

は
、
進
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
係
す
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
に
強
い
説
得

力
を
あ
た
え
、
そ
れ
以
外
の
進
化
論
と
の
際
立
っ
た
差
異
を
か
た
ち
づ
く
っ
て

い
る
の
は
、ダ
ー
ウ
ィ
ン
型
進
化
論
が
、目
的
論
的
な
創
造
型
進
化
論
と
は
違
っ

て
、
徹
底
し
た
機
械
論
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
組
み
込
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
）
40
（

。
突

然
変
異
が
生
じ
る
の
も
自
然
淘
汰
が
成
立
す
る
の
も
、
そ
れ
ら
の
究
極
に
遭
遇

型
の
偶
然
性
が
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
遭
遇
型
の
偶
然
性
こ
そ
因

果
論
的
偶
然
性
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
因
果
論
的
偶
然
性
の
存
在
を

み
と
め
な
い
パ
ー
ス
に
あ
っ
て
は
、
偶
然
を
い
か
に
自
発
性
と
重
ね
合
わ
せ
よ

う
と
、
実
際
の
進
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
す
る
こ
と
は
覚
束
な
い
。
結
局
は

客
観
的
観
念
論
に
す
が
っ
て
、
そ
こ
に
は
宇
宙
を
み
た
す
主
観
性
の
目
的
論
的

意
向
―
―
パ
ー
ス
は
愛
（love

）
と
呼
ぶ
―
―
が
働
い
て
い
る
の
だ
と
か
な
ん

と
か
言
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
進
化
に
つ
い
て
パ
ー
ス
は
一
種
の
ラ
マ
ル
ク

主
義
を
採
っ
て
、
創
造
的
愛
や
共
感
に
よ
る
進
化
を
考
え
る
。
こ
れ
が
パ
ー
ス

の
言
う
ア
ガ
ペ
イ
ズ
ム
（agapasm

）
で
あ
る
（6.299

-302

）。
パ
ー
ス
の
偶

然
性
は
哲
学
的
偶
然
性
だ
か
ら
、「
タ
イ
キ
ズ
ム
は
一
種
の
ア
ガ
ペ
イ
ズ
ム
で

あ
る
」（6.304

）
と
宣
言
し
た
と
こ
ろ
で
ど
こ
か
に
支
障
が
生
じ
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
あ
る
が
。

パ
ー
ス
に
と
っ
て
偶
然
性
と
は
、
偶
有
性
で
あ
り
不
定
性
で
あ
る
。
世
界
の

根
本
は
ア
モ
ル
フ
な
の
だ
と
言
い
た
い
わ
け
だ
。
そ
し
て
ま
た
偶
然
性
は
潜
在

性
で
あ
り
自
発
性
で
あ
る
。
そ
し
て
自
発
性
は
自
己
原
因
で
あ
る
。
パ
ー
ス
の

タ
イ
キ
ズ
ム
と
は
、自
己
原
因
を
世
界
中
に
ば
ら
ま
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

自
然
発
生
説
の
復
活
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
同
時
に
汎
神
論
―
―
な
い
し
汎

心
論
―
―
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル-

シ
ェ
リ
ン
グ
的
な
汎-

精
神
論
の
図
式
を
そ
の

ま
ま
引
き
継
い
で
、
精
神
の
か
わ
り
に
偶
然
を
置
い
た
よ
う
な
風
情
だ
。
こ
れ

が
パ
ー
ス
の
偶
然
主
義
（tychism

）
の
内
実
で
あ
る
。

パ
ー
ス
に
お
い
て
偶
然
性
は
満
度
に
花
開
く
。
し
か
も
偶
然
性
は
宇
宙
に
遍

在
す
る
。
偶
然
性
は
わ
が
世
の
春
を
謳
歌
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
が

ゆ
る
さ
れ
た
の
は
こ
の
偶
然
性
が
哲
学
的
偶
然
性
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
が

不
定
性
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
で
も
決
定
論
的
な
世
界
観
か
ら
す
れ
ば
驚
天
動

地
だ
ろ
う
。
ゆ
る
ぎ
な
く
確
定
し
て
い
る
は
ず
の
宇
宙
は
不
定
な
偶
然
性
の
星

雲
と
化
し
た
の
だ
か
ら
。
し
か
し
偶
然
性
が
星
と
輝
け
る
の
は
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
星
々
が
自
発
性
だ
か
ら
で
あ
る
。

結
局
パ
ー
ス
の
世
界
像
は
、
意
識
や
意
志
や
恣
意
や
自
由
と
い
っ
た
人
間
に

固
有
の
機
能
を
宇
宙
全
体
に
ち
り
ば
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
で
あ
っ
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て
、
偶
然
性
の
遍
在
は
そ
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
。
彼
の
理
論
構
成
は
逆
に
な
っ

て
い
る
け
れ
ど
も
。
そ
れ
ゆ
え
、
パ
ー
ス
の
偶
然
性
論
の
当
否
は
シ
ェ
リ
ン
グ

流
の
客
観
的
観
念
論
あ
る
い
は
汎
神
論
の
妥
当
性
如
何
と
な
る
。パ
ー
ス
の〈
絶

対
偶
然
〉
は
シ
ェ
リ
ン
グ
の
〈
原
始
偶
然
〉
の
焼
き
直
し
に
す
ぎ
な
い
と
言
え

ば
、
そ
れ
は
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。

5　

九
鬼
周
造
の
偶
然
性
論

　
　

―
―
偶
然
性
は
ス
コ
ラ
化
さ
れ
る
―
―

最
後
に
九
鬼
周
造
の
『
偶
然
性
の
問
題
）
41
（

』
を
採
り
上
げ
よ
う
。

九
鬼
は
、「
偶
然
性
と
は
必
然
性
の
否
定
で
あ
る
」（
一
頁
）
と
い
う
定
義
を

も
っ
て
彼
の
個
性
的
な
偶
然
性
論
を
始
め
る
。
そ
の
際
九
鬼
は
、
必
然
性
を
自

己
同
一
性
と
し
て
と
ら
え
、「
同
一
、
従
っ
て
必
然
と
い
う
規
定
は
（
一
）
概

念
性
、（
二
）
理
由
性
、（
三
）
全
体
性
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、（
一
）

概
念
と
徴
表
と
の
関
係
、（
二
）
理
由
と
帰
結
と
の
関
係
、（
三
）
全
体
と
部
分

と
の
関
係
に
関
し
て
把
握
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」（
七
頁
）
と
考
え
る
。
一
つ

目
の
、
概
念
と
徴
表
と
の
関
係
を
支
配
す
る
必
然
性
と
は
、
例
え
ば
「
す
べ
て

の
三
角
形
は
三
つ
の
辺
か
ら
な
る
」
と
か
「
す
べ
て
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
三
つ
葉

で
あ
る
」
の
よ
う
な
全
称
命
題
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
二
つ
目
の
、
理
由
と

帰
結
、
な
い
し
原
因
と
結
果
の
関
係
を
支
配
す
る
必
然
性
は
、
例
え
ば
「
雨
が

降
る
な
ら
ば
湿
度
が
あ
が
る
」
の
よ
う
な
因
果
関
係
を
あ
ら
わ
す
仮
言
命
題
に

よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。三
つ
目
の
全
体
と
部
分
の
関
係
を
支
配
す
る
必
然
性
は
、

「
三
角
形
は
、
鋭
角
三
角
形
で
あ
る
か
あ
る
い
は
直
角
三
角
形
で
あ
る
か
あ
る

い
は
鈍
角
三
角
形
で
あ
る
」
の
よ
う
な
選
言
命
題
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
そ

し
て
こ
れ
ら
三
種
類
の
必
然
性
を
九
鬼
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
定
言
的
必
然
」「
仮

説
的
必
然
」「
離
接
的
必
然
」
と
呼
ぶ
。
九
鬼
は
、「
仮
言
的
」
よ
り
も
「
仮
説

的
」
を
、「
選
言
的
」
よ
り
も
「
離
接
的
」
の
言
い
方
を
好
む
よ
う
だ
（
八
頁
）。

偶
然
性
と
は
必
然
性
の
否
定
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
以
上
の
三
種
類
の
必
然

性
に
対
応
し
て
、
偶
然
性
に
も
三
種
あ
る
こ
と
に
な
る
。「
定
言
的
偶
然
」「
仮

説
的
偶
然
」「
離
接
的
偶
然
」
で
あ
る
）
42
（

。
九
鬼
は
ま
た
そ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
「
論

理
的
偶
然
」「
経
験
的
偶
然
」「
形
而
上
的
偶
然
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
が
、
こ
の

間
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
…
…
定
言
的
偶
然
は
論
理
学
上

の
概
念
的
見
地
に
終
始
し
、
仮
説
的
偶
然
は
経
験
界
に
お
け
る
因
果
性
に
関
し

て
顕
著
に
現
わ
れ
、
離
接
的
偶
然
は
形
而
上
的
の
絶
対
者
に
対
し
て
特
に
浮
き

出
て
く
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、優
勢
的
命
名
法
に
よ
っ
て
三
者
を
論
理
的
偶
然
、

経
験
的
偶
然
、
形
而
上
的
偶
然
と
呼
ぶ
の
も
一
つ
の
仕
方
で
あ
る
。
し
か
し
偶

然
性
は
そ
の
根
源
に
お
い
て
論
理
学
的
様
相
性
に
所
属
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
種
の
優
勢
的
命
名
法
は
厳
密
に
言
え
ば
不
適
切
で
あ
る
こ
と
を
免
れ

な
い
。」（
一
一
頁
）。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
九
鬼
が
偶
然
性
を
「
論
理
学

的
様
相
性
に
所
属
す
る
も
の
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
九
鬼
の
偶
然

性
論
が
様
相
論
理
学
的
性
格
を
濃
厚
に
と
ど
め
て
い
る
の
は
偶
然
性
に
た
い
す

る
彼
の
こ
の
根
本
姿
勢
の
表
わ
れ
で
あ
る
。
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定
言
的
偶
然
の
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
あ
る
ク
ロ
ー
バ
ー
が
四
つ
葉
で
あ

る
こ
と
や
、
ギ
リ
シ
ア
で
夏
に
雨
が
多
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、「
す
べ

て
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
三
つ
葉
で
あ
る
」
や
「
ギ
リ
シ
ア
の
夏
は
雨
が
少
な
い
」

が
定
言
的
必
然
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
を
否
定
す
る
例
外
的
事
例
に
あ

た
る
の
で
偶
然
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
「
三
角
形
の
内
角

の
和
が
二
直
角
で
あ
る
」
も
偶
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何

学
ま
で
念
頭
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
三
角
形
の
本
質
は
三
つ
の
辺
か
ら
な
る
こ
と

で
あ
っ
て
、
内
角
の
和
が
二
直
角
で
あ
る
か
二
直
角
よ
り
大
き
い
か
小
さ
い
か

は
必
然
性
を
持
た
な
い
か
ら
だ
。
定
言
的
偶
然
の
端
的
な
例
と
し
て
は
、
む
し

ろ
個
物
、
個
体
が
挙
げ
ら
れ
る
。
人
間
と
い
う
本
質
が
普
遍
的
同
一
者
と
し
て

必
然
性
を
も
つ
の
に
た
い
し
て
個
々
の
人
間
は
そ
れ
が
固
体
で
あ
る
と
い
う
点

で
す
で
に
し
て
偶
然
な
の
で
あ
る
。

九
鬼
は
、
定
言
的
偶
然
の
問
題
は
仮
説
的
偶
然
の
問
題
に
移
行
す
る
と
考
え

る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
、「「
こ
の
ク
ロ
ー
バ
ー
」
が
「
四
葉
」
で
あ
る
の
は
、

栄
養
の
状
態
か
、
気
候
の
影
響
か
、
創
傷
の
刺
激
か
、
何
ら
か
の
原
因
が
な
く

て
は
な
ら
ぬ
」（
四
四-

五
頁
）
か
ら
で
あ
る
。

仮
説
的
偶
然
に
は
、
理
由
を
欠
く
場
合
、
原
因
（
因
果
性
）
を
欠
く
場
合
、

目
的
を
欠
く
場
合
が
あ
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
「
理
由
的
偶
然
」「
因
果
的
偶
然
」「
目

的
的
偶
然
」
と
し
て
区
分
さ
れ
る
。
仮
説
的
偶
然
を
論
じ
る
第
二
章
は
、
偶
然

性
の
種
類
分
け
に
関
す
る
些
末
で
煩
雑
な
議
論
が
延
々
と
続
く
。
因
果
的
偶
然

性
は
始
動
因
（
運
動
因
）
が
存
在
し
な
い
場
合
で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
小
論

が
定
義
す
る
因
果
論
的
偶
然
性
で
あ
る
。
仮
説
的
偶
然
の
例
と
し
て
は
、
語
呂

合
わ
せ
や
奇
跡
も
含
ま
れ
る
。
前
者
は
理
由
的
積
極
的
偶
然
の
例
と
し
て
説
明

さ
れ
（
七
二-

四
頁
）、
後
者
は
因
果
的
偶
然
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

（
七
五
頁
）。
ち
な
み
に
言
え
ば
、
仮
説
的
偶
然
が
経
験
的
偶
然
と
言
い
換
え
ら

れ
る
の
は
、
因
果
的
偶
然
と
目
的
的
偶
然
の
二
者
を
指
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

九
鬼
は
仮
説
的
偶
然
の
究
極
に
は
二
つ
の
因
果
系
列
の
遭
遇
ま
た
は
邂
逅
が

あ
る
と
考
え
る
。
仮
説
的
偶
然
の
基
本
的
性
質
で
あ
る
こ
と
を
超
え
て
、「
偶

然
は
遭
遇
ま
た
は
邂
逅
と
し
て
定
義
さ
れ
る
」（
一
四
八
頁
）
と
ま
で
言
っ
て

い
る
。「
偶
然
性
の
核
心
的
意
味
は
「
甲
は
甲
で
あ
る
」
と
い
う
同
一
律
の
必

然
性
を
否
定
す
る
甲
と
乙
と
の
邂
逅
で
あ
る
。我
々
は
偶
然
性
を
定
義
し
て「
独

立
な
る
二
元
の
邂
逅
」
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
」（
同
頁
）
と
。「
要

す
る
に
仮
説
的
積
極
的
偶
然
の
一
般
性
格
と
し
て
、
ま
た
広
く
は
一
般
に
偶
然

そ
の
も
の
の
性
格
と
し
て
独
立
な
る
二
元
の
邂
逅
と
い
う
意
味
構
造
が
目
撃
さ

れ
る
の
で
あ
る
」（
一
五
〇
頁
）。
そ
し
て
九
鬼
は
、
単
に
因
果
性
を
欠
く
場
合

を
「
消
極
的
偶
然
」、
邂
逅
な
い
し
遭
遇
が
あ
っ
て
生
じ
る
場
合
を
「
積
極
的

偶
然
」
と
呼
び
分
け
て
い
る
。

離
接
的
偶
然
は
、
選
言
文
（
離
接
文
）
が
必
然
性
を
表
現
し
て
い
る
と
き
、

何
で
あ
れ
そ
の
選
言
肢
（
離
接
肢
）
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
全

体
の
必
然
性
に
対
す
る
部
分
の
偶
然
性
で
あ
る
。「
そ
う
し
て
各
部
分
は
、
全

体
の
中
に
包
ま
れ
て
い
な
が
ら
相
互
に
離
接
的
関
係
に
立
っ
て
い
る
か
ら
、
こ

の
種
の
偶
然
を
離
接
的
偶
然
と
い
う
。
例
え
ば
三
角
形
は
鋭
角
三
角
形
で
あ
る
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か
、
直
角
三
角
形
で
あ
る
か
、
鈍
角
三
角
形
で
あ
る
。
そ
の
他
の
三
角
形
が
考

え
ら
れ
な
い
限
り
、
三
角
形
は
一
つ
の
全
体
と
し
て
外
延
的
に
完
結
し
て
い
る

も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
鋭
角
三
角
形
が
、
鋭
角
三
角
形
で
な
く
て
直
角

三
角
形
で
も
鈍
角
三
角
形
で
も
あ
り
得
る
と
い
う
点
に
、
全
体
と
し
て
の
三
角

形
に
対
し
て
鋭
角
三
角
形
は
偶
然
性
を
も
っ
て
い
る
」（
一
八
五-

六
頁
）。ま
た
、

自
然
数
は
必
ず
奇
数
で
あ
る
か
あ
る
い
は
偶
数
で
あ
る
か
ら
、
奇
数
や
偶
数
は

そ
れ
ぞ
れ
が
偶
然
で
あ
る
。
更
に
ま
た
、
人
間
は
必
ず
男
性
で
あ
る
か
あ
る
い

は
女
性
で
あ
る
な
ら
ば
、
男
性
で
あ
る
こ
と
や
女
性
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
偶
然
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
偶
然
と
呼
ぶ
の
は
、
そ
れ
ら
が
必
然
で
は
な
い
か
ら
だ
。
こ
の
場

合
に
必
然
で
な
い
と
は
、
そ
れ
ら
は
本
質
を
形
成
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
奇
数
や
偶
数
は
自
然
数
の
本
質
で
は
な
い
し
、
男
性
や
女
性

も
人
間
の
本
質
で
は
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
奇
数
や
偶
数
は
、
そ
し
て
ま
た
、

男
性
や
女
性
は
、
偶
然
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
離
接
的
（
選
言
的
）

偶
然
で
あ
る
。

第
１
節
で
提
示
し
た
四
種
類
の
偶
然
性
と
比
較
す
れ
ば
、
九
鬼
の
言
う
定
言

的
偶
然
は
本
体
論
的
偶
然
性
に
、
仮
説
的
偶
然
は
因
果
論
的
偶
然
性
に
、
離
接

的
偶
然
は
様
相
論
的
偶
然
性
に
、ほ
ぼ
対
応
す
る
。「
ほ
ぼ
」と
限
定
す
る
の
は
、

九
鬼
の
場
合
に
は
、「
偶
然
性
は
必
然
性
の
否
定
で
あ
る
」
と
い
う
大
前
提
が

あ
っ
て
、
し
か
も
そ
の
必
然
性
が
、
定
言
判
断
、
仮
言
判
断
、
選
言
判
断
の
形

を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
幾
度
も
述
べ
た
よ
う
に
、

本
体
論
的
偶
然
性
と
様
相
論
的
偶
然
性
と
は
表
裏
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
以

上
、
九
鬼
が
離
接
的
偶
然
と
呼
ぶ
も
の
に
は
、
様
相
論
的
偶
然
性
の
側
面
と
並

ん
で
本
体
論
的
偶
然
性
の
側
面
が
あ
る
。
離
接
的
偶
然
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て

い
く
九
鬼
の
偶
然
性
論
は
、
ま
さ
に
哲
学
的
偶
然
性
の
独
壇
場
と
化
す
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

偶
然
性
は
、
そ
の
様
相
の
本
当
の
姿
が
、（
様
相
）
論
理
学
と
存
在
論
と
を

統
合
し
た
「
存
在
論
理
学
」（
二
二
七
頁
）
に
於
い
て
闡
明
さ
れ
る
と
い
う
の

が
九
鬼
の
狙
い
で
あ
り
誇
り
で
も
あ
る
よ
う
だ
。
離
接
的
偶
然
を
主
題
的
に
論

じ
る
第
三
章
は
、
四
つ
の
様
相
―
―
必
然
、
可
能
、
不
可
能
、
偶
然
―
―
の
間

の
関
係
に
関
す
る
殆
ん
ど
ス
コ
ラ
的
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
よ
う
な
議
論
に
費
や
さ

れ
る
。
偶
然
性
論
の
土
俵
を
様
相
論
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
九
鬼
の
偶
然
性

論
は
、
一
方
で
、
様
相
に
関
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
の
蓄
積
を
利
用
で
き

る
特
典
と
、
決
定
論
と
の
全
面
対
決
を
避
け
る
当
た
り
の
良
さ
と
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
偶
然
性
の
客
観
的
存
在
を
明
確
に
表
明
し
な

が
ら
も
決
定
論
と
の
激
突
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
偶
然
性
が
も
っ

ぱ
ら
様
相
的
な
偶
然
と
し
て
様
相
論
理
の
レ
ベ
ル
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
偶
然
性
を
様
相
論
の
水
準
に
限
定
す
れ
ば
、
偶
然
性

論
と
し
て
は
一
面
的
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
無
知
説
の
根
強
さ
が
身
を
も
っ
て

示
し
て
い
る
よ
う
に
、
偶
然
性
の
客
観
的
存
在
は
、
決
定
論
と
激
突
す
る
が
ゆ

え
に
問
題
視
さ
れ
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。
決
定
論
的
な
哲
学
の
伝
統
が
偶
然
性
を

疎
外
し
続
け
て
き
た
の
も
、
偶
然
性
が
論
理
の
水
準
を
こ
え
て
、
事
象
の
生
成
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の
局
面
で
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
九
鬼
の
よ
う
に

偶
然
性
論
を
様
相
論
の
水
準
で
か
た
づ
け
て
し
ま
う
と
、
偶
然
性
を
論
じ
て
い

な
が
ら
決
定
論
と
の
関
係
が
曖
昧
に
な
り
、
不
節
操
な
イ
イ
ト
コ
取
リ
の
印
象

が
つ
き
ま
と
う
。

九
鬼
の
偶
然
性
論
の
全
体
を
貫
く
キ
ー
・
ワ
ー
ド
は
「
無
い
こ
と
の
可
能
」

で
あ
る
。
偶
然
性
を
様
相
論
的
に
規
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
偶
然
性
の
本
質
を

〈
無
い
こ
と
の
可
能
〉
と
み
な
し
て
も
か
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
哲
学
談

議
を
離
れ
て
み
れ
ば
、
偶
然
性
で
重
要
な
の
は
あ
く
ま
で
因
果
論
的
偶
然
性
で

あ
る
。
そ
う
で
あ
る
限
り
〈
無
い
こ
と
の
可
能
〉
で
は
不
十
分
な
の
だ
。
不
十

分
に
と
ど
ま
ら
ず
、
不
適
切
で
あ
り
、
明
確
に
間
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。〈
無

い
こ
と
の
可
能
〉
が
九
鬼
の
偶
然
性
論
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
次

に
見
て
み
よ
う
。

『
偶
然
性
の
問
題
』
の
最
終
章
は
「
結
論
」
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で

九
鬼
は
、
全
体
を
総
括
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
要
す
る
に
定
言
的
偶
然
の
核
心
的
意
味
は
「
個
物
お
よ
び
個
々
の
事
象
」

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
仮
説
的
偶
然
の
核
心
的
意
味
は
「
一
つ
の
系
列
と
他

の
系
列
と
の
邂
逅
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
離
接
的
偶
然
の
核
心
的
意
味
は

「
無
い
こ
と
の
可
能
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
個
物
お
よ
び
個
々
の
事
象
で

あ
る
が
故
に
、
一
般
概
念
に
対
し
て
偶
然
的
徴
表
を
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

独
立
し
た
系
列
と
系
列
と
の
邂
逅
で
あ
る
が
故
に
、
理
由
と
帰
結
の
必
然
的
関

係
の
外
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
無
い
こ
と
の
可
能
な
る
が
故
に
、
諸
可
能
性
全

体
の
持
つ
必
然
性
に
悖も
と

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
ら
の
偶
然
の
三
つ

の
意
味
は
決
し
て
個
々
に
分
離
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
渾
然
と
し
て
ひ
と
つ

に
融
合
し
て
い
る
。「
個
物
お
よ
び
個
々
の
事
象
」
の
核
心
的
意
味
は
「
一
つ

の
系
列
と
他
の
系
列
と
の
邂
逅
」
と
い
う
こ
と
に
存
し
、
邂
逅
の
核
心
的
意
味

は
邂
逅
し
な
い
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、「
無
い
こ
と
の
可
能
」

と
い
う
こ
と
に
存
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
こ
れ
ら
す
べ
を
原
本
的
に
規
定
し
て

い
る
偶
然
性
の
根
源
的
意
味
は
、
一
者
と
し
て
の
必
然
性
に
対
す
る
他
者
の
措

定
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
必
然
性
と
は
同
一
性
す
な
わ
ち
一
者
の
様
相
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
偶
然
性
は
一
者
と
他
者
の
二
元
性
の
あ
る
と
こ
ろ
に
初
め
て
存
す

る
の
で
あ
る
。
…
…
個
物
の
起
源
は
一
者
に
対
す
る
他
者
の
二
元
的
措
定
に
遡

る
。
邂
逅
は
独
立
な
る
二
元
の
邂
逅
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
無
い
こ
と
の
可
能
は

ひ
と
つ
ま
た
は
他
の
選
択
に
基
く
も
の
と
し
て
二
元
を
予
想
し
て
い
る
。

…
…
」（
三
二
三-

五
頁
）

こ
こ
に
九
鬼
偶
然
性
論
の
す
べ
て
が
語
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
過
言
で
は
な

い
。
定
言
的
偶
然
の
偶
然
性
は
、
一
般
に
た
い
す
る
個
物
の
個
体
性
に
あ
り
、

仮
説
的
偶
然
の
基
本
構
造
は
〈
二
系
列
の
邂
逅
〉
に
あ
り
、
離
接
的
偶
然
の
基

本
構
造
は
〈
無
い
こ
と
の
可
能
〉
に
あ
る
。
定
言
的
偶
然
は
〈
邂
逅
〉
を
通
じ

て
仮
説
的
偶
然
へ
と
一
般
化
さ
れ
、
仮
説
的
偶
然
は
〈
無
い
こ
と
の
可
能
〉
を

通
じ
て
離
接
的
偶
然
へ
一
般
化
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
偶
然
性
の
問
題
は
離
接

的
偶
然
に
お
い
て
最
終
的
決
着
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
〈
無
い

こ
と
の
可
能
〉
は
結
局
〈
一
者
と
他
者
〉
の
二
元
性
に
行
き
着
く
わ
け
だ
か
ら
、
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偶
然
性
の
問
題
は
究
極
的
に
は
こ
の
二
元
性
に
淵
源
を
も
つ
の
で
あ
る
。『
偶

然
性
の
問
題
』
の
売
り
は
そ
の
煩
雑
な
ま
で
に
精
緻
な
議
論
に
あ
る
の
で
あ
っ

て
、
九
鬼
の
議
論
の
論
理
構
造
だ
け
を
取
り
出
す
と
、
こ
の
よ
う
に
極
め
て
単

純
な
の
に
は
驚
い
て
し
ま
う
。
煩
瑣
な
議
論
を
粘
り
強
く
辿
る
際
の
繊
細
さ
と

正
確
さ
は
驚
嘆
に
あ
た
い
す
る
。
し
か
し
彼
の
立
論
の
骨
組
み
は
、
こ
こ
に
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
あ
っ
け
な
い
ほ
ど
簡
単
な
の
だ
。

コ
イ
ン
を
投
げ
て
表
が
出
た
と
き
、
そ
れ
は
偶
然
だ
と
い
う
。
で
は
何
が
そ

れ
を
偶
然
た
ら
し
め
る
の
か
。
表
が
出
な
い
こ
と
も
可
能
だ
か
ら
か
。
た
し
か

に
、
表
が
出
る
こ
と
は
コ
イ
ン
の
本
質
で
は
な
い
か
ら
、
表
が
出
な
い
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、「
表
が
出
た
こ
と
が
偶
然
な
の
は
、
表
が
出
な
い
こ

と
が
可
能
だ
か
ら
だ
」
と
は
、「
偶
然
」
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
を
説
明
し
て

い
る
に
過
ぎ
ず
、
偶
然
と
い
う
出
来
事
の
根
拠
を
説
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
表
が
出
な
い
こ
と
が
不
可
能
だ
と
す
れ
ば
、
表
が
出
た
こ
と
は
必
然
で
あ

る
。
だ
か
ら
、「
表
が
出
る
こ
と
が
偶
然
な
の
は
表
が
出
な
い
可
能
性
が
あ
る

か
ら
だ
」
と
答
え
る
の
は
、「
表
が
出
る
こ
と
が
偶
然
な
の
は
そ
れ
が
必
然
で

は
な
い
か
ら
だ
」
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
偶
然
を
必
然
の
否
定
で
言
い

換
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

「
無
い
こ
と
の
可
能
」
と
は
、
こ
の
よ
う
に
、
た
だ
偶
然
を
定
義
し
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
れ
は
、「
偶
然
」
と
呼
ぶ
根
拠
を
示
し
て
い
る
に
し

て
も
、
偶
然
が
成
立
す
る
根
拠
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
論
理

学
の
議
論
で
あ
っ
て
、
因
果
論
の
議
論
で
は
な
い
。
知
り
た
い
の
は
、
偶
然
と

呼
ぶ
根
拠
で
は
な
く
、
偶
然
が
生
じ
る
理
由
で
あ
る
。

離
接
的
偶
然
が
〈
無
い
こ
と
の
可
能
〉
を
実
現
し
て
い
る
の
は
、
例
え
ば
、

三
角
形
の
全
体
と
い
う
必
然
性
か
ら
見
れ
ば
、
直
角
三
角
形
で
な
い
こ
と
も
可

能
で
あ
り
、
自
然
数
の
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
奇
数
で
な
い
こ
と
も
可
能
で
あ
る

か
ら
だ
。
同
様
に
、
人
類
と
い
う
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
男
性
で
な
い
こ
と
も
可

能
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
直
角
三
角
形
は
偶
然
で
あ
り
、
奇
数
は
偶

然
で
あ
り
、男
性
は
偶
然
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
〈
一
と
他
〉

と
か
〈
全
体
と
部
分
〉
と
言
う
よ
う
な
「
存
在
論
理
学
」
的
関
係
で
あ
る
。〈
無

い
こ
と
の
可
能
〉
を
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
偶
然
性

を
、「
全
体
か
ら
み
た
偶
然
」
あ
る
い
は
「
全
体
論
的
偶
然
」
と
呼
ぶ
こ
と
に

し
よ
う
。
偶
然
で
あ
る
こ
と
が
全
体
と
の
関
連
で
決
ま
る
か
ら
だ
。
離
接
的
偶

然
す
な
わ
ち
様
相
論
的
偶
然
は
こ
の
意
味
で
全
体
論
的
偶
然
で
あ
る
。

こ
の
全
体
論
的
偶
然
の
定
義
に
用
い
ら
れ
て
い
る
可
能
性
は
論
理
的
可
能
性

と
み
な
す
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。「
三
角
形
に
は
鋭
角
三
角
形
も
直
角
三
角
形

も
鈍
角
三
角
形
も
可
能
だ
」と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。『
偶

然
性
の
問
題
』
に
は
、
離
接
的
偶
然
と
論
理
的
可
能
性
と
を
同
一
視
し
て
い
る

箇
所
も
あ
る
）
43
（

が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
偶
然
性
が
こ
の
意
味
で
の
「
無

い
こ
と
の
可
能
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
偶
然
性
と
必
然
性
と
は
互
に

否
定
的
な
関
係
に
あ
る
。
九
鬼
が
偶
然
性
を
必
然
性
と
対
立
す
る
も
の
と
し
て

と
ら
え
、
そ
の
二
つ
は
矛
盾
対
当
の
関
係
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
時
（
二
二
四

頁
）
に
は
、
こ
の
意
味
で
の
偶
然
が
念
頭
に
あ
る
は
ず
だ
。
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し
か
し
、「
無
い
こ
と
の
可
能
」
は
偶
然
性
の
定
義
で
し
か
な
い
の
に
、
な

ぜ
九
鬼
は
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
離
接
的
偶
然
の
核
心
的
意
味
と
呼
ぶ
の
だ
ろ
う

か
。〈
無
い
こ
と
の
可
能
〉
に
は
偶
然
性
一
般
の
定
義
と
な
ら
ん
で
も
う
ひ
と

つ
別
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
九
鬼
は
〈
無
い
こ
と
の
可
能
〉
の
な
か
に

離
接
的
偶
然
の
形
而
上
学
的
原
理
を
読
み
込
む
の
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
直

前
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
。

「
離
接
的
偶
然
の
核
心
的
意
味
は
「
無
い
こ
と
の
可
能
」
と
し
て
「
無
い
こ

と
の
必
然
」
へ
近
迫
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
偶
然
性
は
不
可
能
性
の
無
の
性
格

を
帯
び
た
現
実
で
あ
る
。
単
な
る
現
実
と
し
て
戯
れ
の
如
く
現
在
の
瞬
間
に
現

象
す
る
。
現
在
の
「
今
」
現
象
し
た
離
接
肢
の
現
実
性
の
背
景
に
無
を
目も
く

睹と

し

て
驚
異
す
る
の
が
偶
然
で
あ
る
。
そ
う
し
て
驚
異
の
情
緒
は
実
存
に
と
っ
て
運

命
を
通
告
す
る
。
な
お
可
能
的
離
接
肢
の
全
体
は
勝
義
に
お
い
て
形
而
上
的
絶

対
者
を
意
味
し
、
形
而
上
的
絶
対
者
は
そ
の
具
体
性
に
お
い
て
「
必
然
―
偶
然

者
」
と
し
て
開
明
さ
れ
る
。
ま
た
絶
対
者
と
有
限
者
と
を
繋
ぐ
も
の
が
運
命
で

あ
る
限
り
、
運
命
も
ま
た
「
必
然
―
偶
然
者
」
の
性
格
を
担
っ
て
実
存
の
中
核

を
震
撼
す
る
の
で
あ
る
。
必
然
偶
然
の
相
関
が
有
と
無
と
の
相
関
に
基
く
こ
と

を
会
得
す
る
こ
と
が
、
偶
然
性
に
関
す
る
知
見
の
根
底
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。」（
三
二
二-

三
頁
）

離
接
的
偶
然
を
主
題
的
に
論
じ
る
第
三
章
は
、
様
相
に
関
す
る
形
式
的
な
議

論
が
展
開
さ
れ
て
い
て
、
偶
然
性
を
必
然
性
、
可
能
性
、
不
可
能
性
と
な
ら
ぶ

四
番
目
の
様
相
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
。
そ
の
結

果
と
し
て
、偶
然
性
が
必
然
性
や
可
能
性
や
不
可
能
性
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
、

ど
の
よ
う
な
緊
張
関
係
に
あ
る
か
、
殆
ん
ど
ス
コ
ラ
的
と
で
も
評
す
べ
き
形
式

的
な
議
論
が
飽
き
る
こ
と
な
く
続
く
。
必
然
性
と
偶
然
性
は
〈
全
体
と
部
分
〉

の
関
係
に
あ
り
、
偶
然
性
と
可
能
性
と
は
〈
類
似
性
な
い
し
同
一
性
な
い
し
同

時
性
〉
の
関
係
に
あ
り
、
偶
然
性
と
不
可
能
性
に
つ
い
て
は
「
偶
然
性
が
限
り

な
く
近
づ
き
得
る
極
限
と
し
て
不
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
」（
二
二
一
頁
）。

こ
の
様
な
形
式
的
な
議
論
を
背
景
に
偶
然
性
の
近
づ
き
う
る
極
限
と
し
て
不

可
能
性
を
位
置
づ
け
る
の
が
、
離
接
的
偶
然
を
主
題
的
に
論
じ
る
第
三
章
に
お

け
る
様
相
論
議
の
目
論
見
で
あ
る
。
偶
然
性
は
、
こ
れ
ま
で
可
能
性
と
の
関
連

で
論
じ
ら
れ
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
到
っ
て
、
不
可
能
性
と
の
緊
張

関
係
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
偶
然
性
と
は
〈
無
い
こ
と
の
可
能
〉
で
あ
る
。

そ
し
て
、
偶
然
性
は
不
可
能
性
へ
限
り
な
く
近
づ
く
。
不
可
能
性
と
は
〈
無
い

こ
と
の
必
然
〉
す
な
わ
ち
〈
無
〉
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
―
―
こ
う
し
て
偶
然
性

か
ら
無
に
到
る
道
筋
が
つ
け
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
九
鬼
は『
偶
然
性
の
問
題
』

の
序
説
で
「
偶
然
性
の
問
題
は
、
無
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
す
な
わ
ち

無
の
地
平
に
お
い
て
十
全
に
把
握
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
厳
密
に
形
而
上

学
の
問
題
で
あ
る
」（
四
頁
）
と
高
ら
か
に
宣
言
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
や
っ

と
偶
然
性
の
問
題
を
十
全
に
把
握
す
る
た
め
の
準
備
が
整
っ
た
わ
け
だ
。「
偶

然
は
無
に
近
い
存
在
で
あ
る
」（
三
一
三
頁
）
と
。
そ
の
結
果
、「
無
い
こ
と
の

可
能
」
は
「
無
の
可
能
」
と
読
み
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

偶
然
性
の
一
般
的
規
定
に
過
ぎ
な
か
っ
た
〈
無
い
こ
と
の
可
能
〉
は
形
而
上
学
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的
原
理
へ
と
変
貌
を
と
げ
る
。

し
か
し
そ
の
読
み
換
え
は
根
拠
薄
弱
だ
。
そ
も
そ
も
、「
偶
然
性
が
限
り
な

く
近
づ
き
得
る
極
限
と
し
て
不
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
」
と
の
台
詞
自
体
が
覚

束
な
い
。
た
し
か
に
偶
然
な
出
来
事
は
稀
な
場
合
も
あ
る
か
ら
、
そ
の
台
詞
も

考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か
し
九
鬼
が
め
ざ
し
て
い
る
の
は
、
そ

の
よ
う
な
数
学
的
極
限
の
話
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
偶
然
性
を
中
心

に
再
編
さ
れ
た
四
様
相
の
構
造
が
実
存
や
運
命
の
問
題
を
論
じ
る
た
め
の
形
而

上
学
的
舞
台
と
な
る
は
ず
だ
と
の
強
い
思
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ

は
む
な
し
い
願
望
だ
。「
む
な
し
い
」
と
形
容
す
る
の
は
、
様
相
論
的
議
論
の

な
か
で
実
存
や
運
命
の
問
題
に
片
が
つ
く
の
で
あ
れ
ば
、
実
存
も
運
命
も
高
が

知
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
逆
に
ま
た
、
九
鬼
の
偶
然
性
論
が
実
存
や
運
命
の
重
み

に
耐
え
得
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
九
鬼
が
い
く
つ
か
の
重
要
な
概
念
を
様
相

論
的
議
論
の
外
部
か
ら
取
り
込
ん
で
行
間
に
忍
ば
せ
て
い
る
）
44
（

か
ら
で
あ
る
。

〈
無
い
こ
と
の
可
能
〉
が
そ
れ
な
り
に
説
得
力
を
も
っ
て
い
た
の
は
、
そ
れ

が
偶
然
性
の
定
義
と
し
て
そ
れ
な
り
に
妥
当
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ

の
妥
当
性
は
、
そ
こ
か
ら
〈
無
の
可
能
〉
を
読
み
取
る
こ
と
を
正
当
化
し
て
く

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

コ
イ
ン
を
投
げ
て
表
が
出
た
と
き
に
そ
れ
を
わ
た
し
た
ち
が
「
偶
然
」
と
み

な
す
の
は
、
表
が
出
な
い
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
。
表
が
出
る
こ
と
や

裏
が
出
る
こ
と
を
決
定
す
る
特
段
の
原
因
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。単
に
、

表
が
出
る
可
能
性
も
裏
が
出
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ

だ
け
な
ら
、
コ
イ
ン
を
投
げ
る
前
と
後
で
何
も
違
わ
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
投

げ
る
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
表
が
出
た
こ
と
が
偶
然
な
の
は
、
表
が

出
る
特
段
の
理
由
や
原
因
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
表
が
出
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
偶
然
を
偶
然
た
ら
し
め
る
根
拠
は
、
そ
れ
が
な
ん
で
あ
れ
、〈
表

が
出
な
い
可
能
性
を
成
立
さ
せ
る
〉
だ
け
で
は
な
く
、〈
表
が
出
な
い
可
能
性

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
表
が
出
た
こ
と
を
成
立
さ
せ
る
〉
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
の
偶
然
性
は
、硬
貨
や
サ
イ
コ
ロ
の
投
擲
が
も
つ
偶
然
性
で
あ
り
、

籤く
じ

が
あ
た
る
偶
然
性
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
の
偶
然
性
、
す
な
わ
ち
因
果
論
的

偶
然
性
を
「
個
体
か
ら
み
た
偶
然
性
」
あ
る
い
は
「
個
体
論
的
偶
然
性
」
と
呼

ぼ
う
。
こ
れ
は
、
偶
然
で
あ
る
こ
と
が
、
全
体
と
の
関
連
の
中
で
決
ま
る
の
で

は
な
く
、
個
的
出
来
事
の
成
立
事
情
の
中
に
あ
る
か
ら
だ
。
全
体
論
的
偶
然
性

は
全
体
を
見
渡
さ
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
が
、
個
体
論
的
偶
然
性
は
そ
の
出
来

事
だ
け
で
成
立
す
る
。

「
無
い
こ
と
の
可
能
」
と
は
「
そ
う
で
な
く
〈
あ
る
〉
こ
と
の
可
能
」
と
い

う
こ
と
だ
が
、
こ
の
〈
あ
る
〉
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
静
的
な

〈
あ
る
〉
で
あ
る
。
こ
の
〈
あ
る
〉
に
基
づ
く
偶
然
が
全
体
論
的
偶
然
で
あ
り
、

哲
学
的
偶
然
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
動
的
な
〈
あ
る
〉
で
あ
る
。
そ
れ
は

生
成
で
あ
る
か
ら
「
成
る
」
と
読
み
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
個
体
論

的
偶
然
で
あ
り
因
果
論
的
偶
然
で
あ
る
。

わ
た
し
た
ち
が
「
偶
然
」
と
言
っ
て
い
る
と
き
の
偶
然
性
す
な
わ
ち
日
常
的
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偶
然
性
は
因
果
論
的
偶
然
性
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
当
然
個
体
論
的
偶
然
で
あ

る
）
45
（

。
九
鬼
が
考
え
る
偶
然
性
は
も
っ
ぱ
ら
全
体
論
的
偶
然
で
あ
る
。
そ
し
て
全

体
論
的
偶
然
、
す
な
わ
ち
哲
学
的
偶
然
は
哲
学
的
議
論
の
な
か
に
し
か
登
場
し

な
い
。
九
鬼
は
自
ら
の
偶
然
性
論
を
「
存
在
論
理
学
」
と
呼
ん
で
い
た
が
、
そ

れ
は
こ
の
点
か
ら
も
納
得
が
い
く
。
個
体
論
的
偶
然
は
因
果
論
的
偶
然
で
あ
る

か
ら
、
因
果
論
的
決
定
論
と
激
突
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
全
体
論
的
偶
然
は

単
な
る
形
式
的
偶
然
性
だ
か
ら
、
因
果
論
的
決
定
論
と
両
立
す
る
。

例
え
ば
、「
出
目
に
と
っ
て
三
の
目
は
本
質
で
は
な
い
か
ら
そ
れ
は
偶
然
だ
」

と
言
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
偶
然
は
離
接
的
偶
然
で
あ
る
。「
出
目
は
一
で
あ

る
か
二
で
あ
る
か
三
で
あ
る
か
四
で
あ
る
か
五
で
あ
る
か
六
で
あ
る
」
と
い
う

選
言
文
が
必
然
的
に
真
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
の
ひ
と
つ
の
選
言
肢
で
あ
る
三
の

出
目
は
偶
然
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
い
ま
全
知
全
能
な
る
神
が

三
を
出
さ
し
め
た
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
三
の
目
が
出
た
こ
と
は
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
で
も
、
三
の
出
目
が
偶
然
で
あ
る
こ
と
は
か

わ
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
離
接
的
偶
然
は
、
原
因
に
た
い
し
て
無
関
心
で
い

ら
れ
る
が
ゆ
え
に
、
因
果
的
決
定
論
と
両
立
す
る
の
で
あ
る
。

『
偶
然
性
の
問
題
』
を
読
ん
感
じ
る
違
和
感
の
ひ
と
つ
に
、
決
定
論
に
対
す

る
緊
張
感
の
な
さ
が
あ
る
。
九
鬼
は
偶
然
性
に
つ
い
て
の
著
書
を
物
し
な
が
ら

決
定
論
と
対
峙
し
て
い
る
意
識
を
ほ
と
ん
ど
持
た
ず
に
す
ん
だ
よ
う
だ
。
そ
れ

は
ひ
と
え
に
九
鬼
の
偶
然
性
が
、
必
然
性
の
否
定
と
し
て
だ
け
考
え
ら
れ
て
い

て
、
決
定
論
の
否
定
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
九
鬼

は
、
決
定
論
と
激
突
す
る
タ
イ
プ
の
偶
然
性
―
―
い
う
ま
で
も
な
く
因
果
論
的

偶
然
性
で
あ
る
―
―
を
ほ
と
ん
ど
考
え
て
い
な
い
の
だ
。

こ
れ
に
た
い
し
て
、
わ
た
し
た
ち
が
普
段
、
サ
イ
コ
ロ
の
出
目
を
偶
然
と
み

な
す
と
き
に
考
え
ら
れ
て
い
る
偶
然
性
は
個
体
論
的
偶
然
性
で
あ
り
因
果
論
的

偶
然
性
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
普
通
に
わ
た
し
た
ち
が
三
の
出
目
を
偶
然
と
呼

ぶ
と
き
、
そ
こ
に
は
三
の
目
を
出
さ
し
め
る
特
段
の
原
因
や
理
由
は
存
在
し
な

い
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。
サ
イ
コ
ロ
を
振
る
と
き
だ
け
勝
手
に
神
頼
み
す
る
不

心
得
者
は
い
る
に
し
て
も
、
神
の
摂
理
な
ど
投
擲
の
瞬
間
に
は
誰
の
念
頭
に
も

な
い
。
こ
れ
が
無
信
心
な
現
代
人
の
心
境
だ
ろ
う
。
神
意
を
推
し
測
る
た
め
に

サ
イ
コ
ロ
を
転
が
す
よ
う
な
人
間
は
今
日
稀
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
不
遜
な
思

考
態
度
は
決
定
論
を
蔑な
み

す
る
も
の
と
し
て
、
激
し
い
反
発
を
買
う
こ
と
に
な
る

の
だ
。

同
じ
こ
と
は
〈
遭
遇
〉
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
む
し
ろ
〈
遭
遇
〉
に
つ
い
て

こ
そ
そ
れ
は
致
命
的
に
あ
て
は
ま
る
。
遭
遇
が
偶
然
の
出
来
事
で
あ
る
限
り
、

遭
遇
も
た
し
か
に
「
無
い
こ
と
の
可
能
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
遭
遇
し
な
い
可

能
性
が
あ
る
。
し
か
し
パ
チ
ン
コ
屋
で
の
Ｘ
氏
と
Ｙ
氏
と
の
遭
遇
が
偶
然
と
み

な
さ
れ
る
の
は
、
彼
ら
が
遭
遇
し
な
い
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。

そ
の
遭
遇
に
は
理
由
も
原
因
も
あ
り
そ
う
に
な
い
か
ら
だ
。

遭
遇
が
偶
然
な
の
は
、
二
つ
の
系
列
の
各
々
に
は
そ
れ
ら
が
遭
遇
す
る
理
由

や
原
因
が
見
あ
た
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
二
つ
の
系
列
が
遭
遇
し

た
か
ら
で
あ
る
。
偶
然
を
考
え
る
際
、
遭
遇
し
な
い
可
能
性
は
さ
し
あ
た
り
考
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え
る
必
要
は
な
い
。
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
は
遭
遇
す
る
原
因
の
あ
る
な
し
で

あ
る
。
も
し
も
、
原
因
や
理
由
が
一
切
念
頭
に
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
偶
然

性
は
、
全
体
と
の
関
連
で
成
立
す
る
偶
然
性
で
し
か
な
い
。
こ
れ
は
、
そ
の
場

合
に
は
、
遭
遇
と
い
う
出
来
事
の
特
殊
性
を
考
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
特
殊
性
と
は
、
原
因
や
理
由
な
し
に
生
じ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
し
て
、
こ
の
特
殊
性
が
遭
遇
を
偶
然
た
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
出

来
事
を
「
特
殊
」
と
呼
ぶ
の
は
、
原
因
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
そ
れ
を
例
外
的

な
出
来
事
に
は
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
原
因
が
存
在
し
な
い
が
ゆ
え
に

そ
の
出
会
い
は
「
遭
遇
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
遭
遇
の
本
質

に
は
そ
れ
が
偶
然
で
あ
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
偶
然
は
い
う

ま
で
も
な
く
個
体
論
的
偶
然
で
あ
る
。
だ
か
ら
遭
遇
の
場
合
、
遭
遇
し
な
い
こ

と
は
す
こ
し
も
偶
然
で
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
も
、
先
に
と
り
あ
げ
た
最
終
章
か

ら
の
引
用
文
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
遭
遇
の
偶
然
性
を
遭
遇
し
な
い
可
能
性
と
し

て
定
義
す
る
の
は
失
当
な
の
だ
。
遭
遇
の
場
合
、
偶
然
性
を
定
義
す
る
〈
無
い

こ
と
の
可
能
〉
は
、
遭
遇
し
な
い
可
能
性
で
は
な
く
、
原
因
が
存
在
し
な
い
可

能
性
で
あ
る
。
だ
か
ら
遭
遇
に
つ
い
て
は
、
そ
の
偶
然
性
を
〈
無
い
こ
と
の
可

能
〉
と
し
て
規
定
す
る
と
誤
解
を
招
く
の
だ
。

な
ぜ
九
鬼
は
、
因
果
論
的
偶
然
性
で
あ
る
仮
説
的
偶
然
に
踏
み
と
ど
ま
ろ
う

と
し
な
か
っ
た
の
か
。
な
ぜ
九
鬼
は
、
仮
説
的
偶
然
を
離
接
的
偶
然
、
す
な
わ

ち
様
相
論
的
偶
然
性
の
土
俵
で
論
じ
よ
う
と
し
た
の
か
。
仮
説
的
偶
然
の
重
要

性
を
認
め
そ
こ
な
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
九
鬼
が
邂
逅
の
原
因
を
シ
ェ
リ
ン

グ
の
〈
原
始
偶
然
（U

rzufa

）
46
（ll

）〉
に
仰
い
で
し
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

そ
の
た
め
に
九
鬼
は
、
偶
然
性
の
根
拠
を
邂
逅
を
手
が
か
り
に
求
め
る
機
会
を

逸
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

仮
説
的
偶
然
を
主
題
的
に
論
じ
た
第
二
章
の
最
後
節
は
「
仮
説
的
偶
然
か
ら

離
接
的
偶
然
へ
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
九
鬼
は
、
二
つ
の
因
果
系
列
が

邂
逅
す
る
地
点
―
―
そ
れ
を
九
鬼
は
「
交
叉
点
」
と
呼
ぶ
―
―
に
は
偶
然
の
余

地
が
あ
る
が
、
と
述
べ
て
次
の
よ
う
に
続
け
る
。「
し
か
し
、
そ
の
二
系
列
に

は
ま
た
共
通
の
原
因
が
あ
る
と
考
え
得
る
。
か
く
し
て
我
々
は
ｘ
に
遡
る
。
そ

の
ｘ
と
は
果
た
し
て
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
問
う
た
後
に
、
そ
の
答

え
を
示
す
。「
我
々
は
経
験
の
領
域
に
あ
っ
て
全
面
的
に
必
然
性
の
支
配
を
仮

定
し
つ
つ
、
理
念
と
し
て
の
ｘ
を
「
無
窮
」
に
追
う
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
我
々
が
「
無
限
」
の
彼
方
に
理
念
を
捉
え
得
た
と
き
、
そ
の
理
念
は
「
原

始
偶
然
」
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
シ
ェ
リ
ン
グ
の
言
う
如

く
『
そ
れ
に
関
し
て
は
、
在
る
と
だ
け
云
え
る
の
で
、
必
然
的
に
在
る
と
は
云

え
な
い
の
で
あ
る
』。
そ
れ
は
『
最
古
の
原
始
偶
然
』
で
あ
る
。
／
…
…
か
く

て
問
題
は
仮
説
的
偶
然
の
経
験
的
領
域
か
ら
、
離
接
的
偶
然
の
形
而
上
学
的
領

域
へ
移
さ
れ
る
の
で
あ
る
」（
一
八
三-

四
頁
）。

九
鬼
は
、
離
接
的
偶
然
を
論
じ
る
第
三
章
に
入
る
と
、
な
ん
ど
も
〈
原
始
偶

然
〉
に
言
及
す
る
よ
う
に
な
る
。
彼
の
偶
然
性
論
の
要
の
ひ
と
つ
と
し
て
〈
原

始
偶
然
〉
を
位
置
づ
け
て
い
る
と
い
っ
た
印
象
で
あ
る
。
そ
し
て
〈
原
始
偶
然
〉

は
も
っ
ぱ
ら
自
己
原
因
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
因
果
の
系
列
の
最
初
に
存
在
す
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る
の
は
自
己
原
因
と
し
て
の
〈
原
始
偶
然
〉
な
の
だ
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。

〈
原
始
偶
然
〉
は
一
種
の
自
己
原
因
で
あ
る
が
、
ま
た
「
偶
然
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
、必
然
性
を
欠
い
て
い
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、〈
無
い
こ
と
も
可
能
〉

だ
か
ら
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
必
然
性
と
対
立
す
る
も
の
と
し
て
、「
原
始
偶
然
は

絶
対
者
の
中
に
あ
る
他
在
で
あ
る
」（
三
〇
六
頁
）
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
れ
に

続
け
て
更
に
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。「
絶
対
的
必
然
は
絶
対
者
の
静
的

側
面
で
あ
り
、
原
始
偶
然
は
動
的
側
面
で
あ
る
と
考
え
て
も
差
し
支
え
な
い
。

『
諸
事
物
の
最
初
の
も
の
は
端
的
に
必
然
的
な
も
の
で
あ
る
。
諸
状
態
の
最
初

の
も
の
は
端
的
に
偶
然
的
な
も
の
で
あ
る
』
と
言
っ
た
批
判
前
期
の
カ
ン
ト
の

言
葉
は
味
わ
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
／
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
因
果
系

列
の
絶
対
的
起
始
と
し
て
の
原
始
偶
然
と
、
離
接
肢
と
し
て
措
定
さ
れ
る
形
而

上
的
偶
然
と
の
密
接
な
る
関
係
も
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。
離
接
肢
が
偶

然
者
と
し
て
措
定
さ
れ
る
可
能
性
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
根
拠
は
原
始
偶
然
の
偶
然

性
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
始
偶
然
の
偶
然
性
は
形
而
上
的
離
接

的
偶
然
を
可
能
性
の
な
か
に
偶
然
性
と
し
て
決
定
す
る
絶
対
的
根
拠
に
ほ
か
な

ら
な
い
」（
三
〇
六-

七
頁
）。

こ
こ
か
ら
み
る
に
、〈
原
始
偶
然
〉
は
、
一
方
で
、
因
果
系
列
の
端
緒
と
な
っ

て
邂
逅
を
生
じ
さ
せ
、
仮
設
的
偶
然
す
な
わ
ち
因
果
論
的
偶
然
を
成
立
さ
せ
る

が
、
他
方
で
は
、
そ
れ
が
も
つ
偶
然
性
が
離
接
的
偶
然
す
な
わ
ち
様
相
論
的
偶

然
を
成
立
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
離
接
的
偶
然
は
単
に
選
言
性
か
ら
発
す
る
だ
け

で
は
な
い
の
だ
と
。
仮
説
的
偶
然
の
み
な
ら
ず
離
接
的
偶
然
も
〈
原
始
偶
然
〉

に
よ
っ
て
偶
然
た
ら
し
め
ら
れ
る
の
だ
と
。

〈
原
始
偶
然
〉
に
は
因
果
論
的
偶
然
の
側
面
も
本
来
あ
っ
た
は
ず
だ
。〈
原
始

偶
然
〉
は
初
発
の
偶
然
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
生
じ
さ
せ
る
原
因
が
存
在
し
な

い
こ
と
は
当
然
と
し
て
前
提
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
〈
原
始
偶
然
〉
は
、
小
論

の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
そ
れ
自
体
す
で
に
偶
然
な
の
で
あ
る
。
こ
の
偶
然
は
因

果
論
的
偶
然
で
あ
る
。
し
か
る
に
〈
原
始
偶
然
〉
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
こ
と
ば

と
し
て
九
鬼
が
引
い
て
い
た
よ
う
に
、「
必
然
的
に
在
る
と
は
云
え
な
い
」
も

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
の
偶
然
は
様
相
論
的
偶
然
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
〈
無
い

こ
と
の
可
能
〉
と
し
て
規
定
さ
れ
る
の
だ
。
結
局
、〈
原
始
偶
然
〉
自
体
の
〈
無

い
こ
と
の
可
能
〉
だ
け
を
考
え
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
の
原
因
に
つ
い

て
の
〈
無
い
こ
と
の
可
能
〉
な
ど
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
本
来

あ
っ
た
は
ず
の
因
果
論
的
偶
然
の
面
影
な
ど
跡
形
も
無
い
。
絶
対
者
の
動
的
側

面
と
し
て
措
定
さ
れ
た
〈
原
始
偶
然
〉
は
哲
学
的
偶
然
の
化
身
と
な
っ
て
す
べ

て
の
偶
然
を
踏
み
し
だ
い
て
い
く
。
こ
う
し
て
、
偶
然
は
す
べ
て
〈
無
い
こ
と

の
可
能
〉
一
色
に
、
哲
学
的
偶
然
一
色
に
、
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
る
。
し
か
し
〈
原

始
偶
然
〉
が
揮
う
覇
権
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
偶
然
性
そ
の
も
の
が
完
全

に
蒸
発
し
て
ど
こ
か
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。「
原
始
偶
然
の
偶
然
性
は

形
而
上
的
離
接
的
偶
然
を
可
能
性
の
な
か
に
偶
然
性
と
し
て
決
定
す
る
絶
対
的

根
拠
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
の
文
言
は
、
措
辞
か
ら
し
て
も
意
味
か
ら
し
て
も

決
定
論
の
主
張
そ
の
も
の
だ
ろ
う
。
な
に
し
ろ
九
鬼
自
身
が
「
原
始
偶
然
と
絶

対
的
形
而
上
的
必
然
と
は
同
一
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
三
〇
四
頁
）
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と
言
う
の
だ
か
ら
。

九
鬼
は
〈
原
始
偶
然
〉
を
要
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
偶
然
の
本
質
を
因
果
論

的
偶
然
性
の
方
向
で
解
明
す
る
手
が
か
り
を
自
ら
葬
り
去
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を

え
な
い
。〈
無
い
こ
と
の
可
能
〉
と
い
う
偶
然
性
の
一
般
規
定
―
―
す
な
わ
ち

定
義
―
―
に
す
ぎ
な
い
も
の
に
形
而
上
学
的
原
理
と
し
て
の
地
位
を
与
え
、〈
二

系
列
の
邂
逅
〉
と
い
う
、
こ
れ
こ
そ
が
偶
然
性
の
構
成
原
理
た
り
う
る
も
の
に

は
偶
然
性
の
単
な
る
定
義
と
い
う
身
分
し
か
与
え
な
い
。
こ
れ
が
九
鬼
の
偶
然

性
論
の
本ほ
ん

性
し
ょ
う
で
あ
る
。

あ
ろ
う
こ
と
か
九
鬼
は
、〈
二
系
列
の
邂
逅
〉
が
そ
れ
自
体
で
偶
然
性
の
根

本
原
理
で
あ
る
こ
と
を
失
念
し
、
邂
逅
が
偶
然
な
の
は
邂
逅
し
な
い
可
能
性
が

あ
る
か
ら
だ
と
口
走
る
。
こ
こ
で
九
鬼
を
暗
黙
の
う
ち
に
導
い
て
い
る
の
は
二

元
性
で
あ
る
。
九
鬼
は
二
元
性
を
〈
無
い
こ
と
の
可
能
〉
の
究
極
の
原
理
と
考

え
る
。
し
か
し
こ
こ
で
九
鬼
は
、
二
元
性
と
し
て
、〈
一
者
と
他
者
〉
の
そ
れ

と
〈
邂
逅
〉
の
構
造
で
あ
る
二
系
列
が
作
る
そ
れ
と
を
、「
偶
然
性
」
と
い
う

日
本
語
の
多
義
性
に
ま
ぎ
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
無
自
覚
に
混
同
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
疑
い
た
く
な
る
ほ
ど
だ
。

九
鬼
は
偶
然
の
究
極
的
根
拠
を
二
元
性
へ
と
追
い
つ
め
て
行
っ
た
。
彼
が
最

後
に
手
に
し
た
の
は
必
然
性
と
偶
然
性
の
二
元
性
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
次

の
よ
う
な
玄
妙
な
言
説
が
紡
ぎ
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
偶
然
が
人
間
の
実

存
性
に
と
っ
て
核
心
的
全
人
格
的
意
味
を
有
つ
と
き
、
偶
然
は
運
命
と
呼
ば
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
運
命
と
し
て
の
偶
然
性
は
、
必
然
性
と
の
異
種
結
合

に
よ
っ
て
、「
必
然
―
偶
然
者
」
の
構
造
を
示
し
、
超
越
的
威
力
を
も
っ
て
厳

と
し
て
人
間
の
全
存
在
に
臨
む
の
で
あ
る
」（
二
八
五
頁
）。
九
鬼
の
偶
然
性
論

は
こ
こ
に
極
ま
る
。
こ
う
し
て
、
偶
然
性
は
完
全
に
取
り
逃
が
さ
れ
る
。
し
か

し
、
偶
然
と
運
命
と
の
同
一
視
な
ど
、
そ
の
へ
ん
の
お
じ
さ
ん
お
ば
さ
ん
が
普

段
や
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
哲
学
界
の
俊
英
が
渾
身
の
力
を
振
り
絞
っ
て

書
き
上
げ
た
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
開
陳
す
る
ほ
ど
の
話
だ
ろ

う
か
。
九
鬼
は
策
に
溺
れ
た
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
九
鬼
の
偶
然
性
論
が

ス
コ
ラ
哲
学
で
あ
り
、
偶
然
性
が
ス
コ
ラ
化
さ
れ
る
事
情
が
こ
こ
に
あ
る
。
し

か
し
翻
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
九
鬼
は
彼
の
偶
然
性
論
の
目
的
を
、「
偶
然
性

の
存
在
論
的
構
造
と
形
而
上
的
理
由
と
を
出
来
る
限
り
開
明
に
齎
す
こ
と
」（
五

頁
）
に
定
め
て
い
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
が
ス
コ
ラ
的
と
評
さ
れ
る
こ
と
を
む
し

ろ
喜
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
。

6　

結　

語

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
パ
ー
ス
、
九
鬼
周
造
の
四
氏
に
つ
い
て
彼

ら
の
偶
然
性
論
を
見
て
き
た
。
彼
ら
は
す
べ
て
、
偶
然
性
の
客
観
的
存
在
を
認

め
て
い
る
。
無
知
説
を
採
っ
て
は
い
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

を
除
く
三
人
は
、
無
知
説
を
明
確
に
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
偶
然
性
の
客

観
的
存
在
を
認
め
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
因
果
論
的
偶
然
性
の
存
在
を
積
極

的
に
み
と
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
因
果
論
的
偶
然
性
は
原
因
が
存
在
し
な
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い
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
偶
然
性
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
客
観
的
存
在
を
認
め
る

に
は
、
悉
皆
原
因
説
を
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
哲
学
の
伝
統

に
棹
差
す
も
の
に
と
っ
て
最
大
の
難
関
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
が
偶
然
性

の
客
観
的
存
在
を
認
め
る
場
合
に
は
、
直
接
で
あ
れ
間
接
で
あ
れ
、
因
果
論
的

偶
然
性
を
迂
回
し
て
い
る
は
ず
だ
。
直
接
迂
回
し
て
い
る
の
は
ヘ
ー
ゲ
ル
と

パ
ー
ス
で
あ
る
。
彼
ら
が
考
え
る
偶
然
性
は
哲
学
的
偶
然
性
で
あ
っ
て
、
因
果

論
的
偶
然
性
す
な
わ
ち
日
常
的
偶
然
性
に
つ
い
て
は
言
及
す
る
こ
と
す
ら
な

い
。
九
鬼
の
場
合
は
、
因
果
論
的
偶
然
性
の
存
在
を
認
め
て
い
る
し
、
無
知
説

が
成
り
立
た
な
い
根
拠
を
彼
な
り
に
示
し
て
い
る
ほ
ど
だ
か
ら
、
そ
の
意
味
で

は
、
因
果
論
的
偶
然
性
を
迂
回
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、〈
原
因
の

不
在
〉
と
い
う
論
点
が
シ
ェ
リ
ン
グ
の
〈
原
始
偶
然
〉
に
ま
ぎ
れ
て
ど
こ
か
に

い
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
付
帯
的
原
因
と
い
う
概
念
を

考
案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
因
果
論
的
偶
然
性
を
回
避
し
て
偶
然
性
を
哲
学
的

偶
然
性
の
水
準
に
囲
い
込
ん
で
し
ま
う
方
策
を
考
案
し
た
張
本
人
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
因
果
論
的
偶
然
性
の
客
観
的
存
在
を
唱
導
す
る
と
い
う
よ
う

な
「
暴
挙
」
に
出
る
者
は
残
念
な
が
ら
こ
の
四
人
の
う
ち
に
は
い
な
か
っ
た
と

い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。

無
知
説
は
な
に
も
因
果
論
的
偶
然
性
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
繰
り
出
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
い
。
哲
学
的
偶
然
性
に
た
い
し
て
も
無
知
説
は
あ
り
う
る
。
無
知

説
の
手
本
の
よ
う
な
ス
ピ
ノ
ザ
の
議
論
は
、
様
相
論
的
偶
然
性
に
対
し
て
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。「
あ
る
こ
と
も
可
能
、
な
い
こ
と
も
可
能
な
ど
と
い
い
か

げ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
は
本
当
の
原
因
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を

知
れ
ば
そ
れ
が
必
然
的
に
生
じ
て
い
る
こ
と
に
だ
れ
も
が
納
得
す
る
は
ず
だ
」。

こ
れ
が
ス
ピ
ノ
ザ
の
主
張
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
無
知
説
を
否
定
す
る
に
は
、

偶
然
性
が
客
観
的
に
存
在
す
る
こ
と
を
、
あ
る
い
は
無
知
説
に
根
拠
が
な
い
こ

と
を
、
説
得
的
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
に

議
論
を
作
り
出
す
か
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
場
合
は
、
偶
然
性
を
不
定
性
と
し
て
規
定
し
た
上
で
、
不
定
性

は
、
現
実
の
疎
外
態
で
あ
っ
て
、
現
実
が
お
の
れ
自
身
に
帰
る
た
め
に
は
不
可

欠
な
契
機
で
あ
る
か
ら
、そ
れ
は
客
観
的
に
存
在
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
理
屈
で
は
、〈
本
当
の
原
因
に
対
す
る
無
知
〉
と
い
う
側
面
も
そ
の
ま
ま

止
揚
さ
れ
る
。
無
知
そ
の
も
の
も
精
神
が
お
の
れ
に
帰
る
た
め
に
不
可
避
的
に

通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
過
程
で
あ
る
。
弁
証
法
に
は
で
き
な
い
こ
と
は
な

い
と
い
っ
た
趣
き
だ
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
無
知
説
を
論
破
す
る
な
ど
児
戯
に

等
し
か
ろ
う
。
パ
ー
ス
の
場
合
は
、偶
然
性
は
世
界
の
多
様
性
の
源
泉
だ
か
ら
、

世
界
に
進
化
と
多
様
性
が
存
在
す
る
限
り
、
そ
の
存
在
は
疑
い
な
い
。
九
鬼
の

場
合
に
偶
然
性
の
客
観
的
存
在
は
、世
界
の
根
源
で
あ
る
〈
原
始
偶
然
〉
に
よ
っ

て
保
証
さ
れ
て
い
る
。ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
場
合
は
曖
昧
で
あ
っ
て
、テ
ュ
ケ
ー

は
あ
る
意
味
で
は
無
知
の
産
物
な
の
だ
。
そ
れ
が
ま
さ
に
テ
ュ
ケ
ー
の
在
り
方

そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
パ
ー
ス
で
さ
え
も
そ
の
偶
然
性
は
哲
学
的
偶
然
性
で
あ
っ

て
、
日
常
的
偶
然
性
す
な
わ
ち
因
果
論
的
偶
然
性
が
世
界
に
遍
在
し
て
い
る
と
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は
ま
っ
た
く
考
え
て
い
な
い
。
世
界
に
多
様
性
と
進
化
が
存
在
す
る
の
は
、
世

界
の
根
源
に
偶
然
性
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
偶
然
性
は
不

定
性
や
偶
有
性
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
自
発
性
や
潜
在
性
の
発
現
形
態
で
あ
る

か
ら
、
結
局
世
界
に
遍
在
し
て
い
る
の
は
自
発
性
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

パ
ー
ス
の
宇
宙
論
は
汎
神
論
な
い
し
汎
心
論
で
あ
っ
て
、
小
論
が
主
張
す
る
よ

う
な
汎-

偶
然
性
論
で
は
な
い
。
汎
神
論
や
汎
心
論
で
は
、
パ
チ
ン
コ
屋
で
の

遭
遇
の
よ
う
な
身
近
で
あ
り
き
た
り
の
偶
然
を
偶
然
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
こ
れ
が
、汎
神
（
心
）
論
的
偶
然
性
論
の
決
定
的
欠
陥
で
あ
る
。

パ
ー
ス
で
さ
え
も
そ
う
な
の
だ
か
ら
、
あ
と
は
推
し
て
知
る
べ
し
だ
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
日
常
的
偶
然
性
を
哲
学
的
偶
然
性
と
し
て
処
理
す
る

方
策
の
考
案
者
で
は
あ
る
も
の
の
、
彼
だ
け
は
日
常
的
偶
然
性
の
本
質
が
原
因

の
不
在
に
あ
る
こ
と
を
冷
静
に
見
抜
い
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
結
局
、
哲

学
の
伝
統
は
、
身
近
な
偶
然
性
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
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が
彼
の
偶
然
性
論
をtychē

か
ら
の
造
語
でty-

chism

と
命
名
し
た
こ
と
は
興
味
ぶ
か
い
が
、
パ
ー
ス
の
念
頭
に
は
因

果
論
的
偶
然
性
な
ど
な
い
よ
う
だ
。
パ
ー
ス
のtychism

に
つ
い
て
は

第
4
節
で
触
れ
る
。

（
6
） 

『
平
凡
社　

哲
学
事
典
』（
一
九
七
一
年
刊
）
所
収
「
偶
然
論
」
の
項
よ
り
。

（
7
） 

カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
は
「
偶
然
（Zufall

）」
が
多
義
的
で
あ
る
と
愚
痴
を
こ

ぼ
し
て
い
る
が
、
彼
の
立
論
も
、
そ
の
多
義
性
に
依
存
し
て
い
る
気
味

な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
る
。「
そ
の
言
葉
〔
偶
然
（Zufall

）〕
は
ま
っ

た
く
の
と
こ
ろ
ど
の
よ
う
に
も
色
を
変
え
る
カ
メ
レ
オ
ン
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
」（E

rnst C
assirer, D

eterm
inism

us und Indeterm
inism

us 
in der m

odernen Physik, H
istorische und system

atische Studien 
zum

 K
ausalproblem

, 1936, 2004, S. 120, 

エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー

ラ
ー
『
現
代
物
理
学
に
お
け
る
決
定
論
と
非
決
定
論
』
山
本
義
隆
訳
、

学
術
書
房
、
一
九
九
四
年
刊
、
一
二
四
頁
）。
九
鬼
周
造
は
「
偶
然
」

と
い
う
日
本
語
の
多
義
性
に
ほ
と
ん
ど
問
題
を
感
じ
て
い
な
い
よ
う

だ
。
長
年
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
で
学
ん
だ
日
本
人
と
し
て
は
い
さ
さ
か

楽
天
的
に
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
8
） 

こ
こ
で
は
小
論
が
目
差
す
偶
然
性
論
の
枠
組
み
の
な
か
で
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
の
偶
然
性
論
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
見
届
け
る
の

が
主
眼
で
あ
っ
て
、
文
献
学
的
考
察
を
試
み
る
も
の
で
は
も
と
よ
り
な

い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
参
照
す
る
際
、
翻
訳
と
解
釈
の
双
方
に
つ
い

て
、『
自
然
学
』
で
あ
れ
ば
出
隆
・
岩
崎
允
胤
訳
（『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

全
集
3　

自
然
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
、一
九
八
七
年
刊
）、『
形

而
上
学
』で
あ
れ
ば
出
隆
訳（『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
12　

形
而
上
学
』

岩
波
書
店
、
一
九
六
八
、一
九
八
八
年
刊
）、『
命
題
論
』
で
あ
れ
ば
山

本
光
雄
訳
（『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
1
』
所
収
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
一
、 

一
九
八
七
年
刊
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
全
面
的
に
依
存
し
て
い

る
。
引
用
の
際
は
慣
例
に
従
っ
て
ベ
ッ
カ
ー
版
の
ペ
ー
ジ
数
と
行
数
だ

け
を
示
し
、
訳
書
の
ペ
ー
ジ
数
は
煩
雑
に
な
る
の
で
省
略
す
る
。
原
典

と
し
て
は
、
い
ず
れ
もO

xford C
lassical Texts 

の
、『
自
然
学
』
で
あ

れ
ば W
. D

. R
oss

校
訂 A

ristotelis Physica, 1950,

『
形
而
上
学
』
は W

. 
Jaeger

校
訂A

ristotelis 
M

etaphysica, 
1957,

『
命
題
論
』
はL

. 
M

inio
-Paluello

校
訂A

ristotelis C
ategoriae et Liber de Interpreta-

tione,1949

を
用
い
た
。
訳
語
や
訳
文
に
変
更
を
加
え
た
箇
所
が
あ
る
。

ご
寛
恕
ね
が
い
た
い
。

（
9
） 

自
然
発
生
と
み
る
の
は
ロ
ス(W

. D
. R

oss, A
ristotle ’s Physics, 1936, 

p. 524

）
で
あ
り
、
ロ
ス
を
批
判
し
て
奇
形
の
生
成
と
み
る
の
は
チ
ャ
ー

ル
ト
ン
（C

harlton, op. cit., pp. 110
-1

）
で
あ
る
。

（
10
） 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
彼
の
偶
然
性
論
の
課
題
を
、「
だ
か
ら
し
て
、

つ
ぎ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
お
よ
び
テ
ュ
ケ
ー
の

各
々
の
な
に
で
あ
る
か
を
、
ま
た
こ
れ
ら
両
者
が
同
じ
も
の
な
の
か
異

な
る
も
の
な
の
か
を
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
こ
れ
ら
が
わ
れ
わ
れ
の
区
別

し
た
諸
原
因
の
う
ち
に
編
入
さ
れ
る
か
を
、
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」（196 b 7

-9

）
と
述
べ
て
い
る
。

（
11
） 

こ
こ
で
「
不
定
（aoriston

）」
は
―
―
後
人
の
加
筆
に
よ
れ
ば
―
―
「
規

定
さ
れ
て
い
る
（hōrism

enon

）」
の
反
意
語
で
あ
り
（196 b 28

）、

そ
れ
ゆ
え
、aphōrism

enon

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。「
不
定
（aor-

iston

）」
は
「
必
然
的
（anagkaion

）」
と
対
立
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
12
） 

『
形
而
上
学
』Ｅ（
Ⅵ
）巻
第
二
章
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
言
が
あ
る
。

「
…
…
そ
の
他
の
物
事
に
は
そ
れ
ぞ
れ
を
作
る
製
作
技
能
が
あ
る
が
、

付
帯
的
な
物
事
に
は
そ
れ
に
応
じ
る
な
ん
ら
の
特
定
の
技
術
も
能
力
も

存
し
な
い
。
そ
の
わ
け
は
、
付
帯
的
に
存
在
し
ま
た
は
生
成
す
る
物
事

に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
原
因
も
ま
た
付
帯
的
だ
か
ら
で
あ
る
。」

（1027a 5
-8

）

（
13
） 

「
た
と
え
ば
建
築
し
う
る
こ
と
〔
建
築
家
の
も
つ
能
力
〕
は
そ
れ
自
体

に
お
い
て
の
家
の
原
因
で
あ
り
、
白
い
こ
と
ま
た
は
教
養
あ
る
こ
と
は

〔
そ
の
建
築
家
の
〕
付
帯
性
に
お
い
て
家
の
原
因
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
」

（196 b 26
-7

）。
但
し
こ
の
部
分
は
後
人
の
加
筆
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

（
14
） 
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
付
帯
的
原
因
の
う
ち
で
も
あ
る
原
因
は
よ
り
遠

く
、
ま
た
あ
る
原
因
は
よ
り
近
い
こ
と
を
認
め
る
の
で
あ
る

（195 b 1
-2

）
が
、
ま
っ
た
く
無
関
係
だ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
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（
15
） 

「
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
〔
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
と
テ
ュ
ケ
ー
〕
の
ど
ち
ら
も
、

原
因
の
諸
様
式
の
う
ち
で
は
、
運
動
が
そ
れ
か
ら
始
ま
る
そ
の
始
ま
り

〔
始
動
因
〕
の
部
に
属
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
も
、
自

然
（physis

）
ま
た
は
思
想
（dianoia

）
に
よ
っ
て
の
な
に
も
の
か
（ti

）

を
、
常
に
そ
の
原
因
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。」（198 a 2

-4

）。

（
16
） 

さ
す
が
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も
テ
ュ
ケ
ー
の
原
因
は
な
ん
で
も
い
い
と

言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
或
る
場
合
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
う

な
疑
問
を
提
出
す
る
人
も
あ
ろ
う
、
す
な
わ
ち
〔
い
く
ら
不
定
だ
と
し

て
も
〕
任
意
の
な
に
ご
と
で
も
が
テ
ュ
ケ
ー
的
な
出
来
事
の
原
因
で
あ

る
と
い
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
疑
問
を
。
た
と
え
ば
、〔
病

人
が
髪
を
刈
っ
た
と
す
る
、
そ
し
て
そ
の
あ
と
で
外
に
出
て
空
気
に
ふ

れ
、
日
に
照
ら
さ
れ
た
と
す
る
、
そ
し
て
健
康
に
な
っ
た
と
す
る
、
こ

の
場
合
た
ま
た
ま
テ
ュ
ケ
ー
的
に
も
髪
を
刈
っ
た
の
で
健
康
に
な
っ
た

と
い
う
が
、
実
は
〕
健
康
に
な
っ
た
こ
と
の
原
因
は
む
し
ろ
外
気
か
太

陽
熱
か
で
あ
っ
て
、
髪
を
刈
っ
た
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の

は
、同
じ
く
付
帯
的
な
原
因
の
う
ち
で
も
、或
る
も
の
〔
た
と
え
ば
外
気
・

太
陽
熱
〕
の
方
が
他
の
も
の
〔
た
と
え
ば
散
髪
〕
よ
り
も
よ
り
多
く
近

い
（eggutera

）
原
因
だ
か
ら
で
あ
る
。」（197 a 21

-25

）

（
17
） 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
『
命
題
論
』
第
九
章
や
『
形
而
上
学
』Ｅ（
Ⅵ
）巻

の
第
二
章
、
第
三
章
で
決
定
論
を
否
定
し
偶
然
の
存
在
を
主
張
し
て
い

る
。「
そ
れ
ゆ
え
明
ら
か
な
こ
と
は
、
必
然
的
に
存
在
あ
る
い
は
生
成

す
る
の
は
す
べ
て
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
或
る
も
の
ど
も
は
テ
ュ

ケ
ー
に
よ
っ
て
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
（tychein

）、
そ
し
て
〔
そ
れ
に

つ
い
て
は
〕
肯
定
、
あ
る
い
は
否
定
が
よ
り
一
層
真
で
あ
る
と
言
う
こ

と
は
な
い
」（『
命
題
論
』
第
九
章19 a 18

-20

）。「
果
た
し
て
常
に
あ

る
の
で
も
な
く
ま
た
多
く
の
場
合
に
そ
う
あ
る
の
で
も
な
い
よ
う
な
物

事
は
全
く
存
在
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
？　

お
そ
ら
く
全
く
存
在
し
な

い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ

ら
の
ほ
か
に
も
な
に
か
テ
ュ
ケ
ー
的
な
こ
と
と
か
付
帯
的
な
こ
と
と
か

が
あ
ろ
う
」（『
形
而
上
学
』Ｅ（
Ⅵ
）巻
第
二
章1027 a 15

-17

）。

（
18
） 

ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
の
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
』
に
お
け
る
鍵
概
念
が
「
テ
ュ

ケ
ー
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。
予
言
や
神

託
に
若
干
な
り
と
信
憑
性
を
置
く
な
ら
ば
、
そ
れ
は
す
で
に
決
定
論
を

認
め
て
い
る
の
だ
。

（
19
） 

先
に
も
引
い
た
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
奇
形
（ti 

para 
physin

）
の

原
因
を
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
に
見
て
い
る
箇
所
も
あ
る
（197 b 34

-35

）。

自
然
の
合
目
的
性
を
論
じ
て
い
る
箇
所
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
奇
形
の

例
と
し
て
、
人
面
牛
や
オ
リ
ー
ブ
の
樹
の
尖
端
に
実
っ
た
ブ
ド
ウ
の
種

（
？
）
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
（199 b 11

-12

）。

（
20
）『
命
題
論
』
第
九
章
に
お
け
る
偶
然
性
の
扱
い
を
み
る
と
、
そ
こ
で
テ
ュ

ケ
ー
は
も
っ
ぱ
ら
必
然
性
と
の
対
立
関
係
で
論
じ
ら
れ
て
い
て
、
原
因

論
的
側
面
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
の
偶
然
性
は
不

定
性
（contingens

）
で
し
か
な
い
。
こ
れ
は
『
命
題
論
』
が
論
理
学

の
一
部
門
で
あ
る
か
ら
当
然
と
も
い
え
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
、
偶

然
性
を
付
帯
性
に
基
い
て
、「
常
に
で
も
な
く
多
く
の
場
合
に
で
も
な

く
」（1027a11

）
と
い
う
よ
う
に
、
必
然
性
を
持
た
な
い
も
の
と
し
て

規
定
し
た
時
か
ら
す
で
に
約
束
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
偶
然
性
を
様
相
的
議
論
の
対
象
と
し
て
の
み
論
じ
、
原
因
論
を

無
視
す
る
こ
と
は
、
偶
然
性
を
決
定
論
vs
不
定
性
、
す
な
わ
ち
必
然
性

vs
不
定
性
の
図
式
に
押
し
込
め
る
伝
統
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。『
命

題
論
』
第
九
章
で
偶
然
性
は
、
決
定
論
、
す
な
わ
ち
「
Ａ
は
必
然
的
で

あ
る
か
あ
る
い
は
非
Ａ
は
必
然
的
で
あ
る
」
の
否
定
と
し
て
定
義
さ
れ

る
。
こ
れ
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
様
相
論
理
で
は
「
Ａ
も
非
Ａ
も
可
能
で

あ
る
」
と
な
る
。
こ
れ
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
定
義
す
る
偶
然
性
で
あ

る
。
逆
に
、
必
然
性
は
偶
然
性
の
否
定
と
な
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、

テ
ュ
ケ
ー
を
そ
の
語
源
で
あ
るtygchanein

（
た
ま
た
ま
〜
す
る
）
の

意
味
で
―
―
す
な
わ
ち
因
果
論
的
偶
然
性
と
し
て
―
―
使
い
な
が
ら
、

そ
れ
を
様
相
論
的
な
偶
然
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
わ
け
だ
。
因
果
論

的
偶
然
性
で
あ
る
は
ず
の
テ
ュ
ケ
ー
は
様
相
論
的
偶
然
性
と
し
て
し
か

認
め
ら
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。

（
21
） 

G
. W

. F. H
egel, E

nzyklopädie der philosophischen W
issenschaften 

im
 G

rundrisse 

（1830

）, E
rster Teil:

D
ie W

issenschaft der L
ogik, 
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M
it dem

 m
ündlichen Zusätzen, 

§ 145, W
erke in zw

anzig B
änden, 

8, Suhrkam
pf Verlag, Frankfurt am

 M
ain, 1970, S. 286

-7. 

ヘ
ー
ゲ

ル
『
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
』
第
一
部
「
論
理
学
」
一
四
五
節
口
頭
説
明
、 

長
谷
川
宏
訳
、
作
品
社
、
二
〇
〇
二
年
刊
、
三
一
八
頁
。
同
書
か
ら
の

引
用
は
す
べ
て
長
谷
川
訳
に
よ
る
。〔　

〕
に
よ
っ
て
語
句
を
補
っ
た

箇
所
が
あ
る
。

（
22
） 

H
egel,  op. cit., S. 284

-5, 

長
谷
川
訳
三
一
六
頁
。

（
23
） 

九
鬼
周
造
『
偶
然
の
問
題
』
三
〇
二
頁
。

（
24
） 

九
鬼
前
掲
書
同
箇
所
。

（
25
） 

H
egel, op. cit.,  S. 286. 

長
谷
川
訳
三
一
七-

八
頁
。

（
26
） 

H
egel, op. cit., 

§ 150,  S. 294,  

一
五
〇
節
、
長
谷
川
訳
三
二
七
頁
。

（
27
） 

G
. W

. F. H
egel, W

issenschaft der L
ogik 

（1812, 1831

）, II, E
rster 

Teil, D
ie objektive L

ogik, Zw
eites B

uch, W
erke in zw

anzig B
änden, 

6, Suhrkam
pf Verlag, Frankfurt am

 M
ain, 1969, S. 186.　

強
調
は

原
著
者
。
以
下
で
の
引
用
に
際
し
て
は W

. L .II. 

と
略
記
す
る
。

（
28
） 

H
egel,  E

nzyklopädie, 
§ 146  Zusatz, S. 287, 

一
四
六
節
口
頭
説
明
、

長
谷
川
訳
三
一
九
頁
。

（
29
） 

H
egel,  ibid., S. 287

-8,  

長
谷
川
訳
同
頁
。

（
30
） 

こ
の
点
に
関
し
て
は
、「libertarianism

を
自
然
化
す
る
」（『
哲
学　

第
63
号
』
日
本
哲
学
会
、
二
〇
一
二
年
四
月
発
行
、
九
七

-
一
一
三
頁
）

で
基
本
的
な
考
え
を
示
し
て
あ
る
。

（
31
） 

『
論
文
集
』（C

ollected Papers of C
harles Sanders Peirce, edited by C

. 
H

artshorne, P. W
eiss

（volum
es I

-V
I

）, T
he B

elknap P
ress of 

H
arvrad U

niversity P
ress, 1931

-35

）
に
言
及
す
る
際
は
、
慣
例
に

従
っ
て
、
巻
数
と
パ
ラ
グ
ラ
フ
番
号
を
示
す
。

（
32
） 

T
he C

entury D
ictionary （1895

） 

に
お
け
る
パ
ー
ス
自
身
の
手
に
な
る

項
目
「
偶
然
（chance

）」
よ
り
（A

ndrew
 R

eynolds, Peirce ’s Scien-
tific M

etaphysics, T
he Philosophy of C

hance, L
aw

, and E
volution, 

Vanderbilt U
niversity P

ress, N
ashvill, 2002, p. 148.

）。
こ
の
引
用

文
も
そ
う
で
あ
る
が
、
パ
ー
ス
か
ら
引
用
す
る
際
に
も
、
ま
た
パ
ー
ス

の
考
え
を
理
解
す
る
際
に
も
、
小
論
は
多
く
を
レ
イ
ノ
ル
ズ
に
負
っ
て

い
る
。

（
33
） 

「
手
短
に
言
え
ば
、多
様
化（diversification

）は
偶
然
的
自
発
性（chance 

spontaneity

）
の
痕
跡
な
の
で
あ
り
、
ど
こ
で
あ
れ
多
様
性
が
増
大
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
は
偶
然
が
働
い
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
の
だ
。」

（6.267

）

（
34
） 

こ
れ
は
ジ
ョ
ン
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
で
の
一
八
八
四
年
の
講
演
の
題
名

で
あ
る
（R

eynolds, op. cit., p. 23.

）。

（
35
） 

こ
の
引
用
文
が
登
場
す
る
パ
ラ
グ
ラ
フ
（6.66

）
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
ば
に
よ
っ
て
始
ま
っ
て
い
る
。「
因
果
性
を
、
宇
宙
に
お
け
る
原
初

的uralt

な
要
素
、
な
い
し
は
、
も
の
を
考
え
る
際
の
根
源
的
な
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
ひ
と
つ
、
と
み
な
す
人
々
―
―
私
が
そ
の
ひ
と
り
で
な
い
こ

と
を
み
な
さ
ん
は
見
出
す
で
あ
ろ
う
―
―
は
、
ひ
と
つ
の
大
変
厄
介
な

事
実
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
人
々
が
持
っ
て
い
る

原
因
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
科
学
的
文
化
の
異
な
る
時
代
に
お
い
て

ま
っ
た
く
異
な
っ
て
お
り
首
尾
一
貫
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ

る
。」

（
36
） 

A
ndr é L

alande

の
哲
学
辞
典
で
「
絶
対
偶
然
（absolute 

chance

）」

は l'ind éterm
ination absolue 

と
訳
さ
れ
て
い
る
（A

ndr é L
alande, 

Vocabulaire technique et critique de la philosophie, P
resses U

niver-
sitaires de France, 1926, 1985, p.1155

）。

（
37
） 

シ
ェ
リ
ン
グ
の
〈
原
始
偶
然
〉
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、F. W

. J. 
von Schelling, Zur G

eschichte der neueren Philosophie, M
ünchener 

Vorlesungen （1827

）, in
:

Friedrich W
ilhelm

 Joseph von Schelling, 
Schellings W

erke, nach der O
rig. -A

usg. in neuer A
nordnung hers. 

von M
anfred Schröter, H

aupt. 5
:

Schriften zur geschichtlichen 
P

hilosophie
:

1821
-1854, 1979, （

シ
ェ
リ
ン
グ
『
近
世
哲
学
史
講
義
』

細
谷
貞
雄
訳
、
福
村
出
版
、
一
九
五
〇
年
、
一
九
七
四
年
刊
）
の
「
第

四
章 

自
然
哲
学
（D

ie N
aturphilosophie

）」
を
参
照
。
そ
こ
で
シ
ェ

リ
ン
グ
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
こ
こ
で
注
意
さ
れ
た
い
こ
と

は
、
以
上
に
応
じ
て
、
最
初
の
始
端
が
明
確
に
「
偶
然
的
な
る
も
の
」

と
し
て
思
惟
さ
れ
る
と
い
う
点
で
す
。
最
初
の
存
在
者
（das 

erste 
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Seiende

）
―
―
こ
の
「
現
存
第
一
者
（prim

um
 

E
xistens

）」
と
私
が

な
づ
け
た
も
の
―
―
は
、
か
く
し
て
同
時
に
最
初
の
偶
然
的
な
る
も
の

（
原
始
偶
然
）（das erste Zufällige （U

rzufall

））で
あ
る
わ
け
で
す
」（op. 

cit., 
S.171, 

細
谷
訳
一
六
三
頁
）。
シ
ェ
リ
ン
グ
は
そ
こ
で
、「
偶
然
性

と
は
本
質
の
対
立
物
で
あ
る
（Zufälligkeit ist G

egensatz des W
e-

sens
）」（S.172

）
と
は
っ
き
り
言
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
言
え
ば
、
実

体
（Substanz
）
の
反
意
語
と
し
て
は A

kzidenz 

が
用
い
ら
れ
て
い
る

（S.175

）。
該
当
箇
所
を
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ボ
ー
ウ
ィ
ー
の
英
訳
は  the 

first contingency 
（original coincidence

） 

と
訳
し
て
い
る
（F. W

. J. 
von Schelling, O

n the H
istory of M

odern Philosophy, Translation, 
Introduction, and N

otes by A
ndrew

 B
ow

ie, C
am

bridge U
niversity 

P
ress, 

1994, 
p. 

116.

）
が
、
こ
の
翻
訳
は
興
味
深
い
。contingency 

に
よ
っ
て
シ
ェ
リ
ン
グ
の
偶
然
性
が
様
相
論
的
偶
然
性
で
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
な
が
ら
も
、U

rzufall 

に
は coincidence 

を
あ
て
て
お
り
、「
暗

合
」
す
な
わ
ち
因
果
論
的
偶
然
性
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
こ
め
る
結
果
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
も
し
そ
の
よ
う
に U
rzufall 

を
解
釈
し
た
の
だ

と
す
れ
ば
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
ろ
う
。
シ
ェ
リ
ン
グ
が U

rzufall 

に
込

め
て
い
る
の
は
、
原
初
に
お
い
て
宇
宙
を
み
た
す
主
観
（das Subjekt

）

は
ま
だ
お
の
れ
の
本
質
に
目
覚
め
て
お
ら
ず
ア
モ
ル
フ
な
状
態
に
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
不
確
定
性
で
あ
り
不
定
性
で
あ
る
か
ら
、

前
注
で
示
し
た
ラ
ラ
ン
ド
の
辞
典
が
パ
ー
ス
の absolute chance 
を
訳

し
た
の
に
な
ら
っ
て original indeterm

inacy 

と
で
も
訳
す
べ
き
だ
ろ

う
。
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
と
い
う
べ
き
か
、
シ
ェ
リ
ン
グ
も
、
と
い
う
べ

き
か
、
因
果
論
的
偶
然
性
な
ど
ま
っ
た
く
考
え
て
い
な
い
。
こ
こ
で
も

ま
た
、「
偶
然
（Zufall

）」
と
い
う
こ
と
ば
が
混
乱
を
ま
ね
い
て
い
る
。

（
38
） 

こ
の
点
は
、
レ
イ
ノ
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、P

hilip W
. H

w
ang 

と D
em

etra 
Sfendoni -M

entzou

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
だ
（R

eynolds, op. cit., p. 
208.

）。

（
39
） 

パ
ー
ス
か
ら
の
引
用
に
あ
る
「
活
力
（vis viva

）」
に
つ
い
て
の
解
釈

は
レ
イ
ノ
ル
ズ
に
よ
る
（R

eynolds, op. cit., 

§ 2, T
he L

aw
 of V

is 
V

iva
;

esp.  p. 34

）。

（
40
） 

レ
イ
ノ
ル
ズ
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
自
然
淘
汰
が
持
つ
機
械
的
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
パ
ー
ス
が
理
解
し
て
い
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
（R

eynolds, 
op. 

cit., p. 98

）。

（
41
） 

前
注
（
2
）
参
照
。

（
42
） 

九
鬼
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ッ
ク
（
問
題
機
制
）

に
対
応
さ
せ
て
、「
シ
ュ
ム
べ
べ
ー
コ
ス
」（sym

bebēkos, 
accidens

）

は
定
言
的
偶
然
に
、「
ア
ウ
ト
マ
ト
ン
」（autom

aton, casus

）
と
「
テ
ュ

ケ
ー
」（tychē, 

fortuna

）
と
は
仮
説
的
偶
然
に
当
た
り
、「
エ
ン
デ
コ

メ
ノ
ン
」（endechom

enon, 
contingens

）
は
離
接
的
偶
然
に
当
た
る

と
説
明
し
て
い
る
（
九
〜
一
〇
頁
）。

（
43
） 

「
論
理
的
可
能
性
、
従
っ
て
離
接
的
偶
然
性
を
容
認
す
る
究
竟
的
な
立

場
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
ク
ロ
ー
バ
ー
が
三
つ
葉
で
な
く
て
四
葉
で
あ
る

こ
と
も
偶
然
で
あ
り
、
浅
間
山
が
断
層
山
で
も
な
く
、
褶
曲
山
で
も
な

く
て
火
山
で
あ
る
こ
と
も
偶
然
で
あ
る
。」（
二
五
九
頁
）

（
44
） 

陽
に
取
り
込
ん
で
い
る
の
は
、
今
挙
げ
た
〈
無
〉
で
あ
り
〈
時
間
〉
で

あ
り
〈
自
由
〉
で
あ
る
。
陰
に
潜
ま
せ
て
い
る
の
は
、
現
存
在
の
〈
時

間
性
〉
や
〈
世
界
性
〉
や
〈
被
投
性
〉
や
〈
覚
悟
性
〉
で
あ
り
、
そ
れ

ら
の
も
と
で
展
開
さ
れ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
実
存
思
想
そ
の
も
の
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
可
能
性
や
必
然
性
と
い
う
様
相
論
の
中
心
概
念
で
す
ら
、

様
相
論
理
学
に
収
ま
ら
な
い
実
存
哲
学
的
な
含
意
の
下
で
操
作
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
が
九
鬼
の
い
う
存
在
論
理
学
で
あ
る
。

（
45
） 

九
鬼
は
、
わ
た
し
た
ち
が
偶
然
と
言
っ
て
い
る
と
き
に
念
頭
に
在
る
の

は
遭
遇
型
の
因
果
論
的
・
個
体
論
的
偶
然
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識

し
て
い
る
。「
い
っ
た
い
日
常
生
活
に
あ
っ
て
偶
然
と
言
わ
れ
る
も
の

の
大
部
分
は
こ
の
目
的
的
積
極
的
偶
然
で
あ
る
」（
九
〇
頁
）。
パ
チ
ン

コ
屋
で
の
Ｙ
氏
と
の
思
い
が
け
な
い
邂
逅
や
、
市
場
に
出
か
け
た
ら
債

務
者
に
出
会
い
貸
し
た
金
が
返
っ
て
く
る
と
い
う
よ
う
な
事
例
は
、
九

鬼
の
分
類
に
よ
れ
ば
「
目
的
的
積
極
的
偶
然
」
に
分
類
さ
れ
る
。

（
46
） 
シ
ェ
リ
ン
グ
の
原
始
偶
然
に
つ
い
て
は
前
注
（
37
）
参
照
。
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